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序　　　　文

国営総合農地開発事業母畑地区は，郡山市・須賀川市・石川郡石川町・

玉川村及び西白河郡東村・中島村の２市１町３村にまたがり，未開発地に

おける農地造成事業及び既耕地における区画整理事業とかんがい排水事業

の３事業を一体とした総合農地開発事業です。

この事業地区内では，現在までに402遺跡の所在を確認し，昭和51年度

から東北農政局母畑開拓建設事業所と保存協議を行い，昭和60年度までに

173遺跡について終了し，その内やむを得ず破壊される57遺跡について記

録保存を実施してまいりました。本報告書は，昭和60年度に財団法人福島

県文化センターに発掘調査を委託した５遺跡の内，玉川村の兎喰遺跡・堂

平Ｂ遺跡，石川町の大内Ｂ遺跡の３遺跡について，その調査概要を『母畑

地区遺跡発掘調査報告21』としてまとめたものです。

今回の兎喰遺跡の調査では，ロクロ土師器杯を副葬し，長楕円形のプラ

ンをもつ数基の墓坑を確認し，県内では稀少を平安時代の墳墓の調査によ

り，この地方における当時の葬制を知る上での資料を提示することができ

ました。また，堂平Ｂ遺跡では，縄文・平安時代の竪穴住居跡を確認し，

大内Ｂ遺跡では，平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡などを確認いたし

ました。

最後に，この調査に御協力をいただいた東北農政局母畑開拓建設事業

所・石川町・玉川村教育委員会及び地元の方々に感謝の意を表しますとと

もに，調査を行った（財）福島県文化センター職員の御努力に感謝いたしま

す。今後とも埋蔵文化財の保護につきまして一層の御理解と御協力をお願

いいたします。

　　昭和61年３月

	 　福島県教育委員会

	 　教育長　佐　藤　昌　志



あ　い　さ　つ

近年開発にともなう埋蔵文化財の発掘調査が年ごとに増加しておりま

す。財団法人福島県文化センターでは，県教育委員会の委託を受け昭和52

年度以降文化財保護の立場にたって国営総合農地開発事業母畑地区内の遺

跡調査を実施してまいりました。その結果，阿武隈川東岸の南北約30㎞に

およぶ広大な地域の，原始から近世にわたる歴史の解明に多くの成果をあ

げることができました。

昭和60年度は，須賀川市及び玉川村・石川町・東村内の５遺跡について

記録保存のための発掘調査を実施しました。これらの遺跡は，縄文時代・

奈良時代・平安時代と各期にわたっています。いずれの遺跡もそれぞれの

地区で歴史上重要な役割をはたして来たものであり，貴重な文化遺産であ

ります。本報告書は本年度発掘調査をした５遺跡のうち，玉川村に所在す

る兎喰・堂平Ｂ遺跡，石川町の大内Ｂ遺跡の調査結果をまとめたものです。

母畑地区における埋蔵文化財の発掘調査は今後も継続して実施される予

定であり，それらの成果についても逐次刊行する考えであります。これら

の発掘報告書が阿武隈川上流東岸部の歴史を解明するうえで，基本的かつ

重要な記録になるものと確信いたしておりますとともに，本報告書が郷土

理解の参考として供され，かつ，学問発展の一助になれば幸いであります。

最後になりましたが，この発掘調査にご協力いただきました東北農政局

母畑開拓建設事業所，玉川村教育委員会，石川町教育委員会，母畑土地改

良区をはじめ地元関係者の皆様方に心から謝意を表します。

　　昭和61年３月

財団法人福島県文化センター　

	 館長　邊　見　榮之助



例　　　　言

１．本書は，昭和60年度国営総合農地開発事業母畑地区にかかる遺跡の発掘調査報告書である。

２．本書には，今年度発掘調査を実施した５遺跡中，玉川村兎喰遺跡・堂平Ｂ遺跡，石川町大内

　　Ｂ遺跡の３遺跡を収録した。

３．本書に収録した遺跡の調査費は，東北農政局の負担金である。

４．福島県教育委員会は，事業地内の埋蔵文化財について東北農政局母畑開拓建設事業所と保存

　　協議を行い，事業計画上保存の困難な地点のみ発掘調査を実施している。

５．福島県教育委員会では，発掘調査を財団法人福島県文化センターに委託した。

６．財団法人福島県文化センターでは，事業第２部遺跡調査課の次の職員を配し調査にあたった。

	 課　　長　目 黒　吉 明	 文化財主査　庄 司　孝 雄	 副　主　査　大 越　道 正

	 課長補佐　佐 藤　勝 夫	 文化財主査　紺 野　光 夫	 文化財主事　山 内　幹 夫

７．本書は下記のとおり執筆分担し，目黒が校閲した。

庄司　序章，第３編１章１節，２節１号溝跡	 　大越　第３編１章２節，２章（１号溝跡を徐く），３章

紺野　第１編１章，２章２・３節，３章３節	 　山内　第１編２章１・４節，３章１・２・４節，第４章

第２編１章，２章２節１号住居跡，３・４節　　　 第２編２章１節，２節２・３号住居跡，５節，３章

８．本書中における用例は以下のとおりである。

　　方　　位　挿図中の方位は，磁北を示す。

　　焼　　土　網点のスクリーントーンで示した。

　　柱　　痕　焼土同様網点のスクリーントーンで示した。

　　遺物断面　縄文土器・弥生土器・土師器は白ヌキ，繊維土器は網点，須恵器・鉄器はベタ黒

　　　　　　　とした。

　　遺物番号　遺物は各遺構ごとに遺構の略称と通し番号とを組み合せ登録番号とした。

　　略　　号　本書中で使用した略号は次のとおりである。

	 玉川村……………ＴＧ　　　　　　　　　　　　　　石川町……………ＩＫ

	 兎喰遺跡…………ＵＫ　　堂平Ｂ遺跡…ＤＤ・Ｂ　　大内Ｂ遺跡…ＯＵ・Ｂ

	 竪穴住居跡………ＳＩ　　掘立柱建物跡……ＳＢ　　土坑………………ＳＫ

	 焼土遺構…………ＳＧ　　ピット………………Ｐ　　溝…………………ＳＤ

９．兎喰遺跡出土土師器に記された判読困難な墨書銘については，東北歴史資料館に協力を願っ

　　た。

10．堂平Ｂ遺跡出土石器の一部の石質鑑定は，安積女子高等学校教諭阿部健一郎氏の協力による。

11．大内Ｂ遺跡出土炭化木の樹種同定については，嶋倉巳三郎氏に協力を御願いした。

12．本書に収録した遺跡の発掘記録及び出土品は，福島県歴史資料館（県文化センター内）におい

　　て保管している。
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序　　　　　章

第１節　調 査 経 過

１．昭和59年度までの調査経過

国営総合農地開発事業母畑地区は，阿武隈山地西縁丘陵地帯の4,379ha におよぶ農地を開発す

るために昭和43年から開始された事業である。阿武隈川の右岸，南北約30㎞，東西約５㎞の狭長

な地区で，郡山市・須賀川市・石川町・玉川村・東村および中島村の２市１町３村にまたがって	

いる。事業の概要は，阿武隈川の支流北須川の上流部に千五沢ダムを築造し，大規模な灌漑およ

び開田計画をたてたが，昭和45年以降の米の生産調整を含む農政転換により開畑と畑地灌漑に変

更され，昭和67～68年に完成することを目標に工事と計画の再検討が併行して進められている。

福島県教育委員会では昭和44年度に母畑事業区内の遺跡分布調査を実施したが，昭和51年度か

ら，開畑・圃場整備等の工事着手にともない福島県教育委員会と東北農政局母畑開拓事業所との

間で埋蔵文化財の取り扱いについて具体的な協議を行い，埋蔵文化財保護に対応してきた。昭和

52年度には財団法人福島県文化センター内に遺跡調査課を新設し，これ以降県教委から委託事業

として継続的に調査を実施してきている。

２．昭和60年度の調査経過

昭和60年４月，福島県教育委員会と母畑開拓事業所との間で，昭和60年度事業実施区域内の埋

蔵文化財について，保存協議

が行われた。その後，４月以

降５遺跡については記録保存

のため発掘調査を実施し，残

余の遺跡については盛土工法

などにより遺跡の保存を図る

ことで協議が成立し，財団法

人福島県文化センターに発掘

調査が委託された。

本報告書の他に，高畑遺

跡・蔭ノ原Ａ遺跡は『母畑地

区遺跡発掘調査報告書20』に

収録されている。
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第２節　遺跡周辺の環境

自 然 環 境

本報告書に掲載されている３遺跡は，福島県の阿武隈川に沿った低地帯（中通り地方）の南部，

阿武隈山地西縁丘陵地帯に位置している。阿武隈川上流部の右岸では，阿武隈山地を構成する花

崗岩・花崗閃緑岩等が風化侵食されて形成された標高300ｍ内外の丘陵が波状に広がっている。

これらの丘陵は，阿武隈川に流入する大小の河川によって樹枝状に開析され，複雑な地形が生み

出されている。又，阿武隈川左岸では，郡山盆地・須賀川盆地・白河盆地の盆地床がみられ西側

では，奥羽脊梁山脈の裾野に連結し，遠く南方には八溝山系を望むことができる。これらの盆地

では，石英安山岩質熔結凝灰岩等が基盤を形成し，さらに洪積世代の砂礫質台地が広くみられる。

沖積世の堆積物は南部にゆくにつれて薄くなっている。

遺跡の所在する玉川村及び石川町は上記の阿武隈山地から延びる丘陵の西端部と阿武隈川右岸

の沖積平野を含んでいる。特に兎喰遺跡は丘陵の末端付近に立地し沖積平野を望む位置にある。

堂平Ｂ遺跡・大内Ｂ遺跡は丘陵内部に入り込んだ開析谷の緩斜面や丘陵上に立地している。

阿武隈山地の丘陵末端部から阿武隈川にかけては，右岸・左岸ともに，数段の段丘面が，比高

差数メートルから十数メートルの高低差を伴って発達している。又，阿武隈山地より西流し，阿

武隈川に流入する大小の河川の河口付近では後背湿地とともに氾濫原が見られる。そしてこの氾

濫原並びに後背湿地は現在ではこの地方の経済を支える肥沃な農耕地となっている。

福島県南部から茨城県北部を南流する久慈川と上記の阿武隈川は，古代よりこの地方への文化

の流入路であったことは想像にかたくない。現代においても，このルートは，国鉄水郡線，国道

118号等が走ることなど，この地方の経済・文化のメインルートとなっている。

歴 史 環 境

１．兎喰・堂平Ｂ遺跡周辺

兎喰・堂平Ｂ両遺跡の周辺は，阿武隈山地西縁の山麓地形と，阿武隈川により形成された広い

沖積平野に分けられるが，現在までに相当数の遺跡が発見されている。それらの遺跡のなかには，

既に昭和20年代に存在が確認されていたものもあるが，それはひとえに故首藤保之助氏の精力的

な調査活動に負う所が大きい。

さて兎喰・堂平両遺跡周辺の遺跡の分布状況を観察すると，金波川流域に分布する遺跡群と，

阿武隈川の沖積地に分布する遺跡群に大別されることがわかる。前者は堂平Ｂ・金波・兎喰・細

田Ａ・細田Ｂ・鬼渕・宮下に諸遺跡があてはまり，後者には辰巳城・別当宿・高原・江平の諸遺
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跡があてはまろう。金波川流域の諸遺跡はほとんどが阿武隈川旧期段丘の残丘支脈，またはせま

い金波川の河岸段丘上に立地している。縄文時代の遺跡が多く，堂平Ｂ遺跡では縄文中・後期の

良好な包含層や遺構が確認されており，金波遺跡でも縄文後期の遺物が出土している。鬼渕遺跡

は以前から石器類が表採されたことが首藤氏の記録にあり，本年度の試掘では丘陵部から縄文後

晩期の包含層が確認された。もちろん堂平・金波・兎喰・細田の諸遺跡からも奈良・平安時代の

遺構は確認されているが，今回の兎喰遺跡の発掘調査で認められた平安時代の墓坑群に埋葬され

た人々がどの集落の人々なのかを直接判断するまでには至っていない。

一方阿武隈川の沖積地に分布する諸遺跡は，広い面積を有する遺跡の多いことが目立つ。試掘

調査が行われた別当宿や辰巳城遺跡の所見からすると，これらの遺跡は自然堤防上に立地してい

る場合が多いようである。高原・別当宿・辰巳城の各遺跡は昭和20年代から各器種の土師器が出

土することが首藤氏によって確認されている。辰巳城遺跡では昭和58年度の試掘調査によって古

式土師器の好資料が得られ，縄文・弥生時代の包含層および古墳時代の全期間から奈良・平安時

代に至る複合遺跡であることが確認された。別当宿遺跡も同様な所見が得られており，高原遺跡

も未調査ではあるがそのような遺跡である可能性が強い。川辺地区の宮の前古墳は，このような

周辺の遺跡の存在を背景としている可能性が強く，あるいは兎喰遺跡の墓坑群も，阿武隈川流域

の遺跡群との関連が存在するものかもしれない。

２．大内Ｂ遺跡周辺

大内Ｂ遺跡周辺の遺跡は，阿武隈川東岸の低・高位段丘面と阿武隈高地西縁の開析のすすんだ

丘陵に分布している。

旧石器時代では背戸Ｂ遺跡からナイフ型石器が出土しており，この他にも大台・薬師堂・上悪

戸遺跡からも同様な石器が検出されている。縄文時代の遺跡は数多く発見されており，草創期の

大型打製石斧を出土した大内Ｃ遺跡，中期中葉の集落跡である七郎内Ｃ遺跡等があり，いずれも

阿武隈川東岸の段丘面に広く分布し規模の大きい遺跡が多い。一方，源平Ｃ・小田口Ｄ遺跡に代

表される阿武隈高地西縁丘陵の狭い開析谷内部に点在する遺跡も認められる。

弥生時代では県史跡指定の鳥内遺跡があり，阿武隈川と社川の合流する段丘面に位置している。

この遺跡は，弥生時代初頭の再葬墓が発見され，遺物の中には東海系の土器が搬入されており，

　調査遺跡周辺主要遺跡名

１．兎 喰 遺 跡	 ２．堂平Ｂ遺跡	 ３．大内Ｂ遺跡	 ４．宮ノ前遺跡 	 ５．細田Ｂ遺跡

６．鬼 渕 遺 跡	 ７．金 波 遺 跡	 ８．別当宿遺跡	 ９．辰巳城遺跡	 10．高 原 遺 跡

11．江 平 遺 跡	 12．薬師堂遺跡	 13．下悪戸遺跡	 14．悪戸古墳群	 15．上悪戸遺跡

16．大 台 遺 跡	 17．背戸Ａ遺跡	 18．鳥 内 遺 跡	 19．七郎内Ｃ遺跡	 20．七郎内Ｄ遺跡

21．殿 上 遺 跡	 22．大壇古墳群	 23．小田口Ｂ遺跡	 24．小田口Ｃ遺跡	 25．小田口Ｄ遺跡

26．二斗蒔遺跡	 27．山ノ神古墳群	 28．三 芦 城 跡	 29．藤 田 城 跡



― �―

第２節　遺跡周辺の環境



― �―

序　　　章

東北地方における稲作や文化交流経路を知る上で重要な遺跡である。

古墳時代では高塚の古墳群が多く発見され，県史跡指定の悪戸古墳群・新屋敷古墳群・大壇古

墳群が分布している。集落遺跡では下悪戸・薬師堂遺跡からは６世紀から７世紀にかけての住居

群が発見されている。該期の集落跡は，阿武隈川東岸の沖積面や周辺の段丘上に分布しており，

生活基盤や経済力の蓄積を考える上で重要な分布傾向を示している。

奈良・平安時代に入ると遺跡は数多く発見され，掘立柱建物跡と竪穴住居跡・土坑等が検出さ

れる集落跡が多く，下悪戸・上悪戸・七郎内Ｄ遺跡がある。さらに，大内Ｂ・小田口Ｃ遺跡のよ

うに狭い開析谷内部に立地する小規模集落もある。本遺跡周辺は陸奥国白河郡に属しており，律

令体制を支えた一端を垣間見ることができる。

中世以降は，鎌倉時代初頭に石川氏が本貫地を得て藤田城を中心に勢力を延ばしてきた。周辺

には山頂や独立丘陵を中心に石川一族の館跡が認められ，さらに南北朝時代の宇津峯攻防にてさ

らに小規模な館跡がつくられる。



第１編　兎
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遺 跡

遺 跡 記 号　　ＴＧ－ＵＫ
所　在　地　　石川郡玉川村大字蒜生字兎喰
時代・種類　　弥生時代－散布地
　　　　　　　平安時代－墓跡
調 査 期 間　　５月15日～７月25日
調　査　員　　紺野　光夫　　山内　幹夫
協 力 機 関　　玉川村教育委員会
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第１章　環境と調査経過

第１節　位置と地形

兎
うさぎくい

喰遺跡は，福島県石川郡玉川村大字蒜
ひりゅう

生字兎喰に所在する。国鉄水郡線泉郷駅より東南方向

へ1.5㎞，国道118号線玉川村蒜生の集落より東方へ500ｍ，海抜300ｍ前後の丘陵上に位置する。

福島県の中央部を北流する阿武隈川の東岸には，阿武隈山地より延びる丘陵が波状に連なってお

り，それらの丘陵は中小の河川によって樹枝状に開析されている。傾斜の緩やかな丘陵は桑園・

蔬菜畑として，また開析された谷は水田として利用されている。集落は，いずれもこの丘陵の裾

部に立地している。兎喰遺跡が立地する丘陵は，阿武隈山地西縁の丘陵の末端部にあり，近世ま

で山林として利用されるにすぎなかった。しかし大正年間以降から戦後にかけてさかんに開墾さ

れ，以後近年まで桑園・蔬菜畑として耕作されてきた。現在では，機械化，省力化に不都合な斜

面部は耕作が中断され，荒地及び山林となっている。いずれの丘陵も花崗岩と黒雲母片麻岩・角

閃石片麻岩などからなる変成岩が主体である。また，表層下には第四紀の地層である水性堆積礫

層が観察される。

兎喰遺跡は馬背状の尾根部分，舌状に張り出した西斜面，および南斜面，小支谷上の４ケ所，

計12,900㎡からなる遺跡である。また本遺跡がある丘陵の西側裾部には細田Ｂ遺跡が所在し，昨

年の試掘調査の際には奈良～平安時代のものと考えられる住居跡が検出されている。またこの丘

陵より西側に平行して走る丘陵上には細田Ａ遺跡が所在し，江戸時代からの墓域となっている。

第１節　位置と地形
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第２節　調 査 経 過

１．調査に至る経過

兎喰遺跡は昭和55年４月に（財）福島県文化センターが実施した表面調査の際発見された遺跡で

ある。この表面調査において，縄文・奈良・平安時代にかけての遺跡として，遺物散布地82,500㎡	

が遺跡の範囲として推定された。昭和59年度には，国営総合農地開発事業母畑地区遺跡分布調査

により，（財）福島県文化センター遺跡調査課が遺跡の範囲確認のための試掘調査を行っている。

この試掘調査において，縄文・弥生・奈良・平安の各時代にまたがる遺構・遺物が，４ケ所計

12,900㎡の範囲より出土し，この範囲が遺跡として報告されている（『母畑地区遺跡分布調査報告

Ⅸ』）。

今回の発掘調査は，昭和59年度の埋蔵文化財保存協議を受けて，農地開発事業のため，工法変

更が困雉な２ケ所，合計面積2,440㎡の調査である。

２．調 査 経 過

兎喰遺跡は，昭和59年度の試掘調査において，工区外の未試掘の区域を除いた南北に延びる馬

背状の尾根筋を中心に，西面する尾根裾部，谷頭部等の４ケ所，12,900㎡が遺跡の範囲として報

告された。この調査において，縄文・弥生土器，及び奈良・平安時代に比定される土師器・須恵

器と竪穴住居跡等がそれぞれ出土，検出された。また今回調査区域に設定された地区の下段斜面

部からは多数の須恵器片が出土しており，周辺に窯跡の存在も予想されている。

今回の発掘調査は，昭和59年度の埋蔵文化財保存協議の結果，農地造成上工法変更が困難なた

め，保存が不可能な2,440㎡について記録保存を目的として行われた。４月頭初より準備を重ねつ	

つ，問題であったⅠ区蔬菜畑の毛上補償の解決を図り，５月14日から２名の調査員が現地に入っ

た。道路が狭小なため，プレハブを搬入することができず，やむを得ず作業小屋を設営すること

にした。また，東北農政局係官との現場確認も行った。５月16日より重機を導入し排土作業を行

い，逐時検出作業に入った。検出作業はⅡ区において困難をきわめ，散水ポンプを連日フル稼動

させた上で初めて検出できたというのが実状である。その原因は土坑内の土が，地山の土を主体

としており，識別が困難であったのと，検出作業中は連日の炎天下で地面が完全に干し上がって

しまったためである。しかも調査区域がⅠ・Ⅱ区とも丘陵尾根上にあるため散水用の水が極度に

不足していたからである。６月に入ってから順調に作業がすすみ，Ⅱ区の土坑が墓坑であるとの

確信を持てるようになり，また調査区北側の桑畑にも続くものと推定されるようになったので県

教育委員会担当者にもその旨を報告した。６月下旬よりⅠ区の精査作業を開始し，７月下旬発掘

調査を終了した。
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３．調査の方法

調査設定区域は丘陵の尾根上の２ケ所に分かれており，２つの区域は南北に約200ｍほど離れ

ている。そのため調査の便宜上，北側の調査区をⅠ区，南側の調査区をⅡ区とした。調査面積は

Ⅰ区440㎡，Ⅱ区2,000㎡の合計2,440㎡である。現況は，Ⅰ区は南西に緩く傾斜する地形で蔬菜畑

および桑畑に利用されている。Ⅱ区は南斜面で，ほぼ中央部に小谷頭部が入り込みやや急斜面を

含む地形で，花卉畑，蔬菜畑および荒地である。

Ⅰ区においては，南北の基軸線を磁北にとり，これに直交する東西線で５×５ｍのグリッドを

全面に設定した。この一辺５ｍのグリッドを北から南へ１・２・３…とし，西から東へＡ・Ｂ・

Ｃ…として，それぞれを組み合せてＡ－１，Ａ－２グリッド等と呼称した。ＮＳ00，ＥＷ00の原

点はＤ－４グリッドの北西の杭と定めた。

Ⅱ区は，東西に長く中央に狭小な谷頭部が含まれている状況から，南北の基軸線を磁北にとり
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第２節　調査経過

これに直交する東西線で10×10ｍのグリッドを全面に設定した。これら一辺10ｍのグリッドを北

から南へ１・２・３…とし・西から東へＡ・Ｂ・Ｃ…とした。そして，それぞれを組み合せてＡ

－１・Ａ－２グリッド等と呼称することにした。ＮＳ00，ＥＷ00の原点はＣ－３グリッド北西の

杭とした。また２ケ所に土層観察のため１×10・２×10ｍのトレンチ２本を設定した。

表土の排除は省力や期間短縮の意味からⅠ・Ⅱ区とも重機を導入して実施した。また各遺構は

原則として¹⁄₁₀で図化し，一部については¹⁄₂₀で図化した。写真は35㎜モノクローム，およびカラー

リバーサルで撮影し，一部６×4.5㎝カメラで撮影した。

　　調査日誌概要

５月14日	 事業第二部長・遺跡調査課長・調査担当者の計４名で各関係協力機関の挨拶まわりを	

	 し，かつ現地での打ち合わせをする。

５月15日　東北農政局と現地確認，杭打ち作業を行い，明日からの重機導入にそなえた。

５月22日　調査作業をくり返すも連日の好天で地面が干しあがり，遺構をほとんど検出すること	

	 ができず，散水用ポンプの手配が必要となった。

５月27日　約１日かかって，西方500ｍの旧118号国道よりⅠ・Ⅱ区へＢＭを移動した。

６月７日　散水用ポンプの威力で土坑が続々と検出され始め，発掘作業にも活気がでるように	

	 なってきた。

６月19日　梅雨に入っているためか降雨の日がつづき，本日も作業を中止する。午後，玉川村公	

	 民館に保存されている関連資料を調査し，その後図面整理をする。

６月26日　降雨のため，午前中作業を中止し午後天候が回復したので作業を行った。しかしなが	

	 ら，運輸大臣が福島空港建設予定地視察で来村するため，大部分の作業員が作業を休	

	 んだので調査がはかどらなかった。

７月３日　Ⅰ区の土坑の写真撮影並びにセクション図面をとる。土坑は本日まで10基検出された。

７月16日　県教育委員会担当者が来跡し，調査の進捗状況を視察した。Ⅱ区の北側に遺跡が連続

	 すると思われる区域については次年度検討するという返答を得た。

７月18日　調査も大詰にきたので精力的に作業をすすめ，かつ撤収準備にとりかかる。

７月25日　全ての調査業務を終了して撤収した。
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第１編　兎喰遺跡

第２章　Ⅰ区の遺構と遺物

調査Ⅰ区で検出された遺構は，掘立柱建物跡１棟，土坑10基，特殊遺構１基である。10基の土

坑のうち，２・６・７号土坑を除いた各遺構は，それらからの出土遺物等によって平安時代初頭

の所産であることがわかる。調査区域は西南向きの緩斜面上の一部分であり，この斜面上に連続

して同様な遺構が続いているものと考えられる。

第１節　基 本 層 序

兎喰遺跡Ⅰ区は丘陵項部に立地しており，概して土層堆積は薄いものであった。表土層は35㎝	

内外の厚さを有し，直下が遺構検出面であるところのⅡ層：黄褐色粘土層となる。Ⅰ区の遺構は

すべてⅡ層上面で検出された。この黄褐色粘土層は一見ソフトローム的な感覚があり，スコリ

ア等もわずかに含むが，積極的に成因を考える証拠にとぼしい。一種の風成層とは考えられる

が，この点については今後の研究を待つ所が大きい。さて，Ⅱ層を掘り込んでいる土坑のなかに

は，底面あるいは壁面に礫が数多く露出している例がいくつかある。３・４号土抗および７～９

号土坑で，３・４号土坑は底面に礫が露出し，７～９号土坑は底面および壁面に礫が露出してい

る。前者の土坑は312.5ｍの等高線に沿い，後者は311.5ｍの等高線に沿っているわけで，Ⅰ区で

は標高312.5ｍの付近ではⅡ層上面から約40㎝下位に，標高311.5ｍの付近ではⅡ層上面から約10

～20㎝下位のレベルに礫層が存在することが考えられる。この礫層と同じ性格を有すると考えら

れる層がⅡ区でも認められているが，第四紀更新世の阿武隈川による旧期段丘堆積物である可能

性が強い。
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第２節　掘立柱建物跡

１号建物跡　ＳＢ01
遺　　構　（第６図，図版５・６）

Ⅰ区北西端のＣ－２グリッドより検出した掘立柱建物跡である。耕作土直下の第Ⅱ層上面での

検出である。１×１間の小規模な建物跡である。この建物は等高線に平行で，南西向きに建てら

れている。柱列の間隔は東西方向が2.6ｍ，南北方向が1.2ｍを測る。柱穴は４個検出された。北

側の桁列で２個，南側の桁列で２個の合計４個である。掘形の遺存状態はいずれの柱穴も明瞭

であった。また，柱痕も確認できた。P1の掘形の径は約44㎝，深さは48㎝を測る。埋土は２層観

察された。第１層は茶褐色粘土で，第２層はやや白みを帯びた黄褐色粘土である。ピットのほ

ぼ中央に径26㎝，深さ40㎝の柱痕が認められた。P2の掘形は径44㎝，深さ44㎝である。柱痕は径

16㎝ほどである。この柱痕の深さは38㎝を測った。埋土は P1と同様茶褐色粘土と黄褐色粘土で

ある。P3の掘形の径は48㎝，深さは60㎝を測る。柱痕も明瞭で，径30㎝，深さ24㎝を測る。埋土

は P1・P2同様茶褐色粘土，黄褐色粘土である。P4は P1・P2・P3と若干異なっており，掘形底面

まで柱痕が認められた。掘形の径は50㎝で，南西方向に長軸をとる楕円形状を呈している。掘形

の深さは50㎝，柱痕の径は約30㎝を測る。埋土は他の柱穴同様である。

遺　　物　（第７図，図版26）

遺物は検出面より鉄製品１点と若干の縄文土器片が出土した。また，掘立柱建物跡の P4の柱痕	

第２節　掘立柱建物跡
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部上面より土師器甕が出土している。

鉄製品（第７図１）は鉄鏃である。刀身の

長さ3.3㎝，柄は３㎝，柄部0.5～0.7㎝であ

る。刀身部の厚さは0.3㎝を測る。刀身部

の最大幅は1.6㎝である。柄部は末広がり

の形状を呈し，断面は正方形状である。重

さは10ｇ弱である。

土師器甕（第７図４）は P4の柱痕上面よ

り出土した土師器甕である。甕の上半部の

みで，下半部は出土しなかった。ロクロに

よって成形され，長胴の甕である。頸部で

いったんくびれ，口縁部は大きく外傾して

いる。口唇部は面取り状に作り出されてい

る。調整は外面ではロクロナデ，ナデ，部

分的にはケズリ痕も観察される。

第３節　土　　　坑

兎喰遺跡調査Ⅰ区からは10基の土坑が検出されている。これらの土坑はⅠ区の南半分の区域に

集中している。検出された土坑は，長楕円形および長方形を呈する大型の土坑と比較的小型の土

坑とに区分することができる。大型の土坑としてはＳＫ01・ＳＫ03・ＳＫ04・ＳＫ08・ＳＫ10が

あげられる。土坑は，いずれも長軸が東西方向もしくは等高線に平行な状況にあり，南北方向も

しくは等高線に直交するような長軸をもつ土坑は１基もない。出土遺物はＳＫ01・ＳＫ03・ＳＫ

08・ＳＫ09・ＳＫ10よりそれぞれ１～２個体のロクロ土師器杯が出土した。ＳＫ08とＳＫ10から

の出土は土坑の上層部であるが，他の土坑からの出土は中層から底面にかけての出土である。ま

た，出土位置は土坑の端がほとんどである。ＳＫ05からは，鉄製の小型刀子が出土している。Ｓ

Ｋ02・ＳＫ06・ＳＫ07は比較的新しい時期の土坑と思われる。

１号土坑　ＳＫ01　（第８・９図，図版７）

１号土坑は，調査区城西端のＢ－３グリッド中央南端付近で検出された土坑である。この土坑

の南１ｍには４号土坑が位置している。検出面は第Ⅱ層上面である。長径が2.4ｍ，短径0.9ｍの

東西方向に長軸を持ち，東方向にやや広がりをみせる楕円形状を呈している。長軸は等高線に
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沿っている。埋土は褐色土を主体に３層観察することができた。第１層は灰褐色土で木炭粒を含

んでいる。第２層，第３層は黄褐色土であるが，第２層には若干の灰褐色土が混入している。下

端形は検出面にほぼ準じている。土坑の深さは，全体的に浅く，約20㎝である。底面ではやや東

に高い傾斜をもっている。埋土の状態および断面観察からは，この土坑は人為堆積と考えられる。

遺物はこの土坑の中央部底面より土師器杯１個体が，また土坑北端より土師器杯片が底面より

約20㎝浮いた状態で出土した。第９図１に示したのがそれである。体部上半はロクロナデ，下半

から底部全面にかけて回転ヘラケズリ再調整が施されている。内面は横位ヘラミガキの後，全面

に黒色処理がなされている。口径は14㎝，底径8.4㎝，器高3.9㎝を測る。

２号土坑　ＳＫ02　（第８図，図版10）

２号土坑は，Ｂ－３グリッドおよびＣ－３グ

リッドにまたがって検出された土坑である。この

土坑の西側1.5ｍには１号土坑が，南2.5ｍには３号

土坑が位置する。長径が約70㎝，短径が65㎝ほど

の円に近い形状を呈する土坑である。埋土は２層

観察された。第１層は黒褐色土で上面にわずかに

木炭粒を含んでいる。第２層は黄褐色土である。

この層は，土坑の埋没の過程の早い時期に壁面の	

第３節　土坑
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崩落によって堆積したものと考えられる。土坑の深さは最深部で約13㎝ほどであり浅い。断面等

の観察からでは自然堆積と考えられるが，断定することはできない。

遺物等の出土はなく，時期比定は困難であるが，比較的新しい時期の土坑と思われる。

３号土坑　ＳＫ03　（第10・11図，図版８・25・27）

３号土坑は，Ｃ－４グリッド北西端で検出された土坑である。この土坑の北西３ｍには１号土

坑が，西1.5ｍには４号土坑が位置している。標高313.5ｍと313ｍの等高線間にあり，長辺が等高

線に平行な状態での長方形状の土坑である。長辺が２ｍ，短辺が0.9ｍを測る。埋土は褐色土を

中心として４層確認できた。第１層は黒灰色土で，木炭粒を多量に含んでいる。第２層は黄褐色

土で，わずかに木炭粒を含んでいる。第３層は黄褐色土で，黒灰色土が混入している。第４層は

黄褐色土である。土坑の深さは約40㎝であり，下端形も検出面に準じ長方形を呈する。長辺1.9ｍ，

短辺0.7ｍを測る。底面は，ほぼ水平を保っている。埋土断面の観察上からは，この土坑が自然

堆積か人為堆積かの判断は困難である。

遺物は，この土坑の西端中央，壁面際の地点で，底面より約10㎝浮いた状態で出土している。

ロクロ土師器杯が２個体分，壁際に沿って並べられた状態での検出である。第11図１・２がそれ	
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である。第11図２は体部上半はロクロナデ，下半部から底部

にかけて回転ヘラケズリが施されている。底面は回転ヘラケ

ズリによる再調整がなされている。体部内面は，横方向への

ヘラミガキが施され，底部は並列ヘラミガキである。共にヘ

ラミガキの後黒色処理がなされている。また，この杯の底部

に墨色銘がある。口径13.2㎝，底径6.3㎝，器高は4.2㎝をそ

れぞれ測る。第11図１は体部上半分にロクロナデ，下半部に

回転ヘラケズリが施されている。底部は回転ヘラケズリ再調

整がなされている。内面は体部に横方向のヘラミガキが，底

部には並列ヘラミガキが施されている。また，内面全体に黒

色処理がなされている。器形は，口径が13.2㎝，底径6.5㎝，

器高４㎝である。

４号土坑　ＳＫ04　（第12図，図版10）

４号土坑は，Ｂ－４グリッド北端部で検出された土坑である。この土坑の北側1.2ｍには１号

土坑が，東側1.5ｍには３号土坑が位置している。長径1.9ｍ，短径1.3ｍの東西方向に長軸を有す

る楕円形の形状を呈する土坑である。埋土は微弱ながら７層観察された。第１層は黒灰褐色土で

木炭粒を含み，粒子は粗である。第２層以下は褐色土を主体とした埋土である。第４層は茶褐色

土で木炭粒を含んでいる。第６層・第７層では礫を含んでいる。下端形は検出面に準じ，やはり

東西に長軸をもつ楕円形である。長径1.3ｍ，短径0.6ｍを測る。底面は，検出面と同様に西向き

に傾斜している。土坑の深さは約50㎝を測る。埋土は自然堆積か人為的堆積かの判断は困難であ

るが，断面の観察から自然堆積と思われる。

遺物は出土しなかった。

５号土坑　ＳＫ05　（第12・13図，図版10）

５号土坑は，Ⅰ区のほぼ中央部，Ｃ－４グリッド南端で検出された土坑である。この土坑の北

２ｍには３号土坑が位置している。また，東４ｍには10号土坑が位置している。直径80㎝余りの

ほぼ円形に近い形状を示す小型の土坑である。埋土は２層のみ観察された。第１層は黒灰色土で

木炭粒を若干含んでいる。第２層は黄褐色土である。この土坑の断面は丸鍋状で，下端形は明確

ではなかった。土坑の深さは最深部で30㎝を測る。土坑の壁面には焼成された痕があり，固くし

まっている。断定はできないが，自然堆積と考えられる。

遺物は，第13図に示すように長さ10㎝，幅１㎝，厚さ0.2㎝ほどの刀子が底面近くより出土し	

第３節　土坑
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た。また，刀子には骨片が付着していた。

６号土坑　ＳＫ06　（第12図，図版９）

６号土坑は，調査区東端Ｅ－５グリッドの中央西端で検出

された土坑である。北側２ｍには10号土坑が，南西3.4ｍには７号土坑が位置する。標高312.5ｍ

の等高線上に長軸がのる楕円形の形状を呈する土坑である。長径1.3ｍ，短径0.9ｍを測る。２・５・

７・９号土坑と同様小型の土坑である。埋土は１層のみ観察することができた。茶褐色土で黒灰

色土が若干混入している。また上面に木炭粒を含んでいる。土坑の深さは30㎝内外である。下端

形は検出面に準じている。底面は水平を保つ。

遺物は出土せず，時期比定は困難であるが，比較的新しい時期の土坑と考えられる。

７号土坑　ＳＫ07　（第12図，図版10）

７号土坑は，調査区最東南端のＤ－６グリッド中央北端で検出した土坑である。この土坑の北東3.4ｍ

には６号土坑が，西方５ｍには８号土坑が位置する。長軸が標高311.5ｍの等高線上にのる楕円形の形

状を呈する土坑である。長径，短径はそれぞれ1.3ｍ，0.9ｍを測り，６号土坑とほぼ同様な大きさであ

る。埋土は，ブロック状

に５層観察された。第３

層は黒灰色土で焼土粒を

含んでいるのが観察され

た。第１層・第２層・第

４層・第５層は褐色土が

主体である。土坑の深さ

は約20㎝で浅い土坑であ

る。底面は，ほぼ水平を

保っている。下端形は検

出面と多少の相異がある。

底面中央に，径17㎝を測

る平礫があった。この土

坑は人為堆積と考えられ，

時期は比較的新しいもの

と思われる。

遺物は出土しなかった。
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８号土坑　ＳＫ08　（第14・15図，図版10・11・25）

８号土坑は，調査区中央南端のＣ－５グリッド南西で検出され

た土坑である。東方向５ｍには７号土坑が，北西3.5ｍには９号

土坑が位置する。東西方向に長軸をもつ楕円形の形状を呈す土坑

である。長径は2.3ｍ，短径は１ｍ余りをそれぞれ測る。埋土はほぼ均等の層厚で３層観された。

第１層は黒灰色土で粗い粒子であり，固くしまっている。第２層・第３層は褐色土を主体として

おり，ソフトである。この土坑の中央，第１層中から長径30㎝，短径20㎝ほどの亜円礫が検出さ

れた。土坑の深さは，約50㎝を測る。下端形は長辺1.8ｍ，短辺0.7ｍの長方形状を呈する。底面

は緩く西に傾斜している。

遺物は，この土坑の直上，北壁際の中央よりやや西側でロクロ土師器１個体が出土した。第15

図がそれである。体部上半部はロクロナデ，体部下半部から底部全面に回転ヘラケズリ再調整が

施されている。体部内面は横方向ヘラミガキ，底部は放射状ヘラミガキが施され，全面に黒色処

理がなされている。口径は12㎝，底径5.7㎝，器高4.3㎝を測る。

　　　９号土坑　ＳＫ09
（第16・17図，図版10・25）

９号土坑は，調査区南西のＢ－５グ

リッド，中央やや北側で検出された土

坑である。南東3.4ｍには８号土坑が，

北５ｍには４号土坑が位置している。

東西方向に長軸を持ち，長径1.3ｍ，

短径1.1ｍほどを測り，楕円形の形状

を呈する小型の土坑である。埋土は，

３層観察された。第１層は黒褐色土で

ある。第２層・第３層は茶褐色土であ

る。いずれの層も径10㎝足らずの小円

礫を含んでいる。土坑の深さは約60㎝

を測る。下端形は検出面に準じている。

東西に長軸をもつ楕円形で，長径短径

の長さはそれぞれ80㎝，50㎝を測る。

底面は水平を保っている。

遺物は，この土坑の底面，北壁面際	
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やや東よりの地点から小型ロクロ土師器杯が１個体出土した。第17図に示

したのがそれである。体部下半部から底部にかけて回転ヘラケズリ再調整

が施されている。内面は，体部底部ともヘラミガキの後黒色処理がなされ

ている。口径７㎝，底径4.5㎝，器高2.5㎝を測る。このロクロ土師器は，

Ⅰ区・Ⅱ区の各土坑出土の土師器のなかで最小のものである。この土坑は，断面の観察から人為

堆積と考えられる。

10号土坑　ＳＫ10　（第18・19図，図版12・13・27）

10号土坑は，調査区中央のＤ－４グリッド東南隅で検出された。Ⅰ区最大の土坑である。標高

313ｍの等高線に沿って長軸をもち，長径3.1ｍ，短径1.8ｍの楕円形の形状を呈する土坑である。

この土坑の西方４ｍには５号土坑が，南方２ｍには６号土坑が位置し，北方５ｍにはＳＫ01遺構

が位置している。埋土は４層確認することができた。第１層は黒灰色土で粒子は粗である。
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また，木炭粒を多量に含んでいる。第２層以下の層はいずれ

も茶褐色土である。壁面は約50°の角度をもって掘り込まれ，

その深さは約50㎝である。底面は水平を保っている。下端形

は長辺が2.2ｍ，短辺が１ｍの長方形の形状を呈している。

遺物は，第19図に示すロクロ土師器杯が，第１層の上面で出土している。また，底面の北壁よ

りで，約10㎝浮いて須恵器片２点が出土している。ロクロ土師器杯は，体部下半から底部全面に

回転ヘラケズリ再調整がなされている。内面には，下半部から底面にかけて横方向ヘラミガキが

施こされている。また，全面に黒色処理がなされている。底径は5.7㎝を測る。

第４節　特 殊 遺 構

１号特殊遺構　ＳＸ01　（第20・21図，図版27）

１号特殊遺構はⅠ区北半部の中央から検出された。同位置は緩い斜面地形を呈しているⅠ区で
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も上位のレベルにある。本遺構はⅠ区の遺構検出作業でも

最初の段階で確認され，木炭粒を多く含む黒灰色の堆積土

第１層の面の広がりでプランを確認したために，頭初は何

らかの工房跡かという予想を抱いていた。しかし精査が進

むにつれて，きわめて掘り込みの浅い遺構で，特別な施設

等は認められないことが判明した。

遺構の平面プランは2.61×2.15ｍの規模の不整な隅丸長

方形を呈する。深さは，最も深いところで15㎝を測るが，

平面形のわりに概して浅く，底面は平坦である。壁の立ち上がりはきわめて緩やかである。

堆積土は３層にわかれるが，第１層は上記したように木炭粒や木炭片，焼土を含む黒褐色で，

何らかの火を用いた作業との関連が考えられる。それを裏付けるように，遺構北コーナー近くの

底面から焼土ブロックが検出された。底面は特別赤変硬化した範囲は見当たらず，遺構の具体的

な性格までは直接言及できない。

出土遺物は，検出面から出土したロクロ土師器杯１点のみで，第21図に示した。底部から体部

下端にかけては回転ヘラケズリ再調整が施され，内面はヘラミガキの後，黒色処理を行っている。

なお本土器は体部に「木」の墨書銘が認められる。

さて本遺構は，昨年度の試掘調査の際に設定した33号トレンチの位置と重複する。当時の同ト

レンチ観察所見には，焼土の検出と須恵器壺・ロクロ土師器杯の出土が記録され，報告書には須

恵器壺と土師器杯の実測図が掲載されている。同資料は本編末に再録しておいた。

トレンチ記録によれば，須恵器壺の出土地点は，トレンチ中央からやや東寄りの場所で，明ら

かに本遺構の範囲内である。レベル的には検出面と判断してよいであろう。当の須恵器壺は非常

に小型で，強い張りの体部に細く短く立ち上がる頭部が認められる。口縁部上端は一段外側に張

り出しており，頸部から体部にかけて所々自然釉が認められる。また同じく33号トレンチからは

土師器杯片が出土しており，その破片の一部は本年度発掘調査で得た「木」の墨書銘ある杯と接合

した。またその他に１点同じく土師器杯が同トレンチから出土しており，その所見は上記杯と共

通している。以上の所見から，33号トレンチ出土遺物は１号特殊遺構と密接な関係を有すること

が明らかとなった。

以上の検討からすれば，１号特殊遺構は平安時代に属すると考えて良いと思う。そして，平安

時代の住居跡にみられるカマドやピット等が検出されないことから一般の住居跡とは言い難い。

それ以上の言及は躊躇せざるを得ないが，あえて述べれば，上記の出土遺物と焼土等の所見から

祭礼的な遺構の可能性をも考えねばならないであろう。土坑群や小規模な掘立柱建物跡と共に，

その在り方の特殊性を一般集落と切り離して今後考えてゆかねばならないであろう。
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第３章　Ⅱ区の遺構と遺物

第１節　基 本 層 序

兎喰遺跡Ⅱ区は東西に長く，ほぼ中央に南に向かって開く小支谷の谷頭部が存在している。こ

の小支谷はさらに南に向かうと西側に折れ，鬼渕を経て金波川に沿った沖積地に向かう沢となっ

ている。したがって調査区内の地形は起伏にとんでおり，粘土層は厚く堆積している。調査では

表土層直下の面で遺構検出がなされたが，なお，尾根部における先土器時代遺物の包含の有無，

および谷部での遺物の包含状態を確かめるために，それぞれに土層観察トレンチを設定した。以

下，その所見を述べることにする。尾根部のトレンチはＡ－２・Ｂ－２グリッドの南部に設定し

た。第23図にその断面図を掲げておいたが，約1.3ｍ掘り下げた。Ⅰ層：表土層，Ⅱ層：黄褐色

粘土層，Ⅲ層：礫を多く含む粘土層，Ⅳ層：砂質粘土層，Ⅴ層：変成岩風化層の順で層位が観察

された。遺構検出はⅡ層上面でなされた。またⅢ層中に多く含まれている礫は，拳大のものが主

で石質はチャート・頁岩・石英が多く，概して円磨度は低い。

この礫を含む層は調査区東側の斜面部に露出しており，11・12・15・16号土坑などは壁や底面

に礫が露呈している。この礫の成因は，円磨度などから河川運搬によるものと考えられ，段丘礫

である可能性が強まった。ゆえにⅢ層が旧期段丘堆積層とするならば，当層はⅠ区で確認された

礫層との関連が考えられ，兎喰遺跡の立地する丘陵が阿武隈川の旧期段丘として位置付けられる

可能性も強く，今後その方面における調査を期待したい。

なお，Ⅳ層はⅤ層を不整合に被覆しており，Ⅴ層は新第三紀以前の，阿武隈山地の造山運動に

ともなう花崗岩の貫入と関わった結果の所産と考えられよう。

以上の基本層序は調査区西側と東側の，尾根部と斜面部でほぼ同じである。遺構検出面となっ

たⅡ層の粘土層は，西側で黄褐色，東側で黄褐色粘土層と黄白色粘土層に分かれるが，その成因

は解明されていない。またⅡ区の粘土層とⅠ区の同層では粘土の

様相が異なり，Ⅰ区の場合火山灰の風成層の可能性が強い。

谷部は，傾斜に直交した形でトレンチを設定した。Ⅰ層：表土

層，Ⅱ層：茶褐色粘土質シルト，Ⅲ層：暗茶褐色粘土質シルト，

Ⅳ層：黄色粘土層の順で層位が観察された。いずれも谷部への流

入土と考えられる。遺物はⅡ層の上部から土師器や須恵器がわず

かに出土したにすぎない。遺構の検出は５・６号土坑がⅡ層上面・

14号土坑がⅡ層中の上半部でなされ，Ⅲ層以下は平安時代以前	
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の堆積であることが確認された。またⅢ・Ⅳ層からは礫や凝灰岩ブロックの包含が認められた。

各層が流れこみ堆積であることから，礫は上位の段丘堆積層からの供給であると考えられる。凝

灰岩ブロックの供給源が今ひとつ不明確であるが，本地域が熔結凝灰岩地帯であることから，き

わめて近い位置に同ブロックを供給した層があることは確かであろう。

第２節　土　　　坑

兎喰遺跡Ⅱ区からは土坑が16基検出された。そのうち，谷部から検出された７・８号土坑とし

たものは，プランがきわめて不明瞭で，木の根等の撹乱である可能性が強いため，精査の対象か

らはずした。他の土坑は１・５号土坑を除いて長方形ないしは長楕円形をなし，特に谷部から東

側の斜面部に数多く分布している。特に９号土坑から14

号土坑までは長軸が等高線に沿っており，一連の配列が

感じられる。出土遺物を見ると１号土坑出土例を除いて

４・９～12号土坑からそれぞれロクロ土師器杯が１～２

点ずつ出土したのみであるが，杯の出土状態に興味深い

ものがある。次いでそれぞれの土坑に関して個別に観察

結果を記す。

１号土坑　ＳＫ01　（第24・25図，図版16）

１号土坑は調査区西部における尾根項部の西寄りの部

分から検出された。他の土坑群とはひときわ離れた位置

に所在している。平面プランは1.10×0.90ｍの規模の楕

円形を呈し，長軸は南東から北西に向かっている。深さ	

第１節　基本層序
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は検出面から約25㎝で，鍋底に近い断面となっている。底面のプランは上面とは異なり，やや入

り組んだ形となっているが，土坑の掘り込みが下層の段丘礫を混えた層に至っており，露出した

礫の状態に底面の形が左右されたのではないかと考えられる。堆積土は茶褐色土をベースとして

おり，基本的に３層に分かれる。堆積は自然堆積によるものと思われる。

出土遺物は，第25図に示したような弥生式土器，および石英脈岩製の剝片である。弥生式土器

は広口壺の形を呈しており，推定口径31.2㎝を測る。口縁部は複合口縁となっており，口唇部に

は連続した軽い刻みが施されている。刻みはヘラ状の工具で軽く押圧する程度のもので，その際

口唇外縁に押された部分の粘土が張り出し，外縁が一見ヒダ状となっている。口縁複合部の幅は

約１㎝強である。胴部には縄文等の文様は施されず，比較的ていねいなヘラナデの痕跡が認めら

れる。ヘラナデ痕は，幾条かの細い筋が見受けられる。内面もヘラナデが施されているが，やや

ザラついた触感を呈する。なお成形過程での輪積みの痕跡がところどころに残り，重ねて指頭に

よるオサエ痕が認められる。

剝片類はいずれも石英脈岩製で，第２層および第３層から20片以上出土した。そのうち比較的

大きな剝片を図示したが，石器は認められなかった。近年阿武隈山地西縁の各遺跡から石英脈岩

製の石器が出土するようになったが，最も古い例は石川町上悪土遺跡から出土した先土器時代に

属するものである。同町小田口Ｄ遺跡出土例は縄文中期に属するが，他の縄文時代遺跡からも同

岩製の石器は散見される。郡山市梅木平遺跡Ⅱ区出土の石英脈岩製の石器・剝片類は，弥生時代

の陣場式前後に比定される可能性がある。本土坑出土例は，土器が弥生時代終末期に属するもの

であれば，最も新しい資料である。第25図に示した剝片をよく観察しても人為的な所産であるこ

とにはまちがいないし，Ⅱ区でこのような剝片の出土が見られるのは１号土坑のみである。明ら

かに弥生式土器にともなうものであろう。このように規則的な剝離が困難な素材を選ぶ背景に，

遺跡が花崗岩を基盤とする地帯に立地している以外に理由があるのかを考えることが今後の課題

と言えよう。

２号土坑　ＳＫ02　（第26図，図版16）

２号土坑は調査区西部における尾根頂部付近から検出された。平面プランが1.96×0.70ｍの長

楕円形を呈し，長軸は305ｍの等高線に平行して，東一西方向となっている。底面のプランは上

面のプランに準じている。深さは11㎝と浅い。堆積土は２層にわかれ，木炭粒を比較的多く含ん

だ暗褐色土が厚く堆積している。底面は比較的平坦となっている。

出土遺物は認められなかったが，関連する遺物として，昭和59年の試掘調査の際に44号トレン

チから出土した須恵器壺があげられよう。44号トレンチは２号土坑の東側に約６ｍ離れた位置に

設定されており，記録によれば，地山を浅く凹めて，置かれたような形での出土らしい。今回の
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調査でⅡ区からは土坑と焼土以外

の遺構は検出されず，場所的に須

恵器が単独で出土すること自体疑

問が感じられる。この現象と関連

するものとして，後述する４号土

坑の検出面上位からやはり須恵器

壺が出土した事例がある。４号土

坑例と異なって試掘の須恵器出土

地点は２号土坑と離れてはいるが，

44号トレンチの須恵器壺出土の意

味を考えるとき，２号土坑あるい

は後述する３号土坑の存在を依り

所とする必要は認められよう。

３号土坑　ＳＫ03
� （第26図，図版16）

３号土坑は，調査区西側の尾根

部から中央の谷部へ傾斜する斜面

上で検出された。２号土坑の南南

東5.5ｍの位置にあり，４号土坑

からは14ｍも離れており，２基で

はあるが，２号土坑と共にⅡ区の

西部土坑群として考えてよいので

はないだろうか。

平面プランは1.98×0.84ｍの規模

の略楕円形を呈し，長軸が南西－

北東の向きで，304ｍの等高線に

ほぼ平行する。平面プランの北東

側は楕円に近いカーブとなるが，

南西側は隅丸方形に近い。底面プ

ランは上面に準じ，底面はほぼ平

坦である。深さは約22㎝を測り，

堆積土は２層で人為堆積の可能性	
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がある。第１層が暗茶褐色土で木炭粒を含む点は２号土坑に類似している。遺物の出土は認めら

れなかった。

４号土坑　ＳＫ04　（第27・28図，図版16・25・26）

４号土坑は調査区中央の谷部から検出された。検出レベルとしては，他の土坑と比較して最も

低い。検出面は，前節で述べた谷部堆積土層のⅡ層中である。本土坑の検出にあたっては興味深

い所見が得られた。それは本土坑検出面直上より須恵器長頸壺が一個体分出土したということで

ある。当初の遺構検出作業では，表土を剝いだ後に，谷部の厚い土層堆積を想定して少し深めに

Ⅱ層面を削りながら確認を行っていた。そしてⅡ層上面から約３㎝下げたところで長頸壺が出土

したわけである。この段階では同じ層中から土師器片等の出土が散見されたことから，壺の出土

状態もプライマリイなものではないと考えていたが，出土状態の記録後取り上げて再び同所を削
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り下げたところ，壺の検出レベルから約28㎝下位

より土坑のプランが検出されたのである。

土坑の平面プランは2.98×1.78ｍの規模の楕

円形を呈し，長軸は西南西－束北東を向き，

301.5ｍの等高線に沿っている。土坑の規模はⅡ

区のなかでは最も大きく，幅は10号土坑の２倍と

なっている。底面プランは上面に準ずるが，北壁

に軽く段を有している。深さは33㎝を測る。堆積

土は３層に分かれるが，断面観察から人為的な堆

積と考えられる。土坑内東側の中軸より南に寄っ

た位置からロクロ土師器杯が，完形で２点出土し

た。出土レベルは底面からやや浮いた位置である。

４号土坑は，土坑精査作業の順としては９～11

号土坑の精査より後に行われたもので，その時は

すでに杯が１点ずつ出土する長方形もしくは長楕

円形プランの土坑が何であるのか検討を始めてい

た。その過程で４号土坑が検出されたわけである

が，性格的には当土坑も９～11号土坑と同様なも

のではないかと考えた。

また２号土坑の項でも触れたように，周囲に住

居跡等の遺構が検出されていない。そうした場合

土坑検出面直上からの須恵器長頸壺の出土は，単

なる流れ込みや投棄によるものではなく，土坑と

関連して，そこに置かれたという可能性が充分考

えられる。その意味で本土坑の項に長頸壺を関連させて出土状態と共に掲載した。

出土遺物は土坑内から出土したロクロ土師器杯２点と，検出面直上から出土した須恵器長頸壺

１点である。いずれも完形に近い形に復元された。

第28図１は，２個並んで出土したうちの北側のもので，底部から体部下半にかけて回転ヘラケ

ズリ再調整が施されている。口径は12.5㎝，底径7.6㎝，器高3.5㎝を測り，口径に対して底径の

比が大きく，器高が幾分低いため，一見平たい感を呈する。内面はていねいなヘラミガキが施さ

れ，黒色処理がなされている。２も１と同様な器形で，底部から体部中位にかけて回転ヘラケズ

リ再調整が施されている。口径12.3㎝，底径7.6㎝，器高3.3㎝を測り，内面は１と同じくていねい
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なヘラミガキが施され，後黒色処理がなされている。両者ともに回転ヘラケズリ再調整が体部の

かなり高い位置まで施されている点，年代を決める上で重要な特徴と言えよう。

第28図３に示した長頸壺は，器高29㎝，口径10.2㎝，最大胴径18.3㎝，底径8.2㎝を測るほぼ完

形品である。頸部が高く外反気味に立ち上がり，口縁部は面取りされて下端部が外に張り出して

いる。頸部と体部の継ぎ目は一段盛り上がった隆帯が巡り，体部は中段よりやや上位に最大径が

位置する。体部上半にはタタキ目が所々残っている。底部には低く高台が付けられている。

５号土坑　ＳＫ05　（第29図）

５号土坑は，調査区中央の谷部から６号土坑と切り合い関係を有して検出された。切り合い関

係は５号土坑が新しく，６号土坑が古い。皿状の５号土坑の底面を精査していた段階で，底面に

６号土坑のプランが露われたのである。

本土坑は2.27×1.79ｍの規模の北壁が強い膨らみをもった偏楕円形の平面プランを有している。

そして深さが13㎝と浅く，皿状の底面となっている。堆積土は単層で暗茶褐色土である。出土遺

物は認められなかった。

５号土坑は他の土坑とは

異なった形態を呈しており

性格は不明である。実は本

土坑のプランはあまり明瞭

なものではなく，当初７・

８号土坑と番号を付けた

プランもより不明瞭であっ

た。調査の結果遺構らしい

所見は得られなかったた

め，本報告からは除外する

ことにした。

６号土坑　ＳＫ06
� （第30図，図版17・18）

５号土坑の底面から検出

された。プランは2.20×0.86

ｍの規模の隅丸長方形に近

い楕円形を呈しており，長

軸は東－西方向を向いて	

第２節　土坑



― 34 ―

第１編　兎喰遺跡

302.5ｍの等高線に平行している。深さは43㎝を測り，底面の形状は隅丸長方形を呈する。土層

堆積は水平堆積に近く，人為的な感を呈する。ただ１層が黒みを帯びた暗褐色土で，木炭片を多

く含む点２・３号土坑に類似している。内部から土師器杯の出土は見られなかったものの，形状

は10・11号土坑に類似している。

９号土坑  ＳＫ09�（第31・32図，図版25）

９号土坑から14号土坑までは，調査区東

側の斜面部に並んだ土坑群と見てさしつか

えないであろう。並びはやや不ぞろいでは

あるが，ひとつのグループとして考えられ

る。当土坑はその中段に位置しており，２

号焼土と切り合い関係を有している。関係

は土坑が新しい。当土坑は斜面の浸食に

よって削られ，底面付近しか残存しておら

ずかろうじて土師器杯が残されていたにす

ぎない。しかし隣接した10・14号土坑は比

較的深く残存しており，もともとあまり深
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い掘り込みではなかったのではないかと考えられる。

残された平面プランは1.51×0.40ｍの規模の変形した長楕円

形で，長軸は北西－東南方向を向き，306ｍの等高線より北に

約20度傾斜しているが，ほぼ沿っていると考えて良いであろう。

残存した深さは５ｍ程度である。土坑内の東側で，中軸線より南寄りの位置から，ロクロ土師器

杯が１点出土した。本土坑が兎喰遺跡の発掘調査で初めて杯の共伴を確認した例で，後に10～12

号土坑を精査してはじめてその意味を確認することができた。

出土したロクロ土師器杯は第32図に示した通りであるが，底部から体部下端にかけて回転ヘラ

ケズリ再調整が施され，内面はヘラミガキの後黒色処理を行っている。口径が13㎝，底径7.1㎝，

高さ3.3㎝を測り，幾分平たい感を呈する。その特徴は前掲４号土坑出土の２点の杯とほぼ同じ

ものである。

10号土坑　ＳＫ10　（第33・34図，図版20・21・25）

10号土坑は，調査区東側の斜面部で

９・14号土坑と近接した位置に検出さ

れた。平面プランは1.71×0.74ｍの規

模の比較的形の整った隅丸長方形のプ

ランを呈し，底面もそれに準じる。土

坑の長軸は北西－南東の方向を向き，

306.5ｍの等高線に平行している。い

わゆる箱掘り形の土坑で，深さは54㎝

を測る。コーナー部は明瞭な屈曲のラ

インが認められた。

堆積土は２層に分かれ，第１層は第

２層の浅い凹みに堆積した暗褐色土，

第２層は厚い粘土ブロックの堆積層で

あり，明らかに人為的な埋め戻しの状

況を呈している。当初２層目を掘り下

げながら，たえず掘り過ぎの不安を感

じながらも地山との対比を行いながら

精査を続けたところ，底面付近からロ

クロ土師器杯が検出されて土坑掘形の
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把握へとつながった。この精査を通して，当土

坑の堆積土は，一度掘り上げた土をあまり時間

を置かないで再び埋め戻したということが感じ

られた。また，第２層の浅い凹みに堆積した第

１層は，埋め戻された第２層が何らかの理由で陥没し，その部分に堆積したことが考えられ，そ

の陥没の理由こそ本土坑の性格を考える上で重要な鍵となる可能性がある。

出土遺物は，ロクロ土師器杯１点と鉄製品１点であるが，杯は土坑の南側，中軸線より東寄り

の底面から検出され，また鉄製品は土坑中央部の西寄りの底面から検出された。ロクロ土師器杯

は底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ再調整が施され，内面はヘラミガキの後黒色処理が

施されている。口径は12.9㎝，底径6.9㎝，器高3.6㎝を測る。鉄製品は刀子の束の部分である可

能性が強い。

11号土坑　ＳＫ11　（第35・37図，図版19・25）

11号土坑は，調査区東側の斜面部で，12号土坑の北側に近接して検出された。プランは2.37×

1.17ｍの規模の長楕円形で，長軸は北西－南東の方向を向き，305ｍの等高線にほぼ平行してい

る。深さは42㎝を測り，堆積土は２層に分かれるが，人為的堆積と考えられる。層は暗黄褐色を

呈する粘土質の土で，その

中には多くの礫が含まれて

いたが，11・12号土坑が検

出された一帯は，先に述べ

たように段丘礫の混ざった

層が斜面部に露呈している

面にあたり，土坑はその層

を掘り込んでおり，壁や底

面にも多くの礫が露われて

いる。

本土坑の底面はほぼ平坦

で，形状は上面のプランに

準ずる。

出土遺物はロクロ土師器

杯１点であるが，出土地点

は土坑の南半中央部寄りで
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中軸線から西寄りの部分で，底面か

ら約25㎝浮いたレベルから出土して

いる。第37図１に示した実測図がそ

うで，底部から体部下半にかけて回

転ヘラケズリ再調整が施されてい

る。内面は丁寧なヘラミガキの後，

黒色処理がなされている。口径は

12.4㎝，底径5.9㎝，器高3.2㎝を測る。

12号土坑　ＳＫ12
� （第36・37図，図版25）

12号土坑は，調査区東側の斜面部

から検出され，11号土坑の南方２ｍ

の位置に所在していた。

12号土坑の検出された面は，近年	

の開畑により11号土坑の検出された

面より一段低く削られており，土坑

も上位の部分は削り取られ，残存状

況は良好なものではなかった。土坑

の平面プランは，1.66×0.99ｍの規

模の変形した楕円形である。削平前

は，長楕円形に近いものであったこ

とが推定される。長軸は西北西一束

南東の方向を向いており，304ｍの

等高線と北に約45°の角度で交わっ

ている。土坑の残存している深さは

16㎝程度であるが，東壁が31㎝の立

ち上がりを有しており，本来は40㎝

近くの深さであった可能性が強い。

本土坑もやはり段丘礫を含む層を掘

り込んでおり，壁や底面に礫の露出

がめられる。

出土遺物は，ロクロ土師器杯１点
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で，土坑東側の中軸線より北寄りの地点から出土した。第37

図２に実測図を示してあるが，体部下半から底部全面にかけ

て回転ヘラケズリ再調整が施され，内面はヘラミガキの後黒

色処理がなされている。口径は13.8㎝，底径7.1㎝，器高４㎝

を測る。

　　13号土坑　ＳＫ13　（第36図，図版22）

13号土坑は，調査区東側の斜面部の頂部近くから検出された。Ⅱ区の土坑プラン検出作業にあ

たっては，この13・14号土坑が最も困難を窮めた。それは堆積土が地山の粘土と識別し難しい色

調をなしていたことと，炎天下で検出面が乾燥してクラックが入る状況であったからで，検出に

あたっては動力噴霧機による度重なる散水を行った。土坑の平面プランは，1.96×0.98ｍの規模

の隅丸長方形に近い形で，長軸線は北北西－南南東の方向を向き307ｍの等高線にほぼ平行して

いる。深さ39㎝で，土層は茶褐色土層とブロック状の粘土層の２層が水平堆積し，明らかに人為

的堆積と考えられる。底面のプ

ランは，長楕円を呈している。

土師器杯こそ出土しなかったも

のの形態は６・10号土坑に類似

している。

　　14号土坑　ＳＫ14
（第38図，図版23）

14号土坑は，調査区東側の斜

面部から，９・10号土坑と近接	

して検出された。３号焼土と切

り合い関係を有し，土坑が焼土

を切っている。プランは2.22×	

1.27ｍの規模の変形した楕円形

で，長軸は北北西－南南東の向

きである。深さは47㎝で，人為

堆積である。特に３層は地山粘

土層との識別が困難であった。

本土坑も13号土坑と同様に出土

遺物は認められなかった。
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15・16号土坑　ＳＫ15・16　（第39図，図版24）

15・16号土坑は調査区東側の斜面部で，最も西寄りの位置から検出された。15号土坑は3.2×

1.30ｍの規模の長楕円形を呈し，４号土坑と共にⅡ区で最大級である。長軸線は北北東－南南西

を向き，深さは47㎝を測り，堆積は人為堆積である。16号土坑は15号土坑の東北方向に検出され

たが，きわめて小型の土坑であった。両土坑とも出土遺物は認められなかった。

第２節　土坑
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第３節　焼 土 遺 構

１号焼土遺構　ＳＧ01　（第40図）

調査区西側，Ｂ－２・Ｃ－２グリッドにまたがり，ＮＳ00・ＥＷ00の基準杭北方３ｍで検出さ

れた焼土遺構である。プランは1.2×１ｍの規模の，ほぼ円に近い楕円形を呈している。掘形埋

土は暗茶褐色土で，焼土粒・木炭粒を含みソフトであった。壁面は被火熱により赤化していたが，

特に硬化はしていなかった。

２号焼土遺構　ＳＧ02　（第40図）

Ｇ－２グリッド東南隅より検出された。範囲は0.45×0.40ｍの略円形であったが，掘形のプラ	
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ンはそれを上回る。埋土断面から２層の堆積層が観察された。埋土は茶褐色土で，第１・２層と

も焼土粒を含んでいる。掘形は楕円形で，底面も上面プランとほぼ同じ形を呈している。

３号焼土遺構　ＳＧ03　（第40図）

Ｇ－２グリッド中央東端で検出した。検出面の観察から14号土坑より古いことが確認された。

掘形は深く，壁はほぼ垂直に掘り下げられ，２層の堆積層が認められた。層は茶褐色土で焼土粒

を含んでいる。

第４節　遺構外出土遺物　（第41～43図，図版26・27）

今回の発掘調査では，遺構外からも第41～43図に示したような遺物が出土した。出土は主に調

査Ⅱ区西側からのものである。第41図１は絡条体によると思われる条痕が内外面に施された土器	

第３節　焼土遺構
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で，縄文早期後半に属するものであ

ろう。２は縄文後期前半の綱取Ⅱ式

に比定されよう。

３～30は弥生式土器である。３は	

そのなかでも古く位置付けられ，磨

消縄文文様を有するものである。５

～８は鋭い沈線によって渦文を描く

壺形土器で，磨消縄文は認められない。２本１組の沈線による渦文であるが，同時施文ではない。

胴部には附加条縄文が施される。陣場式に近い編年位置が考えられよう。27～29は，それらより

も下る時期の資料で，桜井式に近い編年位置が考えられる。

石器は第42図に示した２点がある。31は石匙であるが，片縁両面加工で，今までの伴出例では

縄文早期後半に出土する頻度が高い。あるいは第41図１の内外面条痕土器に伴うかもしれない。	

　次いで，昨年度の試掘調査で得られた資料を第43図に再録した。いずれも本年度調査区と重な

る範囲に設定したトレンチから出土したものである。土師器杯２点と須恵器壺２点であるが，44

号トレンチから出土した壺に関しては，２号土坑のところで触れたような出土の意味が考えられ

る。いずれも平安時代に属するものと考えられる。
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第４章　ま　と　め

第１節　Ⅱ区１号土坑の弥生式土器

Ⅱ区１号土坑から出土した広口壺形土器がいかなる編年上の位置を占めるかについては，非常

に困難な問題である。まずそれが大別していつの時代に属するものかを考えると，縄文時代には

見当らない。しかも古墳時代以降にもこのような形態の土師器の系列は認められず，一応弥生時

代に属するものと考えてみた。この古墳時代以前とする考えは同じ１号土坑内から多くの石英脈

岩製の剝片が出土したことも傍証となろう。以下にこの問題に関する若干の考察を述べることに

する。

胴中段で膨らみ，広口の壺形を呈して口縁部が複合口縁となる形態は東関東の磐船山式以降の

系列に顕著となる。井上義安が「広口長胴の器形が成立し，ほとんどすべてが複合口縁となる」と

述べた段階である。この系列の土器群は井上により「福島県浜通り地方から茨城県北の太平洋岸

地方，さらに久慈川，那珂川流域地方において，ほぼ同様の過程をたどる」と推察されているが，

井上は茨城県北で「磐船山・長岡式→十王台式」の編年を考えておられる。一方福島県浜通り南部

では馬目順一が「伊勢林前式→輪山式→八幡台式→十王台式」の編年を提唱されている。井上は伊

勢林前式を磐船山式直前に置いている。また福島県中通り地方では中村五郎が東中根式に併行す

る段階に天王山式を置き，以降，踏瀬大山式→十王台式の序列を述べている。以上の編年観のな

かで１号土坑出土の土器を考えると，まず磐船山式以降に位置付けられることはまちがいなさそ

うである。しかし当土器の形態は「広口長胴」のスマートな器形とはほど遠いもので，さらに縄文

が施されていない。その意味で輪山式（磐船山式）→八幡台式→十王台式の広口長胴壺の主系列か

らは外れるタイプと考えられる。あえて形態上の類似例を求めるならば朝日長者遺跡１号住居跡

出土資料があげられよう。縄文施文の有無の違いを除けば口唇部に連続刺突した複合口縁と胴部

の形態が類似する。馬目は朝日長者出土例を天王山式に併行させており，それは磐船山式との併

行を意味する。兎喰Ⅱ区１号土坑例は，その出自を朝日長者出土例と同じくする可能性が考えら

れるわけである。しかし，兎喰出土例の場合複合口縁部の幅がせまく，縄文も施されていないこ

とから，朝日長者遺跡出土例よりは１～２段階下る編年位置と考えたい。そうすると中通り地方

では踏瀬大山式もしくはその直後の段階に位置することになる。中通り地方ではこの時期天王山

式－踏瀬大山式系の土器が広く分布している。したがって兎喰遺跡資料のようなタイプは客体的

存在であったのではなかろうか。近年の発掘調査で天王山式系の土器が各所から出土しており，

今後あわせて兎喰遺跡例の増加を期待したい。

第１節　Ⅱ区１号土坑の弥生式土器



― 44 ―

第１編　兎喰遺跡

第２節　土 坑 群

兎喰遺跡の発掘調査で検出された遺構は，Ⅰ区・Ⅱ区とも土坑が最も多く，他にはⅠ区で小規

模な掘立柱建物跡や性格不明遺構，Ⅱ区で焼土遺構が検出されたのみである。したがって調査は

土坑群の精査に終始したと言っても過言ではなく，その結果，今までの母畑地区の調査では得ら

れなかった平安時代の墓域の在り方を垣間見ることができた。

土坑の分類　調査を行った土坑の数はⅠ区が10基，Ⅱ区が14基であるが，土坑の形態や出土遺

物等を詳細に検討すると，以下のようなタイプに分けられよう。

１．平面形が楕円で鍋底状の断面を呈する土坑で，Ⅱ区１号土坑がそうである。出土遺物から

　　　判断すると弥生時代の終末期に属するものと考えられる。

２．平面形が長楕円もしくは隅丸長方形で，なかには箱掘り形に近い掘形を有するものがある。

　　Ⅰ区１・３・８号土坑，Ⅱ区２・３・６・９～14号土坑がそうである。なかにはロクロ土

　　　師器杯を１～２点伴う例もある。平安時代に属するものと考えられる。

３．平面形が長楕円形の大型の土坑で，形態的には２のタイプに似る。Ⅰ区10号土坑Ⅱ区４・

　　15号土坑がそうで，ロクロ土師器杯を伴う例もあり，平安時代に属するものと考えられる。

４．比較的小型の楕円形の土坑であるが，掘形はしっかりしており，なかにはロクロ土師器杯

　　を伴う例もある。Ⅰ区４・５・９号土坑，Ⅱ区16号土坑がそうで，平安時代に属するもの	

　　　と考えられる。

５．その他のタイプで，小型円形のⅠ区２号土坑や不整楕円形のⅠ区６・７号土坑，浅い掘り	

　　　込みで皿状を呈するⅡ区５号土坑のような例が存在する。

土坑群の分布　今回問題とするのは，上記２・３・４のタイプの土坑である。はじめに検討し

なければならないのはその分布状態であるが，第３図や第４図に示した遺構配置図をよく観察す

ると，Ⅱ区ではいくつかの土坑群に分けられると思う。まず第１のグループは調査区西側の斜面

部から検出された２・３号土坑，第２のグループは調査区中央の谷部から検出された４・６号土	

坑，第３のグループは調査区東側の斜面部から検出された15・16号土坑，第４のグループは同じ

く調査区東側の斜面部から検出された９～14号土坑というように群別されよう。それに対してⅠ

区では一見群別が不可能なように見受けられるが，中軸線の向きから考えた場合に３・10号土坑

と４・９・８号土坑の２群に分けられるように思えるがいかがなものであろうか。

土坑が群をなし，Ⅱ区の第４のグループのように並びすら見受けられるものは，今までの母畑

地区の発掘調査でも，須賀川市大久保Ａ遺跡や郡山市東作田Ｃ遺跡で検出された陥し穴状土坑の

ような例が存在するが，精査の所見ではそれを否定する点ばかりが目立った。すなわち，同じ箱
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掘り方を呈するものでも掘り込みが浅いこと，底面にピット群等の所見が得られなかったこと，

ましてやロクロ土師器杯が共伴する点は大きな相違と言えよう。堆積土が人為的なものであり，

しかも10・13・14号土坑のように明らかに掘り込み後あまり時間を置かずに埋め戻したことが考

えられるという点も同じく陥し穴状土坑とは大きく異なる点と言えるかもしれない。

土坑群の属性分析　土坑群が陥し穴状土坑ではないとすれば，これは過去の調査であまり経験

したことがない性格のものである可能性が高い。その性格を裏付けるためにはいくつかの属性分

析を試みなければならない。そのなかで形態分類に関しては本文の冒頭で行っているので，次に

大きさの分析を行ってみよう。規模が大型の３のタイプや小型の４のタイプを除いて２のタイプ

に関して大きさの平均値を求めると，長さが1.98ｍ，幅が0.87ｍという数値が得られた。比率は

長さが幅の２倍強ということになる。次いで２・３・４のタイプの全土坑に関して長軸が磁北と

等高線とに対してどのような角度をもっているのかを調べたところ，磁北に対する長軸の角度の

平均は60°，等高線に対する長軸の角度の平均は22°となった。実際Ⅱ区14～16号土坑を除いてす

べての土坑の等高線に対する長軸の角度が，磁北に対する角度より大きく下回っている。これは

改めて角度差を求めなくとも遺構配置図を見ればわかることであるが，土坑のほとんどが等高線

に沿って掘り込まれているのである。これは地形に沿った掘り方を行ったことを意味し，特に北

を意識したものではないということであろう。

次いで唯一の土坑の共伴資料であるロクロ土師器杯に関して，その出土状況を観察してみよう。

まず杯を共伴した土坑はⅠ区が３・８・９号土坑，Ⅱ区が４・９～12号土坑で，全部で８基とな

るが，今回検討の対象としている全土坑からすると４割強という割合になる。しかも冒頭に分類

した２・３・４のタイプにそれぞれ杯の共伴例が認められ，それぞれの土坑群のなかでもⅡ区の

第１・第３の土坑群を除いたすべての土坑群のなかに杯を共伴した土坑が存在しており，杯を共

伴することが特別というわけではないことを意味しているといえよう。ちなみに土坑のどの部分

から杯が出土しているかということを平面的に観察すると，長楕円プランの中軸の両端近く，さ

らに中軸線からすれば左右いずれかの壁近くの位置から出土しており，いずれかに片寄った位置

から出土していることがわかる。レベル的に見れば床面に接した例は少なく，極端な場合検出面

近くという場合すらある。

最後に，堆積土の在り方について観察すると，多くの場合人為的な堆積状況を呈している例が

多く，何度も述べているようにⅡ区10・13・14号土坑などは掘り込み後，あまり時間を置かずに

埋め戻したことを想起させる堆積状況を呈している。これは土坑を埋め戻すことによってその目

的をまっとうするということを示唆しているかのようである。またⅠ区８号土坑やⅡ区10・13・

14号土坑の例のように，人為的に埋め戻した粘土層の上面に凹みを生じ，そこに暗褐色土が堆積

している例が見受けられるが，これは埋葬後に遺体や棺が腐敗して埋土が浅く陥没したところに	
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入り込んだ土が残されていたとの見方もできよう。

土坑の性格　以上のような観察所見からすると，土坑について陥し穴状土坑の可能性を否定し

た後に考えられることは墓以外の何物でもないであろう。長楕円形もしくは隅丸長方形のプラン

とその大きさは遺体を横臥させて埋葬するにふさわしい形であり，10号土坑のような箱掘り形の

掘形は棺の埋葬を想起させる。骨蔵器等は検出されていないため，単なる土葬埋葬と考えられる

が，明瞭な骨の残存は認められなかった。しかしⅠ区５号土坑から出土した数少ない副葬品であ

る刀子に焼骨片らしきものが薄く付着しており，それが人骨であるとするならば唯一の人骨資料

と言えよう。なお墓坑として捉えることの裏付けには，秋田県湯の沢Ｆ遺跡検出例との対比もあ

るが，この点については後に詳しく述べることにする。

１～２点ずつの土師器杯の出土は副葬として考えられよう。しかし，Ⅰ区３号土坑や８号土坑

のように，土坑の端の検出面直下から出土したものに関しては，副葬と言うよりはむしろ埋葬直

後に供えたものである可能性が強い。

さて杯を共伴した土坑のなかには，Ⅰ区９号土坑のような小型の土坑に小型の杯を副葬した例

が存在することが興味深い。９号土坑から出土した杯は口径7.2㎝，高さ2.5㎝，器壁の厚さが0.2㎝

と相当小型で薄いつくりのものである。これは一般的につくられた杯とは大きく異なる特殊なも

のと言ってもよいであろう。この点については昨年『文化福島』165号誌上で幾分情緒的に触れて

おいたが，土坑の規模と言い小児の遺体を埋葬するにあたって特別に副葬されたと考えるのが妥

当ではないだろうか。

最初に分類した２・３・４各タイプの土坑のなかにはロクロ土師器杯を共伴しない例も存在す

るが，他の属性が各タイプごとに杯を共伴した土坑と共通しているため，それらに関しても同じ

ように墓坑としての性格を考えてよいと思う。

墓坑の年代と墓域　さてこれらの墓坑群の具体的な時期に関しては，共伴して出土したロクロ

土師器杯にその所属年代を求める他ないと思う。Ⅰ区の土坑から出土したロクロ土師器杯をよく

観察すると，すべてに底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ再調整が行われ，体部中段にま

でおよぶものもある。さらに底径は口径の¹⁄₂前後であり，器内面は非常にていねいなヘラミガキ

の後黒色処理がなされている。これらの特徴は1976年の木本元治の編年観や，谷地前Ｃ遺跡を中

心とする玉川一郎の編年観からするならば９世紀初頭に位置付けられており，少なくとも下限が

９世紀前半を下ることはないであろうと思われ，平安時代の前半期でも古い段階に位置すること

はまちがいなさそうである。またⅡ区の土坑から出土したロクロ土師器杯もⅠ区同様にすべて回

転ヘラケズリ再調整が行われ，しかも底径が口径の¹⁄₂を上回るものが圧倒的である。器内面の特

徴はⅠ区の諸例と同じであり，年代的にはⅠ区同様平安時代前半期でも古い段階に位置付けられ

よう（注１）。
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そうするとⅠ区・Ⅱ区とも区間が比較的離れているにもかかわらず，ほぼ同じ時代に墓が存在

したことになり，それぞれに墓域を形成していたことになる。兎喰遺跡の立地している丘陵は阿

武隈川の沖積平野を南西に臨む比高差の高い丘陵で，頂部は馬の背状の尾根が連なり，尾根が分

岐する地点にやや平坦な面が認められる。それにしても集落を営めるような平坦地には恵まれて

おらず，試掘調査でも住居跡は点在が確認されたにすぎず，まとまった集落は検出されなかった。

したがって他の場所に集落を営んだ人々が墓域として兎喰の丘陵尾根部を選んだということが言

えよう。Ⅰ区・Ⅱ区ともに虫喰い状態のような発掘調査であったため，それぞれさらに広い面積

を有する墓域であったものと考えられる。

いずれにせよ集落から離れた山上に墓地を営むのはなぜであろうか。歴史的に見ると，たとえ

ば古墳時代終末期には山上に群集墳を築く例は多くある。近い例では郡山市蒲倉古墳群があり，

横穴墓ではあるが笊内横穴群も丘陵上段の斜面部にある。しかし必ずしも山上墳ばかりではない。

要は故久保常晴博士の言われる「高燥な南面する荒無の地，即ち上代公私の利用に委ねられた共

有地ないし氏の所有地」に営まれたのであろう。兎喰遺跡の墓域も南西斜面の日当りが良い場所

を占地しており，同様な遠地は近世・近代の墓地に多く見受けられる。この点兎喰遺跡の近辺で

も「高墓地」という俗称の地名があることでもそれはわかると思う。比高差の高い兎喰の丘陵を選

んだのは，祖先を高所にまつる信仰心の顕れではなかろうか。

古代墓制における位置付け　続いて兎喰遺跡における墓坑群の歴史的な意味を考えるために，

他に類例を求めて検討してゆきたいと思う。古代日本の葬制は645年の大化の薄葬令と，仏教文

化の広まりのなかで行われるようになった火葬によって大きな変化が生じた。福島県内では７世

紀以降，終末期古墳と共に横穴墓が増加し，８世紀以降になると火葬墓の事例も増えてくる。県

南地方の終末期古墳の代表例としては，玉川村宮の前古墳や白河市谷地久保古墳，須賀川市一斗

内古墳などがあり，横穴墓としては東村笊内横穴群や須賀川市治部池横穴群，同市梅田横穴群，

白河市郭内横穴群等があげられよう。なかでも笊内横穴群は下限が９世紀まで下る点興味深い。

また火葬墓に関しては県内でも８世紀以降事例が増加しており，この点については渡辺功や吉田

幸一の研究にくわしい。それによると火葬骨は須恵器や土師器の骨蔵器に収められた例が多く，

それをさらに横穴に収納あるいは追葬した例や地中に掘られたピット内に埋納した例が知られて

いる。以上のように終末期古墳や横穴墓，そして火葬墓に関しては９世紀代に至るまでの時期で

数多くの事例が知られ研究されているが，兎喰遺跡で検出されたような土坑墓についてはあまり

知られていないのが現状である。兎喰遺跡の墓坑は，副葬された杯から９世紀前半の年代が推定

されるが，５号土坑出土の刀子付着骨片を除き火葬骨は発見されなかった。したがって概ね一般

的な土坑墓としての性格が考えられるが，従来古墳時代以降の一般的な土坑墓に関しては発掘例

も少なく，古墳や横穴に比べて研究が立ち遅れているのが現状であると言えよう。

第２節　土坑群
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そのようななかで，近年発掘調査された土坑墓群の事例をいくつか知ることができた。そのな

かで古墳時代に属するものは，昭和54年に調査された東村谷地前Ｃ遺跡と，昭和53年から54年に

かけて発掘調査された郡山市阿弥陀壇古墳群から検出された例があげられよう。

谷地前Ｃ遺跡から検出された墓坑は６基で，いずれも2.5～３×１ｍ前後の隅丸長方形を呈し

ており，堆積土は人為的堆積であることが確認されている。遺跡の立地は矢武川北岸の沖積地を

臨む台地縁辺部である。時代は６世紀中葉前後に比定されており，副葬品のないことから一般集

落民に近い人達の墓であり，あるいは佐平林遺跡に居住していた人々の墓地として考えられるこ

とを報告者が述べている点興味深い。

阿弥陀壇古墳は，弥生時代の遺跡として著名な柏山遺跡に隣接しており，古墳時代中～後期の

古墳群の調査であわせて土坑墓群も検出された。土坑は23基検出されたが報告者のひとりである

高松俊雄は土坑をａ～ｄ類に分類し，隅丸長方形で深いａ類が同形で浅いｂ類より古く位置付け

ている。注目すべき円頭大刀を出土した23号土坑はｂ類で７世紀初頭から前半という年代を考え

ており，高松の分類からするとａ類の土坑群は６世紀代にさかのぼる可酸性もあり，谷地前Ｃ遺

跡検出例に近い年代となる。土坑の形態は上記したように隅丸長方形が多くａ類などは箱掘り形

の掘形を有している。分布状態は１・６・３号墳にはさまれた区域にまとまっており，３号墳が

６世紀中頃，６号墳が６世紀末から７世紀初頭という年代が考えられていることからして，土坑

墓の被葬者と古墳の被葬者との関係が興味深く考えられるところであろう。くだんの円頭大刀を

出土した23号土坑の状況をもう少しくわしく観察すると，箱掘り形の墓坑の片側の壁に沿って大

刀と直刀が並べて置かれており，刀の把頭は北側に位置していた。このような出土状況は古墳の

主体部に似るものであるし，同じ土坑墓の例では時代は異なるものの後述する秋田県湯ノ沢Ｆ遺

跡の例にも類似する。それにしても円頭大刀を帯びるにふさわしい被葬者がなぜ古墳に葬られな

かったのか，他の「何もない」墓坑と較べても謎はつきない。

平安時代に属する墓坑の例としては，秋田県秋田市湯ノ沢Ｆ遺跡に好例が求められよう。同遺

跡は昭和59年と60年にまたがって発掘調査が行われ，59年度分に関しては報告書が刊行されてお

り，60年度分については去る１月12日に行われた「みちのく考古学研究会」の席上菅原俊行によっ

てスライドによる説明がなされた。それによると遺跡は舌状台地の付根部分に立地しており，59

年の調査では21基の土坑墓が検出され，形態は隅丸長方形か長方形を呈するものがほとんどであ

り，就中18基の土坑墓から副葬品が検出されている。副葬品は豊富で，赤褐色土器杯の他に，鉄

刀，鉄鏃等の武具類や刀子・鎌・鋤先・紡錘車等の鉄製品類，馬具等の他帯金具や漆皮箱に至る

まで出土している。時代は赤褐色土器杯の特徴から，９世紀中半頃から10世紀に至る年代が考え

られる。さらに墓である決定的な証拠は，鉄刀に付着した骨片の検出例や，60年度の調査分では

焼けた人骨の出土が発表されている。60年度分の報告が未だ刊行されておらず立ち入った考察は	
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さしひかえたいが，副葬品の内容から考えて兎喰遺跡の被葬者とは立場の異なる人々が埋葬され

た可能性がある。帯金具や馬具の出土，武器の豊富さに注目したい。また東北南部の兎喰遺跡の

周辺と，古来蝦夷と呼ばれた人々の住んでいた出羽国の地方では，同じ平安時代でも歴史的な背

景の違いを考えねばならないであろう。今後の研究に期待したいが，いずれにせよ湯の沢Ｆ遺跡

の土坑群が明らかに墓坑として認められることにより，同様な土坑の特徴が認められる兎喰遺跡

に関しても墓としてもとらえる裏付けが得られたことになろう。

県内の例としては，1972年にいわき市で発掘された大畑Ｃ地点の13号土坑の例があげられよう。

当例は1.58×1.25ｍの規模の隅丸長方形プランで，壁縁に溝がまわる特殊なタイプである。土坑

の北東コーナー部からロクロ土師器杯が１点出土した。杯は回転糸切り切り離しのタイプで，当

時調査員の馬目順一が白水阿弥陀堂の時期と示唆されたことが印象深い。11世紀代の墓坑であろ

う。

上記した諸例に兎喰遺跡を加えるならば，土坑墓としての埋葬形態は古墳時代以降連綿として

とり続けられていたことが考えられる。もちろん縄文・弥生時代にも土坑墓は存在するが，古墳

時代以降における土坑墓の被葬者の多くは谷地前Ｃ遺跡の所見でも述べられたように，何も副葬

されない一般集落民である可能性が強い。そのようななかで兎喰遺跡の墓坑のなかにロクロ土師

器杯を副葬することは，かつて古墳に多くの財物を副葬するのとは大きな意味の違いがあろう。

おそらく生前用いていた什器を共に埋葬することが，せめてもの死者への手向けであったのでは

なかろうか。茶毗に付されて骨蔵器に収められた人々は，土坑墓の被葬者とは異なった階層の人

間であった可能性が強い。ただし湯ノ沢Ｆ遺跡のように帯金具を身に帯びた土坑墓の被葬者もい

たことであるから，被葬者の社会的な立場を考えるにあたっては，第一に周辺の歴史的環境を考

え，次いで副葬品をよく見なければならないであろう。その意味で兎喰遺跡の近辺には重要な官

衙遺跡は見当らず，副葬品も一般的な竪穴住居跡から出土している杯とわずかな鉄製品類である

ため，兎喰遺跡における被葬者は主に一般集落民と考えてよいと思う。

その他の問題点　最後に，残されたいくつかの問題点について触れてみたい。ひとつは墓坑が

いくつかの群にグルーピングされることである。これは同じ血族の墓域なのかムラ単位の墓域な

のか知るよしもないが，たとえばⅠ区とⅡ区はかなり離れており，そのようなものを大ブロック

として，大ブロック内の群を小ブロックとするならば，大ブロックはムラ単位の墓域で，小ブロッ

クは血族というか家族単位の墓域と考えることもひとつの方法であろう。

次いでⅡ区４号土坑検出面上から出土した須恵器長頸壺であるが，この出土は単なる偶然の所

産とは思えない。須恵器出土レベルと土坑検出面とでは約28㎝のレベル差があり，そこが谷部で

土の流れによる堆積が生じやすい所であることを考えても，被葬者の遺跡が後世追膳供養のよう

な形で壺をささげたのではないかという考えもあってよいのではないかと思う。同様なことが２・	
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３号土坑の近くに設定された44号トレンチから出土した長頸壺にも言えるかもしれない。

最後にⅠ区の遺構の在り方について若干触れてみたい。Ⅰ区の土坑群の大部を墓坑として考え

たときに，同区から検出された１間×１間の掘立柱建物跡と特殊遺構をどのように考えたら良い

であろうか。昨年度の試掘調査でⅠ区隣接域から集落の存在が認められなかった以上，それらの

遺構を一般集落と結びつけて考えるのは不可能である。やはり墓坑群との関連を求めるべきであ

ろう。埋葬もしくは埋葬後にともなう諸義礼はすでに失われているが，一応墓域と関連する施設

として把握しておきたい。

以上考察を連ねて来たが，独断に陥り易い問題が多く，大方の批判を頂ければ幸いである。

（注１）　兎喰遺跡検出の墓坑の年代が９世紀代初頭でほぼ共通していることは興味深い。かつて虎尾俊哉が	
	 『陸奥国戸口損益帳』の記載と全国的な疫病と飢饉を結びつけて考えたように，本遺跡の場合も『日本後期』	

	 延暦二十四年十二月条に書かれたような社会情勢などを一度考えてみる必要があろう。
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第１節　位置と地形

堂平Ｂ遺跡は，福島県石川郡玉川村川辺字堂平に所在する。国鉄水郡線川辺沖駅より東方に約

1.5㎞，阿武隈山地西縁の樹枝状に連続する丘陵の末端部に位置している。遺跡の南50ｍには阿

武隈川に流入する金波川が丘陵裾部を蛇行しながら西方へ流れている。また，それぞれの丘陵谷

頭部に源を発する涌水が小河川となり金波川に注いでいる。玉川村周辺の地形は，阿武隈川氾濫

原とそれに沿った河岸段丘，そして前述の丘陵部に分かれるが，古墳時代以降の集落は河岸段丘

面と丘陵裾部に集中して分布している。遺跡の位置する丘陵の地質を概観してみると，基盤は阿

武隈山地を構成する花崗岩であり，その上層に第三期鮮新世の堆積物を乗せている。表層に風化

粘土と川砂が薄く覆っている。一部には風化し得ない花崗岩の巨石が露出しているのが観察され

る。遺跡が位置する丘陵は，東と西に小河川によって開析された谷地水田があり，北から南へ舌

状にのびた地形であり，丘陵全般に松・杉等が植林され，一部雑木林・畑地とになっている。遺

跡は丘陵の南半を中心にその周辺に及んでいる。遺跡と金波川のほぼ中間を村道が東西に延びて

おり，玉川村では，一昨年度来より年次計画で村道の改良工事を行っている。

「堂平」の地名は，遺跡東北100ｍの丘陵頂部にかつて御堂が建てられていたことに由来すると

いわれている。事実，昭和59年度の試掘調査時に礎石間隔が約1.8ｍの２間四方の礎石が露出し

ていることが確認されている。また，当遺跡を含む丘陵は「高ボッチ」（高墓地）と村民には呼ばれ

ており，この堂跡との関連が推定される。

今回の発掘調査区域は東に張り出た丘陵の裾部で，前面に谷地水田を臨む標高285ｍの地点で

ある。地権者によれば，この区域は大正時代に開墾され，さらに第二次大戦後に耕地として小規

模な造成が行われ，現況は蔬莱畑として利用されている。
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第２節　調 査 経 過

１．調査に至る経過

堂平Ｂ遺跡は，昭和49年『全国遺跡地図』（文化庁発行）に堂平遺跡として登録された遺跡である。	

この地区は国営総合農地開発事業母畑地区内であるため，昭和55年（財）福島県文化センターが遺

跡の範囲確認調査を行った。その調査において，さらに周辺部に３ケ所の遺跡が発見されたため，

堂平遺跡を堂平Ｂ遺跡と改称した。また，国営総合農地開発事業母畑地区の発掘調査に関連して，

同遺跡の範囲確認のための試掘調査が昭和59年（財）福島県文化センターによって行われ，その範

囲も報告されている（『母畑地区遺跡分布調査報告書Ⅸ』）。

昭和59年に遺跡の南端部で玉川村の村道改良工事が行われることになり，玉川村教育委員会に

より同年11～12月にかけて約900㎡を対象に緊急発掘調査が行われ，調査結果も公表されている

（『玉川村文化財調査報告書第２集』）。今年度の調査は，埋蔵文化財保存協議の結果により，工事

実施計画地区内に所在する遺跡のうち工法対応上保存困難な５遺跡があげられた。当遺跡もその

一つである。

堂平Ｂ遺跡については，４月の段階では遺跡の西側，丘陵の裾部3,700㎡が設定された。しかし，

調査員が現地を確認したところ，地権者が開発事業に反対であるため，発掘調査が不可能であっ

た。このため改めて関係機関が協議し，８月中旬になって遺跡の東側，やはり丘陵の裾部850㎡

が設定された。８月中旬以降，現地での地権者との折衝の結果，調査設定区域北端の杉林150㎡

を除いた区域700㎡での発掘調査が可能となり，９月２日２名の調査員が現地に入った。

２．昭和59年の調査

玉川村では，同村堂平地内において昭和60年２月未完了の予定で村道改良工事を昭和59年11月

初めより着工しようと事業計画をたてていた。たまたまこの地区において，国営総合農地開発事

業母畑地区に関連して（財）福島県文化センターが遺跡範囲確認のための試掘調査を行っていた。

ここにおいて，道路改良工事にかかる区域が堂平Ｂ遺跡の範囲内であること，また，縄文土器を

多量に含む遺物包含層の存在が確認されていることなどが玉川村教育委員会へ報告された。この

報告を受けた同教育委員会では，（財）福島県文化センターの協力のもとでの緊急発掘調査を策定

し，同年11月29日から12月22日までの予定で発掘調査を実施した。この調査報告は，『玉川村文

化財調査報告書第２集』（松本）に報告されているが，ここに簡単にその調査概略を述べてみたい。

この調査においては，遺構として，土坑２基，ピット１基，遺物包含層４地点である。出土土

器は縄文時代中期前葉～末葉の各土器，後期の綱取Ⅰ・Ⅱ式，掘之内Ⅰ・Ⅱ式，加曽利Ｂ式，晩

期末葉～弥生時代にかけての土器，奈良・平安時代に比定される土師器等である。また，石製品・
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土製品としては，打製石斧・石棒・ハンマーストーン・凹石，および奈良・平安時代に比定され

る砥石等，三角柱状土製品・耳栓・土偶・土錘等であり，遺物の総量は平箱で約60箱にのぼって

いる。調査期間末になって，第３，第４遺物包含層においては，予算および作業安全面において，

対応不可能の事態を迎えた。そのため，第３遺物包含層では最大削平面より50㎝で，第４遺物包

含層では現況より盛土することから約50㎡の範囲での遺物の包含状況，土層の堆積状況を確認し

て調査を終了している。

３．調査の方法

調査においては，調査区が南北に長く，やや東よりに張り出ている地形であったために，南北

基軸線を磁北から10°東に隔てた線を南北基軸線とした。そして一辺が５ｍのグリッドを調査区

全面に設定した。このため，各グリッド南北線は10°東に偏している。この一辺５ｍのグリッド

を北から南へＡ・Ｂ・Ｃ…とし，東から西へ１・２・３…とした。そして，それぞれを組み合わ

せてＡ－１グリッド等と呼称した。ＮＳ00，ＥＷ00の原点はＢ－２グリッド北西の杭とした。

包含層の遺物は，各グリッドごとに取りあげている。遺構の図化にあたっては，住居跡は1/20，

その他溝・土坑・ピットは1/10とし，地形図は1/100の縮尺で図化した。写真は，35m/mモノクローム

および，カラーリバーサルフィルムで撮影している。一部については大型カメラ併用により撮影

し，記録した。

４．調 査 経 過

堂平Ｂ遺跡の発掘調査設定面積は，遺跡の全面積約45,000㎡のうち，工事工法の変更が困難な

850㎡であった。しかしながら，この調査設定区北端に杉が植林されており，しかも，この植林

部分の地権者の発掘調査への同意が得られない状況にあった。このため，関係機関が協議のうえ，

杉植林部分150㎡を除いた700㎡を調査対象面積とした。この区域の毛上補償をすませ，調査に

入ったのは９月２日である。

発掘調査は，土砂の捨て揚が調査区西側の約２ｍ上段の畑にしなければならないことから，表

土除去を重機により行い実際作業に入った。しかし排土の処理が非常に困難となり，調査途中よ

りベルトコンベアを導入して排土を行った。また，Ｃ－１・２，Ｄ－１・２，Ｅ－１・２，Ｆ－

１・２の各グリッドの包含層が地表面より約２ｍの深さまで及ぶことなどから，11月22日までの

延べ56日間に及んだ。表土除去の結果，調査区北端付近で住居跡が検出されたため，県教育庁文

化課と協議のうえ，西側へ一部拡張し調査を行った。

検出した遺構は，住居跡４軒，溝４条，土坑１基，および遺物包含層である。これらの遺構お

よび包含層は調査の北半部に集中している。南半部は耕作土直下から花崗岩の岩盤であり，遺物

遺構は皆無であった。以下，調査日誌より抜粋し，経過の概要を記する。
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発掘調査日誌概要

９月２日	 本日より，発掘調査区域700㎡を対象に調査を開始する。午後より作業員２名を雇用	

	 し，作業資材小屋及び便所の設営作業を行う。

９月３日	 重機を導入して，４日間の予定で表土剝ぎ作業を開始する。午後，調査区北端部で土	

	 師の住居跡を検出した。作業員２名は，前日に引きつづき資材小屋と便所の設営にあ	

	 たった。設営資材は，兎喰遺跡発掘調査の際に使用したものを再使用した。

９月９日	 本格的に作業員を雇用し検出作業に入る。ベンチマークを遺跡南西約400ｍより移動	

	 させる。

９月10日	 ベルトコンベアの必要性が高まり，ベルトコンベアを１ケ月の予定で導入することに

	 した。午後，降雨のため，一時作業を中断したが，４時頃，降雨が激しくなり，本日

	 の作業を終了することにした。

９月17日	 グリッドごとの杭打ち作業を行う。予想していたより時間がかかり，午後４時までか

	 かった。

９月25日	 調査北端部について明確な住居跡プランがつかめず，再度掘り下げて精査することに

	 した。

10月１日	 県教育委員会担当者が来跡。午後４時20分頃激しい降雨のため，本日の作業を終了す	

	 る。

10月３日	 玉川村が秋祭りのため作業員は休みとし，調査員のみで作業を行う。ＳＩ01の掘り込	

	 みを始めたところ，人形代が出土した。

10月８日	 調査区南半分の測量及び全景写真を撮り終え，この区域に土砂を捨てることにする。	

	 ベルトコンベアを返却する。

10月16日	 ＳＩ01の床面を断ち割ったところ，旧ＳＩ01の住居跡も検出され，午後より，掘り込	

	 みを開始した。平行して，Ｂ－１・Ｃ－１・Ｄ－１・Ｆ－１の各グリッドの掘り下げ	

	 作業を継続する。Ｂ－１グリッドの精査中にＳＩ03が検出された。

10月22日	 ＳＩ02の精査に入る。縄文土器が相次いで出土し，作業が活気づいた。

11月14日	 Ｅ－１，Ｅ－２の各グリッドの掘り込み作業を継続する。いずれのグリッドも掘り込	

	 みが深くなってきたため，作業に苦労する。

11月20日	 地権者・立合人の参加のもとに，重機を導入して調査区の埋めもどし作業に入る。

11月22日	 全ての作業を終了して撤収。
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第２章　遺構と遺物

第１節　基 本 層 序

堂平Ｂ遺跡の本年度調査区における地形は，現在は畑地になっていて平坦であるが，表土層を

剝いだ結果，かつては相当起伏していたことが明らかとなった。南側から順に観察して行くと，

調査区南半部では表土を除くと広く花崗岩の岩盤が露出した。それは南端部からＧグリッドに至

るまでの範囲で，明らかに削平の痕跡を示していた。これはかつて西側の丘陵から尾根の端が延

びていたことを示すものである。その北側には逆にＣグリッドに至る幅で埋没旧支谷が存在して

いた。そして調査区北端部に至ると，埋没谷に向かって傾斜する斜面地形となる。

調査区内の基本層序は，以上の旧地形にしたがった形で識別した。まず表土層をⅠ層として，

旧支谷の埋没土をすべてⅡ層とした。Ⅲ層はさらに細分できるが，そのなかに遺物の状態の変化

を見出し得る画期の層理面が存在しないため特別な細分は行わなかった。この点については後述

する包含層の範囲と層序の中で詳しく触れている。Ⅲ層は調査区北端の住居跡群を検出した範囲

に斜面堆積していた暗褐色土層で，Ⅳ層と共に今回の遺構検出面となった。Ⅳ層はⅢ層直下の黄

色砂質粘土層で地山となっている。なおＡ－１グリッド北半ではⅢ層直下に黄色粘土と多量の粗

粒砂が混ざった砂質粘土層が露われており，これは斜面下部の堆積でⅣ層より新しく位置付けら

れよう。あるいはこの砂質粘土層をⅣａ層として，斜面頂部の粘土層をⅣｂ層とすることも可能

であろう。いずれにせよ両層はⅣ層の範疇に含まれるものである。

第２節　竪穴住居跡

１号住居跡　ＳＩ01
遺　　構（第４図，図版３～５・９）

調査区北端のＡ－２グリッドで検出された住居跡である。この住居跡の北側２ｍには２号住居

跡，東南には１号住居跡と切合い関係を持つ３号住居跡が位置している。この住居跡床面下からさ

らに住居跡が検出されたので，この住居跡の方を旧１号住居跡とし，上層の方を１号住居跡とする。

１号住居跡が検出された調査区北側は斜面地形となっており，その上部にはⅣ層が露呈してお

り，下位にⅢ層が斜面堆積でⅣ層を被覆している。Ⅳ層露出面の下端で１号溝跡に切られて住居

跡西辺と南西コーナー部を検出し，その後の精査によって住居跡がⅣ層やⅢ層を掘り込んで形成

されていることが明らかになった。住居跡の平面プランは，一辺が約４ｍの方形を呈する。住居	
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跡の北西コーナー部は，杉林にかかるため拡張して精査することはできなかった。住居跡内堆積

土は灰褐色土を主体とする層であるが，壁際には埋没過程の初期の段階で流入したであろう砂質

土が堆積している。埋土は，この砂質土を除くと，２層観察された。第１層・２層とも灰褐色土

で土器片を多く含み，第２層では木炭粒および焼土粒を含んでいた。いずれも西側からの流れ込

みによる自然堆積である。床面はかなり堅くつき固められた貼床である。床下は旧１号住居跡床

面より版築状につき固められている。その層数は11層まで確認できる。これらの貼床層は，暗褐

色土を主体としているが，黄褐色土層や，木炭粒・焼土粒等を含む層も観察される。カマドは検

出されなかった。北西壁中央直下の床面から若干の焼土が検出されたが，これは旧１号住居跡の

カマド破壊の際に混ざった焼土と堆走される床面よりピットを１個のみ検出した。住居跡の東南

隅の位置にあり，長径20㎝，短径30㎝で，北東に長軸をもつ楕円形を呈している。ピットの深さ

は28㎝内外を測るが，柱痕は観察することができなかった。

遺　　物（第５・６図，図版22・23）

土師器杯（１住１～12）　土師器杯は，破片から図上復原したものを含めて，図化できたものは

12個体ある。いずれの杯もロクロ成形で，内面は黒色処理が施されている。１住１は体部下端部

から底部全面に手持ちヘラケズリ再調整が施されている。１住２は内面に横方向のヘラミガキが
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なされている。１住３は内外面にヘラミガキ後黒色処理が施され，また体部には１ケ所に籾痕が

残っている。１住４は下端から底部全面にかけて手持ちヘラケズリ再調整がなされている。内面

底部は放射状のヘラミガキが施されている。１住５は体部中段から底部全面に手持ちヘラケズリ

再調整がなされている。１住６は体部下端部から底部全面に回転ヘラケズリ再調整がなされ，内

面は体部・底部とも横方向のヘラミガキが施されている。１住７は体部下端から底部に回転ヘラ

ケズリ再調整の後，部分的にヘラミガキを加えている。内面は体部底部ともに横方向のヘラミガ

キが，内外面とも黒色処理がなされている。１住８・９は体部下端に手持ちヘラケズリ再調整が

施され，底部に糸切り痕が残されている。内面は横方向にヘラミガキがなされている。１住10は

体部下端から底部にかけ手持ちヘラケズリがなされている。また体部外面には「九」と判読される

墨書銘が残っている。１住11は体部下端から底部全面に回転ヘラケズリ再調整が，内面は横方向，

並びに縦方向にヘラミガキがなされている。１住12は体部下半から底部全面にかけて回転ヘラケ

ズリ再調整がなされ，内面は体部・底部とも横方向へのヘラミガキが施されている。

土師器甕（１住13・15～17）　土師器甕は，破片から図上復原したものを含めて，図化できたも

のは４個体である。１住13は頸部から口縁部にかけて急角度でくびれている。口緑部はロクロ成

形で面取りされており，体部は部分的にヘラナデが施されている。口径は推定で21.4㎝を測る。

１住15はロクロ成形で体部下端部においてヘラケズリが施され，底部には回転糸切り痕が残され

ている。底径は6.2㎝を測る。１住16はロクロ成形で口縁部が面取りされている。頸は開きぎみ

に外側へ張り出している。体部下半はロクロ成形後，縦方向のヘラケズリが施されており，推定

口径は22㎝を測る。１住17は体部に縦方向のヘラケズリが施され，内面は横方向にヘラナデがな

されている。推定底径は10.2㎝を測る。

土師器筒形土器（１住14）　粗製の土器で器内外面には輪積み痕が明瞭に観察される。表面は指

頭によるオサエやナデが施されており，器面は荒れており砂粒が露れている。
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石製品（１住18） 人形の石製品である。当初は砥石として使用されたものか，左側面と正面頸

部より下半部は平滑になっている。正面上部には顔が刻されている。裏面は帯状にわずかに窪ま

して後頭部を表現している。側面下辺に直径６㎜ほどの孔が穿孔されており，右側面の下部には

紐ずれ痕が見られる。140ｇを計り，石質は滑石片岩である。

鉄製品（１住22） 棒状の鉄製品である。残存長3.8㎝，幅0.6㎝，厚さ0.5㎝を測る。

この他に縄文土器（１住19～21）があり器面は荒れているが単節縄文や隆起線文が施されている。

旧１号住居跡　旧ＳＩ01

遺　　構（第７・８図，図版６～８）

１号住居跡の床面下から検出された住居跡である。位置関係は１号住居跡と同様である。旧１

号住居跡の検出は，新住居跡の床面を精査の手順通りに断ち割って貼床の状態を観察していたと

ころ，貼床の下端から新たに床面状の堅く固められた面が検出されたことに始まる。そこで，さ

第２節　竪穴住居跡
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らにもう１軒の住居跡が埋没していることを想定して精査を進めたところ，北西壁にカマドを

もった旧住居跡が検出された。しかし基本的プランは新住居跡と同様で，むしろ新住居跡の方が

旧住居跡の壁を共有したものと思われたため，旧住居跡に新たな番号を附することをやめて旧１

号住居跡とした訳である。壁面は，前述の様に１号住居跡と共通している。１号住居跡同様一辺

が約４ｍのプランを呈しているが，床面積は１号住居跡よりやや狭く約10.5㎡である。東壁は１

号住居跡と同じくほとんど削平されており，13㎝の立ち上がりを残すのみであった。最大壁高は

北西壁で，約63㎝を測る。

住居跡内堆積土は先にも触れたように，新住居跡の床面を形成するための貼床層であり，第７

図の土層断面図にもあるように，版築状を呈している。床面はほぼ水平を保っているが，やはり

10㎝前後の貼床によって形成されている。

カマドは北西壁中央で検出された。両袖間70㎝，焚き口幅42㎝，焚き口から奥壁までは60㎝を

測る。奥壁は住居跡の壁をそのまま利用している。袖は茶褐色土，黄褐色粘土，灰褐色土等を用

いて構築されている。また右袖部の先端では径30㎝，厚さ15㎝ほどの礫を袖部の芯材として用い	
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ている。煙道は，花崗岩風化土の，いわゆる地山をカマドから約30°の角度をもって掘られてお

り，やや左袖に寄ってとりついている。煙道の全長は1.1ｍ，幅10㎝，高さ10㎝を測る。煙道内

の埋土は黒褐色土で焼土粒を含んでいる。

この旧１号住居跡内からは南西壁際で３個のピットを検出した。P1は長径110㎝，短径70㎝の

北西に長軸をもつ楕円形を呈している。埋土は２層確認された。第１層は暗褐色土で，木炭・焼

土粒を多量に含んでいる。第２層は褐色土で焼土粒を若干含む。またこの層は湧水のため，グ

ライ化している。P2は長径40㎝，短径30㎝の南西に長軸をもつ楕円形を呈する。埋土は１層のみ

観察された。褐色土で木炭粒・焼土粒を含んでいる。ピットの深さは浅く５㎝を測る。P3は長径

16㎝，短径14㎝を測る小型のピットである。埋土は１層のみ観察された。暗褐色土で，微量に木

炭粒を含んでいる。ピットの深さは約10㎝を測る。

遺　　物（第９図，図版22）

遺物は床面，カマド周辺部，貼床等から出土している。土師器杯を中心とする遺物であるが，

縄文土器も出土した。完形となる遺物はなく，いずれも破片で出土している。

土師器杯（旧１住１～７） 旧１住１は体部にロクロナデ，下端から底部にかけて回転ヘラケズ

リ再調整が施されている。底部にはわずかに回転糸切り痕が残っている。内面はヘラミガキ調整

の後，黒色処理が施されている。口径12.5㎝，底径５㎝，器高4.2㎝をそれぞれ測る。旧１住２は

体部下端部から底部にかけて手持ヘラケズリ再調整がなされ，内面は横方向のヘラミガキ調整が
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施され，後，黒色処理がなされている。貼床からの出土である。旧１住３は体部下端にわずかに

手持ヘラケズリが見られ，底部は周囲に手持ヘラケズリ再調整痕が残りながらも，中央部に糸切

り痕が残っている。内面は横方向のヘラミガキが施されている。カマド内よりの出土である。旧

１住４は体部下半部から底部にかけて手持ヘラケズリ再調整がなされ，内面で縦方向にわずかに

ミガキ調整痕が残る。内外面とも黒色処理はなされていない。旧１住５は床面からの出土で，体

部下端から底部にかけ回転ヘラケズリ再調整が，内面は横方向のヘラミガキ調整がなされている。

旧１住６は体部下半部から底部にかけて手持ヘラケズリ再調整がなされ，内面はヘラミガキ調整

が施されている。旧１住７は下端部から底部にかけ回転ヘラケズリ再調整が施され，内面は横方

向のヘラミガキ再調整がなされている。

土師器甕（旧１住８・９） 旧１住８は口縁部はロクロ成形で面取りされている。頸部は外側へ

ゆるく張り出している。体部は縦方向のヘラケズリが施されている。旧１住９は頸部から口縁部

にかけて急角度で外側に張り出ており，口縁部はロクロ成形で面取りされている。

縄文土器（旧１住10～12）　縄文土器片は数点出土している。これらは住居跡上斜面からの流れ

込みと思われる。いずれも器面が摩耗して砂粒が露れている。

鉄製品（旧１住13）　旧１住13は鉄釘と目される鉄製品である。先端部において緩くカーブして

いる。残存長は6.1㎝，厚さ0.5㎝を測る。P1よりの出土である。

ま　と　め

本竪穴住居跡は調査区北端の東向きの緩斜面に掘り込まれている。調査の結果，当初の掘形を

用い，北西壁にカマドを構築した旧住居跡と，同じ掘形を用いて旧住居跡のカマド上部構造をこ

わした後，厚い版築状の貼床を形成した新住居跡が存在することが明らかになった。旧住居跡で

はカマドの他にピットが３個検出された。P1は貯蔵穴と考えられる。P2，P3からは柱痕は確認さ

れなかった。３号住居跡とは南東コーナー部で切り合いが認められ，時期的には３号住居跡の方

が古い。１号住居跡，旧１号住居跡とも若干の縄文土器片が出土しているが，これらは上方から

の流れ込みと考えられる。出土遺物はロクロ土師器杯が主である。杯の再調整手法を観察すると，

手持ちヘラケズリ再調整によるものが多く，なかには回転糸切り痕を残すものもある。しかし土

師器の多くは床面からの出土ではなく，堆積土中に含まれていたために本住居跡の確たる年代を

推定する根拠が乏しい訳である。本住居跡が切っている３号住居跡が９世紀代前半と考えられる

ことから，旧住居跡の推定年代の上限を９世紀中頃に置き，また，旧住居跡と新住居跡とから出

土する土師器には明確な時代差が存在しないことから，旧住居跡に引き続き新住居跡が使用され

たものと考えたい。最後に，当住居跡でなぜ床を貼り替えなければならなかったかという点であ

るが，それは，ある時点で湧水の浸潤が激しくなり，それを避けるために厚く床を盛り上げるこ

とを余儀なくされたとする見方が最も妥当であろう。
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２号住居跡　ＳＩ02

遺　　構（第10図，図版10・11）

２号住居跡は調査区北側の西

端，Ａ－３・Ｂ－３両グリッドに

またがって検出された。この付近

は調査区北側における傾斜地形の

上部にあたり，頂部ではⅣ層黄色

粘土層面が露れており，以下にⅢ

層がⅣ層を被覆している。住居跡

のプランはこのⅣ層面とⅢ層面に

またがって検出されている。住居

跡は１号溝に切られており，検出

のいきさつは溝の底面から地床炉

と床面密着の深鉢の一部を確認し

たことにはじまる。溝自体はⅡ層

面から掘り込まれており，１号住

居跡をも切っている新しい時期の

遺構であるが，斜面上部におけるⅡ層の堆績が薄く，溝の底面は２号住居跡の床面にまで達して

いた。したがって住居跡プランの検出にあたっては溝を精査した後にⅡ層を取り除き，Ⅲ・Ⅳ層

面を丹念に調べる作業を行った。その結果Ⅲ層面は谷に向かう斜面部に位置しているせいか土の

流下がはげしく，住居跡の東壁は完全に失われ，北壁や南壁も東側の部分が残存していないこと

がわかった。

したがって住居跡の全体プランを見い出すことは不可能であるが，残余のプランから推定すれ

ば，南北3.86×東西3.4ｍ以上の不整円形に近い形になるであろうと考えられる。不整円形とは

言っても，やや隅丸方形に近い形になると思う。壁高は平均13.2㎝を測り，比較的浅い竪穴の感

を呈するが，土の流下が激しい場所である点や東壁が失われていることも考え併せて，住居跡構

築時点ではもっと高い壁の立ち上がりであったことが考えられる。調査時点で観察し得た壁面は

50°近い傾斜をもった立ち上がりであったが，壁際に剝落土の堆積が巡ることから，かつては直

に近い立ち上がりであったと考えられる。

住居跡内堆積土は７層に分かれるが，１層は撹乱ピットの埋土であるため，６層ということに

なろう。堆積要因は自然堆積と考えられる。その順序は，まず壁際に５・６・７層が堆積する。
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５～７層はそれぞれ色調が異なるものの同じ粘土質シルトで，壁の剝落土と考えられよう。その

後４層が北側から流れ込み，さらに床面を直接広く覆う３層が堆積した後，３層面の凹部に２層

が堆積している。なお，堆積土中に包含されていた遺物の点数はごくわずかであった。

床面は平坦で，その中央からやや南に寄った位置から地床炉が検出された。さらに地床炉の南

西側に隣接して柱穴状ピットが１基，その南側に浅い小ピットが１基それぞれ検出された。遺物

は，第11図に示した３点の完形に近い土器がそれぞれ炉を囲むような形で床面に密着して出土し

た。特に主柱穴と考えられるようなピットは見当らなかったが，炉の脇に掘られたピットは断面

に柱痕が認められるため柱穴と考えて良いだろう。上屋構造のなかでそれがどのような位置を占

めるのかに関しては，後に触れることにする。地床炉は明確な掘形はもたず，26×15㎝の範囲で

焼土部分が残っているにすぎない。本住居跡は床面出土土器の型式から考えて縄文後期中葉に位

置付けられるが，該期の住居跡には壁柱穴が並ぶ例が多く見受けられる。しかし本住居跡の場合，

壁際の面を特に注意深く精査したにもかかわらず，壁柱穴のようなものは検出されなかった。

遺　　物（第11・12図，図版19～21）

出土遺物は，縄文後中葉のほぼ完形に近い土器が３個体で，いずれも床面からの出土である。

第11図に掲載したが，その内容は加曽利Ｂ１式期の興味深いセット関係となっている。

２住１は，いわゆる朝顔形深鉢で，波状口縁をなしている。口縁の波状突起部は１単位部分し

か残存していなかったが，その大きさから考えて３単位波状が考えられる。波状口縁の頂部には

ダンゴ状の突起が付けられている。胴部上段には２段の横帯文が施されている。横帯文は上下２

条の平行沈線間に斜縄文を施したもので，原体は１段Ｌの無節縄文である。以下は底部に至るま

でに無文となっており，胴部下端の底部際がやや張り出す形となっている。器高は23.1㎝，推定

口径17㎝，底径6.9㎝を測る。

２住２は頸部が強くくびれる広口壺形の器形を呈している。口縁部は椀状の立ち上がりを呈し，

胴部は中段よりやや上位に最大径を有し，ソロバン玉に近い形で張り出している。器高は21.6㎝

口径12.3㎝，最大胴径18.8㎝，底径6.9㎝を測る。胎土は非常に緻密で，他の２住１・３とは異なっ

ている。文様は基本的に口縁部と胴部の２部位に施され，４段構成となっている。

最上段は口縁部に沿い縄文を地文として６条の横位平行沈線を巡らせ，等間隔でタテナナメの

短沈線による区切りを行っている。区切りは５段にわたり，１段ごとに左にずらす左下がりと

なっている。平行沈線間はきわめてせまく，縄文は沈線を引く以前に施されている。以下は頸部

くびれ部に至るまで無文となっている。２段目は頸部に沿って胴部最上段に描かれ，やはり縄文

を地文として４条の横位平行沈線間に３段の左下がりの区切りを行っている。区切りの間隔は最

上段の文様より広い。３段目は胴部中段の位置に５条の平行沈線をもって入組屈折文を連続させ

ている。入組屈折文はいわゆるクランク状の連続であるが，屈折は各部とも直角に近い。縄文は	
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沈線間にのみ施されている。４段目は３段目の直下に，縄文を地文として６条の平行沈線を巡ら

せ，区切り等は行われていない。以下は底部に至るまで無文となっている。

文様は各段とも間隔のせまい平行沈線を基調としており，沈線は縄文施文後に施され，沈線間

以外はミガキ手法により縄文が磨り消されている点で共通している。最上段と２段目の文様に加

えられている区切りの手法等から本土器が加曽利Ｂ１式に併行することは十分考えられるが，３

段目の連続したクランク状の文様は加曽利Ｂ１式には見られない文様で，むしろ東北地方にその

系統が求められよう。異系統の文様が同居しているわけで，非常に興味深い資料である。なお本

土器の器形は壺形に近い形態であるが，それは注口土器の体部と考えられないこともない。しか

し，精査で得た破片を丹念に探しても注口部は見い出せず，その可能性は少ないと言えよう。

２住３は粗製深鉢で，胴部上段が欠損している。底部から斜位にそのまま立ち上がる器形を呈

しており，胴部下端がオサエにより強くしめられており，底部端が外側に張り出す形を呈してい

る。この底部の特徴は，この時期朝顔形深鉢に多く見受けられる手法で，粗製土器の場合もそれ

を反映しているのかもしれない。胎土には粗粒砂が多く含まれ，内外面とも比較的粗いケズリの

痕跡が残り，外面には一部縄文が施されている。残存器高25.8㎝，底径12.7㎝を測る。

以上の床面出土の遺物の他に，堆積土中からは第12図に示したような縄文土器の破片が出土し

た。縄文中期に属する資料が最も多いが，一部６のような後期初頭の資料も存在する。

ま　と　め

２号住居跡は，その1/4が自然流失で失なわれているにもかかわらず，床面からは貴重な縄文後

期の資料がセットとして得られた。いずれも加曽利Ｂ１式に属するもので，当住居跡が該期に比

定されるのはまちがいないであろう。そのなかで朝顔形深鉢は関東地方から出土している同時期

の資料とほぼ同じ特徴を有しており，昨年筆者が荒小路遺跡で同様の資料を分類した結果とも一

致する。しかし広口壺形に近い形の土器は，胴部文様が東北北半にある資料と類似性をもち，そ

の在り方については今後の研究に期待する点が大であろう。本調査において得られた縄文時代の

住居跡は１軒のみであったが，当然隣接する未調査区にも存在するであろう。

３号住居跡　ＳＩ03

遺　　構（第13・14図，図版12～16）

３号住居跡は，調査区北側のＡ－１・２，Ｂ－１・２各グリッドにまたがって検出された。こ

の付近は谷部に向かう斜面の下部にあたり，Ａ－３・Ｂ－３グリッド方向から流下したⅡ層が厚

く堆積している部分である。検出は，先の１号・旧住居跡の貼床を断ち割ったところ，その南東

コーナー部に住居跡のコーナー部らしい輪郭が露れた。それで試しにその部分を掘り込んでみる

と明確な壁の立ち上がりが検出された。この段階で３号住居跡の存在が確認されたわけであるが，

第２節　竪穴住居跡
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いくら１号住居跡を検出した土層面を精査してもプランは露れない。そこで一段低く掘り下げて

みたところⅢ層面が露れ，住居跡の西辺と南辺の一部が検出されたわけである。同様にして住居

跡の北辺も検出されたわけであるが，この作業によって３号住居跡が１号住居跡より一段古く，

３号住居跡が埋没して１号住居跡が掘り込まれるまでに層が１層分介在していることが判明した

のである。すなわち１号住居跡は，３号住居跡が掘り込まれた層のさらに１層上位の面から掘り

込まれたわけであるが，両者から出土した土師器の内容を見ると極端な年代の開きは考えられな

い。ということは，上記の所見が，これら住居跡の立地している斜面における土の流下がいかに

激しいものであったかを物語る事実と言えるのではないだろうか。
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住居跡の平面プランは南北5.1×東西５ｍの規模の方形であるが，西辺の南側に段差を有して

いる。当初この西辺プランのために本住居跡が２軒の切り合いであると判断したが，精査の結果

それは西壁から北壁にかけて大規模な壁の崩壊が生じた結果であることがわかった。

各壁の状態を見ると，斜面の上位にあたる西壁は高く，96～100㎝程の立ち上がりが認められ，

下位にあたる東壁では28㎝しか残存していなかった。北壁や南壁は東壁に近づくにつれて立ち上

がりが低くなっている。したがって本来は各壁とも１ｍ近くの立ち上がり高を有していたのでは

ないかと考えられる。なお，西壁の南側から北壁の中央部にかけて壁の崩壊の痕跡が残されてお

り，その部分の本来のプランは，壁中段に露呈した傾斜変換のラインであると考えられる。カマ

ドは西壁の中央部に構築されていた。また北壁の東半部には花崗岩の岩盤が露出しており，一部

住居跡内に入り込んでいた。竪穴掘り方の際に，その堅さゆえに削り取ることができなかったも

のと考えられる。

住居跡内の堆積土を観察すると，明らかに斜面上部からの流れ込み堆積であることがわかる。

特に壁の崩壊を生じた北西方向からの土の流入が考えられる。土層断面から観察すると，まず壁

の剝落土である黄褐色土の８層が堆積した後，床面の大部分を覆う７層が堆積している。この７

層はブロック状を呈する黄褐色土で，土質は砂質粘土である。北西壁の崩壊の際に住居跡内に堆

積した土がこの７層ではないかと考えられる。事実７層は北西部ほど厚く堆積している。その後

黒みを帯びた茶褐色土の６層がきわめて厚く堆積，その後に流入した５層と共にその大部分はグ

ライ化している。当住居跡の掘り込まれた場所は現在でも湧水が多く，特に雨の後などはプール

状になり，精査の妨げになったものであった。しかも水はけが悪く，当時でも同様な状況であっ

たとすれば，湧水により堆積土に水が浸潤すればグライ化するのは必然であろう。当の５・６層

が堆積した後も４層から１層まで次々と土が流入した状況が観察される。なお，上記各層からは

多くの土師器片が出土した。

床は黄褐色粘土を10～20㎝程貼って形成されている。住居跡の掘形底面は東側ほど低くなって

いるため，それに対応した貼床を行い，床面を水平にしている。掘形底面を東側に低くするのは，

水はけを考えてのことであろうか。床面積は約15㎡であり，面はほぼ平坦であるが，特に中央部

からカマド前面にかけてと，東壁中央部付近の範囲が踏みしめられたように堅くなっている。カ

マド前面が特にブロック状に硬化しているのは，カマド使用にともなって，その場所で立ち振舞

う頻度が高いことに起因するものであろう。一方東壁中央部に臨接する範囲が硬化しているのは，

そこが入口で常に出入りする場所であった可能性が強い。

床面からは６ケ所ピットの存在が確認されたが，主柱穴と考えられるピットは認められなかっ

た。P1ａと P1ｂは西壁の両端に掘り込まれ，それは丁度カマドの両脇に位置する。いずれも掘り込

みの浅い楕円形のピットであるが，P1ａに切られているP1ｂも同様であった。またピット内からは	
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土師器破片の他まとまった出土遺物は検出されなかった。床面中央部の南東寄りからは P2・

P3・P5がまとまって検出された。そのうち P3と P5は接しており切り合い関係を有すると考えら

れるが，新旧は不明である。P2と P3は深さ20㎝程度の円形に近いプランを呈しているが，柱穴

とは異なり性格は不明である。注目されるのは P5で，楕円形の深さ20㎝程度のピットで，堆積

土中には多量の焼土と木炭片を含み，ピットの底面と壁面は火熱を受け硬化，橙黄色に変化して

いる。これは P5を用いて火を使用した何らかの作業を行ったことを意味している。それがいか

なるものであったのかは具体的にし得ないが，何らかの屋内工房跡であった可能性も強い。

カマドは西壁のほぼ中央部に構築されているが，中軸はやや南寄りである。両袖はあまり住居

跡内に張り出しておらず，むしろ燃焼部が壁を奥深く掘り込んで形成されている。両袖の断面を

第14図に示しておいたが，それによれば袖の幅は60～70㎝と広いもので，壁面あるいは壁面形成

の際に削り残した部分に厚く粘土を盛って造られている。燃焼部は本来の壁面から約70㎝も掘り

込んで形成され，奥壁断面はややオーバーハング気味となっている。煙道は奥壁中段から1.05ｍ

の長さでトンネル状に掘り込まれ，その先端で直に立ち上がる煙出しとなっている点１号住居

跡と共通している。煙道部の横断面は上下に長い楕円形となっており，煙出し部の平面形は26×

18㎝の隅丸長方形を呈している。燃焼部の左右・奥壁や煙道部・煙出し部の周囲は火熱により赤

色・硬化している。燃焼部底面は床を浅く掘りくぼめているが，やはり赤変しており，底面に密

着して土師器甕や甑の大型破片が出土した。

カマドの燃焼部の位置と西壁上場のラインとの関係を考えると，西壁のラインは燃焼部の中央

を横切る形となる。したがってカマド掘形の形成にあたっては，本来の西壁上場ラインからより

西側に窓出した形で削り出したものであることがうかがえる。

遺　　物（第15・16図，図版23）

住居跡内における遺物出土状態は，カマド内およびその周辺からプライマリイな土師器の出土

が見られたのみで，あとはすべて住居跡内に流入した堆積土中に含まれていたものであった。

土師器杯（３住１～４） 杯はすべて破片の状態で検出された。とりわけ流れ込みの堆積土中か

ら多く出土した。破片から復元して図示し得たのは４点のみである。そのうち床面からの出土は

４だけであった。図示した資料はいずれもロクロ土師器杯で，底部から体部下端にかけて回転ヘ

ラケズリ再調整がなされ，特に３住２・３などは再調整が体部中段にまで及ぶ。内面は比較的て

いねいなヘラミガキがなされ，黒色処理が施されている。

土師器甕（３住５～８・10） 図示したなかで３住５・７・８がカマド内からの出土で，明らか

に本住居跡に伴う資料と言えよう。また６はカマド前の床面からやや浮いた状態での出土で，比

較的まとまった破片であり，やはり本住居跡に伴う可能性がある。

５は口径の割に器高が低い形態で，ロクロ成形でない。胴部はゆるく膨らみ，上部で軽く段を
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有して短かく外反気味に立ち上がる口縁部となる。また胴部下端はわずかに張り出して底部に至

る。口縁部は内外面ともヨコナデが施され，胴部外面はヘラケズリの後ナデ，内面はヨコ方向の

ヘラナデが施されている。内面には各所にヘラ痕が残されている。６は胴下部以下が欠損してい

るが，ほぼ直立気味に高く立ち上がる胴部と，急に外反する口縁部を有している。いわゆる長胴

の甕であるが，胴部には輪積み痕が顕著に残され，ロクロ成形の跡は認められなかった。口縁部

は内外面ともヨコナデが施され，胴部外面はタテ方向のヘラケズリの後，ヨコ方向のナデが加え

られている。内面はヨコ方向のヘラナデが施されている。７は唯一のロクロ成形による甕で，口

径の割に器高が低い形態を呈している。比較的薄手につくられ，焼成は堅緻である。胴部はゆる

く膨らみ，上部でくびれて外反し，せまく面取りされた口縁部に至る。胴下半は比較的強くすぼ

まる。調整は，ロクロ成形の後，胴部上段から底部にかけてタテナナメ方向のヘラケズリ，さら

に胴部下端ではヨコ方向のヘラケズリを加えている。８は球形に近く張り出す胴部を有した甕で

あるが，口縁部と胴下部が欠損している。しかし頸部の残存状況から，強くくびれる頸部から外

反する口縁部に至ることは十分考えられる。全体的に厚手で，外面は上部がヨコ方向，以下がヘ

ラケズリ後ナナメ方向のヘラナデが施され，内面はヨコ方向のヘラナデとなっている。

土師器甑（３住９） 胴下部から底部にかけての資料が１点カマド内から出土した。底部孔は広

く，推定径8.7㎝を測る。器壁は比較的厚く長胴の形を推定し得るが，具体的なことは不明である。

外面にはタテ方向のヘラケズリ，内面にはヨコ方向のヘラナデが施されている。

須恵器壺（３住11） ２層からの出土で，頸部破片のみの資料であるが，肩の張りが強く頸部の

立ち上がりがやや低いタイプの壺ではないかと考えられる。色調は器面・胎土ともに白橙色であ

り，酸化炎に近い焼成であったものと考えられる。内面はナデ調整となっている。

須恵器甕（３住12） ２層からの出土で，頸部から口縁部にかけての破片資料である。一部残存

している胴部上端の部分から推察すると，肩の張りが強い大甕であった可能性が強い。頸部で強

くくびれて口縁部は外反し，口縁部外面は面取りされているが，口縁部中段で１条リング状の稜

が巡る。胴部上端の内面に12同心円状のアテ具痕が残る。

石製品（３住13・14） 当住居跡からは石製品が２点出土しているが，いずれも２層や１層から

の出土で，層の流れ込みにともなって住居跡内に入った可能性が強い。13は円形の偏平礫を利用

した磨石である。14は滑石片岩製の石製品で，一端を尖頭状に作り出している。各面とも面取り

整形されているが，一種の石製模造品とも考えられる。

縄文土器（３住15～28） 明らかに堆積土の流入にともなって流れ込んだものであろう。16を除

いてほとんどが縄文中期後半に属するものと考えられる。15・17・18は凹線によって縁取られた

磨消縄文文様を描出しており，大木９式でも後半の段階に比定されよう。20も同時期となるかも

しれない。16は縄文後期前半に位置付けられる可能性が強い。
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その他の遺物としては，タタキ目のある土師器甕破片が堆積土中から出土した。平行タタキ目

で長胴甕の形態をとるものであるが，破片資料のみで実測復元までには至らなかった。

ま　と　め

３号住居跡は調査区北側で，旧１号住居跡に切られて検出された。検出に伴う層位的な所見は

冒頭に述べた通りであるが，旧１号住居跡の出土遺物から考えて，本住居跡は９世紀中葉を下る

ことはないと推測される。当の３号住居跡に伴う土師器のセットを見ると，それはカマド内およ

びその周辺から出土した甕類ばかりであり，うちロクロ成形によるものは１点のみで，杯は含ま

れていない。したがって目のこまい年代比定は困難であるが，なかには３住６のような長胴甕か

含まれており，それが８世紀代の甕の形態に類似しており，そのようなタイプがセットのなかに

含まれているということは，本住居跡が９世紀の前半に比定される消極的な根拠になるのではな

いだろうか。

第３節　土　　　坑

１号土坑　ＳＫ01
遺　　構（第17図）

調査区域内からは，土坑が１基のみ検出された。調査区中央部のＦ－２グリッド東南隅に位置

している。この土坑の南端を３号溝が注ぎ込む様な形態で切っている。長径70㎝，短径60㎝の東

西方向に長軸を持つ楕円形を呈している。埋土は断面の観察より２層確認することができた。暗

褐色砂質土が主体であるが，第１層は木炭粒を含んでいる。第２層も同じく暗褐色土であるが，

木炭粒は含まない。下端形も検出面に準じている。土坑の深さは比較的浅く，20㎝を測る。断面

の観察から，この土坑は自然堆積と考えられる。

遺　　物（第18図）

１号土坑からは土師器片を中心に十数点出土

したが，図化できるものは１点のみであった。

土師器杯（第18図）１坑１は，外面底部に同心

円状の沈線が観察される。これは高台をつける

ための準備とも考えられるが，断定はできない。

また静止糸切り状の痕が明瞭に残っている。内

面は体部底部とも，縦横に粗雑なヘラミガキが

加えられている。

第３節　土坑
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１坑２は縄文土器片で，縦方向に

沈線が施されている。摩耗が激しく

砂粒が露われている。いずれの遺物

も土坑底面からの出土である。

第４節　溝　　　跡

調査区域内において，溝は４条検出されている。これらの溝跡は，全て第Ⅱ層の上面で検出さ

れた。Ｂ－３グリッドおよび，Ａ－３グリッドにかけて検出された１号溝（ＳＤ01）と２号溝（Ｓ

Ｄ02），Ｇ－２，Ｆ－２，Ｇ－１，Ｆ－１の各グリッドにまたがって検出された３号溝（ＳＤ03）

と４号溝（ＳＤ04）である。１号溝と２号溝および３号溝と４号溝は互いに切り合い関係を持って

いる。これらの溝は，南西方向から北東方向に走り，東方向にカーブを描く１・２号溝と，南方

向から北方向へ走る３号，４号溝とに大別することができる。いずれの溝も末端部で消滅してい

る。

１号溝跡　ＳＤ01

遺　　構（第19図）

１号溝はＢ－３グリッド，およびＡ－３グリッドにかけて検出された溝跡である。Ｂ－３グ

リッド北西隅からＡ－３グリッド中央にかけて走り，Ａ－２グリッドに向けカーブを描く。Ｂ－

３・Ａ－３グリッド上で検出された２号住居跡のほぼ中央を横切っている。また，２号住居跡東

壁付近で２号溝を切っている。Ａ－２グリッド上の１号住居跡北西壁際で消滅している。溝幅は

Ｂ－３グリッド上で40㎝，Ａ－３グリッド上でも約40㎝を測り，全体としてほぼ同様な溝幅であ

る。埋土は灰褐色土を主体としている。溝の深さはＢ－３グリッドで約10㎝，Ａ－３グリッドの

末端部で約20㎝を測る。また，この溝の末端部近くで，この溝を塞ぐように径30㎝余りの平礫が

検出された。レベル差から考えて，この溝は南西方向から北東方向へ流れていたものと思われる。	

　遺物は縄文土器片を中心に約37点出土した。いずれも埋土の下位からの出土である。

２号溝跡　ＳＤ02

遺　　構（第19図）

２号溝は，Ｂ－３グリッド北西からＡ－３グリッドにかけて検出された溝跡である。１号溝よ

り西側に約60㎝離れて，平行に走り，２号住居跡北東壁にそった形で東方向へカーブを描いて１

号溝に切られている。溝幅はＢ－３グリッドで35㎝，Ａ－３グリッドでも約35㎝を測る。埋土は，	
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１層のみで灰褐色土が主体である。深さは６㎝内外と浅い。この溝では，Ａ－３グリッド末端部

近くで，溝の中央部を貫入するようにピットが掘り込まれていた。このピットの径は約40㎝，深

さは約60㎝である。検出状況からみて比較的新しいピットと思われる。遺物は縄文土器片を中心

に19点出土した。

３号溝跡　ＳＤ03

遺　　構（第20図）

３号溝は，調査区中央，Ｇ－１グリッド北端からＧ－２グリッド東端部にかけて検出された溝	

跡である。南北に全長約４ｍほどの長さを測る。溝の南端は，径30㎝ほどの礫で塞がれた状態

になっており，北端で，１号土坑に

注ぐ状態で消滅している。南端より

２ｍ付近で４号溝を切っている。遺

物は縄文土器片，土師器杯，甕，手	

揑筒形土器片等25点が出土している。

　４号溝跡　ＳＤ04

　遺　　構（第20図）

４号溝は，３号溝の東側で，この

溝と接する状態で検出された。溝の

長さは全体で３ｍ足らずである。こ

の溝の南端は３号溝に切られてい

る。北端では消滅している。溝幅は

南側で約20㎝，北側で30㎝中央で約

40㎝をそれぞれ測る。埋土は黄褐色

土のみ１層観察された。

溝の深さは10㎝内外に収まる。こ

の溝の中央と南端近くで，それぞ

れ径30㎝，深さ18㎝，径20㎝，深さ

30㎝の窪みを確認できた。この溝も

北より南方向へ流れていたものと考

えられる。遺物は，手揑筒形土器片

が少量出土している。
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遺　　物（第21図）

縄文土器片を中心に70点余り出土している。いずれも摩耗度が激しく採拓できるものは少な

かった。１溝１，２溝２は中期後半に相当する土器で，深鉢の胴部破片である。１溝４・５・７・

８，２溝１・３は，深鉢の胴部破片で表面には縄文が施されている。中期後半から後期初頭の土

器である。２溝５は，縄文帯を区画する二条の平行沈線を有する加曽利Ｂ１式土器である。３溝

１は，胴部破片で，隆起線文が施された土器で中期後半のものと思われる。中期後半から後期初

頭にかけての土器は大木９式から綱取Ⅰ式に比定されるものであろう。

第５節　遺物包含層

１．包含層の範囲と層序（第22・23図，図版17・18）

遺跡の調査が進むにつれて，調査区中央部に埋没谷が存在することが明らかとなった。これは

Ｇグリッド列以南に露呈していた花崗岩岩盤の東端における傾斜ラインが，Ｆ－１グリッドに

至って北西方向に向きを変えること，Ｂグリッド列以北における遺構検出面の地形が南東方向に

向かって傾斜していることから推測したものである。そこで，Ｂ～Ｆ各グリッド列間にセクショ

ンベルトを設定して掘り込みを行った結果，Ｆ・Ｅグリッド列の土層傾斜は北東方向，Ｄグリッ

ド列の土層傾斜は東方向，Ｃグリッド列の土層傾斜は東南東方向にそれぞれ向いていることが認

められた。しかも，東側に向かうにつれてグライ層の推積が厚くなることから，Ｄグリッド列の

西側延長上に頂点を有して東方に扇状に広がる埋没谷の存在が確認されたわけである。ここで言

う遺物包含層とは，この埋没谷に厚く推積していた土層をさしている。しかし，谷底の傾斜が比

第５節　遺物包含層
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較的急なことと，西側の丘陵に存在が予想される縄文土器や土師器のプライマリーな包含層の土

も再堆積として流れ込んでいること等から，２次的な堆積で旧支谷を埋没させた層として捉えた

方がよいと思う。現実的には縄文土器破片から土師器・須恵器片・中世土器破片までも混在して

いる層が厚く堆積しているのが実情で，層の上下をもって出土遺物の新旧関係を推し測るのは不

可能であった。包含層出土遺物から考えると，この旧支谷は，調査区北側に検出された平安時代

前半期の竪穴住居が営まれていた時代には，まだ浅い谷として存在しており，埋没が終わるのは

鎌倉時代以降であったと考えられよう。

さて，Ｃ・Ｄ・Ｅグリッド各列の北壁に覆われた土層観察所見を対比すると以下のようになる。

Ｃグリッド列の１層は，Ｄグリッド列の１層とＥグリッド列の１層に，Ｃグリッド列の２層はＤ

グリッド列の２・３層とＥグリッド列の２～４層に，Ｃグリッド列の３・４層は，Ｄグリッド列

の４～７層とＥグリッド列の５層，Ｃグリッド列の５・６層はＤグリッド列の８・９層とＥグ

リッド列の６層にそれぞれ対比される可能性がある。

上記の各層のなかで最上層は淡い褐色の砂質土層で，谷の中軸に沿ったＤグリッドやＥグリッ

ドで最も厚い堆積を見る。以下の２つの層群は，Ｃグリッド列の２層に対応する上層部が暗褐色

土で木炭粒や焼土粒を含み，土師器片や須恵器片を多く包含している。また少量であるが縄文土

器も含む。ちなみにＣグリッド列の２層は，北側で１・３号住居跡の検出面を被覆していた層で

ある。下層部Ｄグリッド列では，谷の中央部に位置することから小刻みな重畳が認められる。Ｅ

グリッド列では，５層のように黄褐色土ブロックを多量に含む再堆積層も見受けられる。これら

の層群の一部は，最下層と共にグライ化が認められる。最下層の層群はグライ化が進み，現在で

も水分を多量に含んでいる。既述の各層は遺跡全体の層からすればⅡ層層群ということになる。

それは，遺構の検出を行ったⅢ層と表土層との間に位置し，旧支谷を埋没させたということ以外
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に層群内で際立って時代を画するような層理面が見出せなかったからである。しいてあげるとす

れば１・３号住居跡を直接被覆しているＣグリッド列の２層とそれ以下の層ということになるが，

谷部中央に至っては層がさらに複雑になるため，それらの層間に画期を見出すことは困難である。

したがって谷部埋没層群に対しては一括してⅡ層と称し，遺物取り上げにあたっては，上・中・

下に分けたしだいである。しかし，その分別も二次的な包含の遺物に対してはあまり意味をなさ

なかった。

２．包含層出土遺物（第24～36図，図版24～29）

縄文土器（第24～30図）　縄文土器は，包含層に設定した各グリッドからまんべんなく出土して

おり，その数量は天箱で９箱分を数える。各グリッドのなかで，最も出土量が多かったのはＥグ

リッド列で，Ｆグリッド列がそれに次ぐ。Ｅ・Ｆ両グリッド列は，旧支谷の南半部にあたり，そ

の範囲に南西方向から縄文土器を多く含んだ層が流入したのではないかと考えられる。第23図に

示したＥグリッド北壁土層断面図で見ると，５層以下の層に最も多く含まれているようである。

５層は粘土ブロックを密に含む再堆積土層である。縄文土器の包含状態を観察すると，すべて破

片の状態で，接合例はきわめて稀であり，器形を復元し得るものは１例もなかった。破片の大き

さは，拓影で表した152点の資料が良好な例であり，他はそれ以下の場合が多い。もちろん一括

した包含状態などは認められず，土器を投棄した痕跡もなかった。ということは，この縄文土器

を多く含む層も二次的な堆積であったことが考えられよう。

縄文土器の内容を概観すると，昨年度の試掘調査や発掘調査で得られた土器の内容と大差ない。

強いてあげるならば，最古の段階として縄文早期の土器が含まれていることと，中期末～後期初

頭の土器が多いということくらいであろう。

第24図１～３は堂平Ｂ遺跡最古の段階の資料で，胎土に繊維を含んで平底を呈し，内外面に条

痕，底面に絡条体圧痕が付けられている。条痕は，貝殻によるものではなく，絡条体による可能

性が強い。常世２式に比定されるものであろう。４はやはり繊維を含む土器で，外面縄文・内面

に条痕が施されており早期末葉に比定されよう。５以下第25図32に至るまでは概ね中期中葉に属

するものであろう。以下に，いくつかの例について触れてみよう。

７・８は，角押文や隆帯に沿った爪形状の連続刺突文を施した土器で縄文は施されない。阿玉

台式系の土器と考えられる。５・６は，縄文を地文として隆帯に沿った角押文が施される。隆帯

は，５のように曲線状のモチーフを描く。大木８ａ式に比定されよう。11～14は縄文を地文とし

て胴部に縦方向や曲線状の隆帯を貼り付けている。卑近な例では，石川町七郎内Ｃ遺跡Ⅱ群土器

に11や14と類似する例があり，12・13などはいわき市大畑貝塚等にも類例が求められ，就中馬目

は大木８ａ式期に比定されている。いずれにせよ大木７ａ式から８ａ式にかけての資料で，11・
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14などは縄文原体が縦に回転されており，古い様相と言えよう。17・18・20～22，第25図23～

25・27～32等は，大木８ａ式から８ｂ式にかけての資料と考えられる。概ね大木８ｂ式に含ま

れるものであろう。34～44，第27図68・71は大木９式に属する可能性が強い。なかでも35～37・

40・68・71は，昨年度の堂平Ｂ遺跡の発掘調査で得られたなかに類似するものが存在する。いず

れも幅広い凹線で縁取られた磨消縄文文様が描かれるが，モチーフは縦に長い逆Ｕ字文や長楕円

文をなすかと考えられる。33はそれらとは異なり隆線で縁取られた曲文様であるが，時期的には

前記の土器と同じと考えられる。加曽利Ｅ３式系の可能性も考えておきたい。なお第24図19も同

じ時期で大木９式系の隆帯文土器かもしれない。

第26図から第28図にかけては中期末葉の土器を一括した。量的にはこの時期の資料が最も多い

ようである。概ね大木10式期に併行する段階に属するものと考えられる。当段階の資料は近年と

みに類例が増え，石川町小田口Ｄ遺跡や滝根町観音山遺跡などがその好例であろう。そして，そ

の両遺跡と共通する特徴を有する土器が，昨年の堂平Ｂ遺跡の試掘調査で122号トレンチから一

括して得られた。

さて，拓影図中第26図47～51・54，第32図181などは加曽利Ｅ４式系の土器である可能性が強い。

口縁部に形成された無文帯の下端がときには隆線で縁取られる場合もあり，あるいは59もそれに

含められるかもしれない。47のような渦状隆帯を口縁部突起に組み合わせる例は，他の遺跡にお

ける加曽利Ｅ４式系土器群中にも散見される。また，第32図181は把手付土器の把手の部分であ

ろう。第26図52・53・55～58・60～第27図67・72・74～第28図89～110，第32図178・179は概ね

一括して取り扱える資料と考えられる。福島雅儀が小田口Ｄ遺跡で分類したⅡ群土器の範疇に含

まれよう。胴部中段でくびれ，口縁部が内弯するタイプの器形が多く，文様は凹線に縁取られた

Ｕ字・Ｓ字・楕円文等の磨消縄文モチーフが描出される。52・53・57・58・90・91・93・94等は

その典型であろう。口縁は平縁よりもむしろ波状を呈するものが多く，ほとんどが口縁直下に一

条の凹線を巡らせている。これらの編年上の位置に関しては福島が述べたように，大木10式の前

半と考えてよいと思われるが，その内容は仙台湾周辺における大木10式とは大きく異なっている。

以上の他に45のような土器もある。瘤状突起を有するもので，基本的な器形は52に近い。この時

期瘤状突起を有する土器が増え，さまざまなタイプが存在するが，ひとつは堂平Ｂ122トレンチ

出土例や郡山市荒小路遺跡１号埋甕のようなタイプ，もうひとつは上記した52のような土器に突

起を付けるタイプで，45の場合後者に属する。これは前述の小田口Ｄ遺跡からも出土している。

瘤状突起を付けた土器の分布は今のところ阿武隈川中・上流域とその周辺に限られているようで

今後その在り方の究明が注目されるところである。

第29図112～113は同じく中期後半の土器でも異系統の土器で，昨年度の『堂平Ｂ遺跡発掘調査

報告書』で松本が曽利式系と指摘した資料と特徴が一致する。
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第29図114～第30図130・133・第32図180・182・183は，いずれも後期初頭の綱取Ⅰ式に属する

ものであろう。口縁部に幅広い無文帯を有し，その下端が隆帯で縁取られ，口縁の突起部には沈

溝を伴う縦位隆帯を貼り付け，その上下端に盲孔ある円形の浮文を置くという共通した特徴が認

められる。なかでも129の場合は，綱取Ⅰ式というよりもむしろ，称名寺式とした方が妥当かと

考えられる。また，182・183は，綱取Ⅰ式期の注口土器であろう。堂平Ｂ遺跡での綱取Ⅰ式の典

型は，試掘調査における34号トレンチ検出の埋甕にあると言えよう。本包含層出土の資料は埋甕

に用いられた深鉢と，ほとんど特徴が同じである。131・132・134～140は綱取Ⅱ式に推定されよ

う。綱取Ⅱ式に関しては，一貫して馬目順一の研究に負う所が大きく，その大成は愛谷遺跡出土

資料の細分にあろう。そして，同式の後半段階の資料が荒小路遺跡で主に出土したことから，磨

消縄文文様段階から集合沈線文様段階への変化が辿れることは確かである。その意味からすると

131・132・134～136・138等は綱取Ⅱ式の前半段階に，137・139は後半段階に位置付けられるも

のであろう。その他には，142や145のような堀之内２式土器や粗製土器がある。

土師器杯（第31図154～168・174）　包含層からは数多くの土師器杯破片が出土した。実測図を

作成できる例は少ないものの，土師器各器種のなかでは最も点数が多く出土している。第31図に

示した資料が実測可能なもののすべてであるが，Ｂグリッド列のⅡ層から出土したのもが最も多

い。なかでもＢ－２グリッドからの出土が多いが，Ｂグリッド列のⅡ層は１・３号住居跡を直接

被覆する層で，Ｃグリッド列北壁セクションの２層と同じである。

154～158・160・161・195は，底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ再調整が施されるも

ので，なかには154や160のように再調整が体部中段にまでおよぶものもある。内面はいずれも

ヘラミガキの後黒色処理が施されている。口縁部が欠損して全体の器形を知る例は少ないが，

154・155のようなタイプが多く，160のような口径に対する底径の比率が高く鉢に近い形の杯は

稀有である。また156は底部にのみ回転ヘラケズリ再調整が施され，体部下端は行われていない。

なお，195の底面には「夫」の墨書が書かれている。159・162・164・165・174は底部から体部下

端にかけて，もしくは体部下端にのみ手持ヘラケズリ再調整を施された資料である。なかでも

159・165が，底部全面と体部下端に手持ヘラケズリを行った例で，164は回転糸切り後，底部周

縁から体部下端にかけて手持ヘラケズリを，162・167が回転糸切後体部下端にのみ手持ヘラケズ

リ再調整を施した例である。いずれも内面はヘラミガキの後黒色処理を施しているが，162など

はミガキ痕の幅も広く，全体的に粗いミガキとなっている。器形は，159などは上記の154に近い

形であるが，口径に対する底径比が小さい。162・164は比較的低い器高であるが162などを見る

と154・155や159より数段下った年代が考えられる。

163・168は回転糸切り後無調整の杯である。内面はヘラミガキの後，黒色処理が施されてい

る。器形は163などを見ると口径に対する底径の比率が高いにもかかわらず，器高が低く，上記	

第５節　遺物包含層
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の162に近い形を呈している。

166は興味深い資料で，一度回転糸切りで底部を切り離した後，さらに底部を補強するために

粘土盤を貼り付け，それも回転糸切りで切り離しているという底部工作を行っている。体部下端

には再調整が認められた。

土師器高台付杯（第31図169～171）　これらは高台付杯であるが，いずれも体部中段以上が欠損

している。体部立ち上がりは169や170のように膨らみをもって立ち上がるものと，171のように

斜に立ち上がるものがあり，底部には低い高台が巡る。内面はヘラミガキ後，黒色処理が施され

ている。

土師器甑・甕（第31図176・177・第32図197）　杯以外の資料として176・177・197があるが，

176は把手を有した甑の破片資料であろう。年代的にはロクロ土師器に伴う可能性が強い。177は

甕の底部資料である。また，197は甑の破片資料で全体形は不明である。
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上記したさまざまなタイプの土師器の他に，第32図に示したような線刻・墨書土師器のたぐい

が出土している。線刻された土師器はいずれもロクロ成形による杯・高台杯である。線刻は189

を除いていずれも細く刻まれ，文字というよりはむしろ図形を描き出した感を呈する。186・192

は三角形に近い図柄がうかがえる。なかでも187・188は焼成前に線刻したものであるが，器内面

に線刻を施した191・192などは黒色処理後に線刻しており，明らかに焼成後のものであろう。ま

た器外面に線刻したものでも186・194などは焼成後に施した可能性が強い。189は高台杯の杯部

底面にヘラ描きしており，「大」の文字が読まれる。墨書土器は195の１点のみで，ロクロ土師器

杯の底面に「夫」の文字を書いている。以上の他に１点だけ198のような格子の叩き痕のある土師

器甕破片が出土している。

中世土器（第31図172・173・175） 172・173・175は上述の土師器とは異なり，一層下った年

代が考えられる。172は灰色を帯びた白黄色を呈し，段を有する器形の杯である。口縁部はヨコ

ナデ，体部は粗いケズリ痕が残されている。173は回転糸切り切離し痕が残り，体部が低く立ち

上がる小型の杯であるが，形態的には燈明皿に近い。胎土には母雲が密に含まれている。175は

非常に堅緻な焼成の小型甕である。これらの資料は中世に属するもので，年代的には12～13世紀

に推定されるものであろう。これによって旧支谷の埋没の終了段階が中世に下り得るものである

ことが考えられる。

須恵器（第32図193・第33図204～210）　須恵器はいずれも破片の状態で出土しており，器種は

193を除いていずれも大甕であった。193は高台杯で，20杯部底面にヘラ記号が描かれている。

204～210は大甕の破片で，口縁部には櫛歯状施文具により小刻みな波状文が描かれている。胴

部外面には平行タタキ目が施されており，206にはヘラ書きにより「石川」の文字が書かれている

点は興味深い。文字は器面に対して縦書きで書かれている。字体は「石」がやや略されており「 」	

が「フ」となっている。また「川」は右端が外側にハネているが，概ね「石川」と判読可能である。

赤焼土器　包含層中からは数点の赤焼土器が出土した。いずれも小破片につき復元実測図作成

には至らなかった。器種は杯である。いずれも水挽きロクロ成形によるものと思われ，底部は回

転糸切り後，切り離しのまま無調整である。内面に顕著なロクロ痕を残しているものもある。焼

成は堅緻で，色調は桃白色もしくは赤褐色を呈する。

青磁（第32図196）　１点だけＤ－２グリットから出土した。体部はほとんど欠損しており，い

かなる器種であったのかは判断不可能である。

土製品（第32図184・185・199）　いずれも縄文時代に属するものである。184は土製円盤，

185・199は土偶と考えられる。185は小型板状土偶の胴部破片で，顔の部分と胴部下半以下が欠

損している。腕は両側に短く突き出す形で表現されており，両腕の付け根部分に盲孔が穿たれて

いる。縄文中期に属するものであろう。199は厚手の土偶脚部と考えられ，類例を郡山市荒小路
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203
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遺跡に求めた場合，脚部形態から縄文後期前半と推定される可能性がある。

石製品（第32図200～203・第34・35図）　石製品類は大別して縄文時代のものと，古墳時代以降

のものに分かれる。さらに縄文時代の石製品も石錐や凹石等の石器類と，石刀のような石製品に

分けられよう。203は非常に小型のつまみ部を有した石錐である。鉄石英製で全体にＴ字形をな

し，先端部は使用による摩耗痕が著しい。第34図211～第35図221まではいずれも凹石・磨石の類

である。比較的多くの点数が出土しているが，Ｆグリット列からの出土が最も多い。Ｆグリッド

列はＥグリッド列と共に縄文土器も多く出土しており，これらの範囲には南西方向から縄文時代

の遺物を多く含んだ層が流入したことが考えられる。なかでも凹石が最も多く，両側に凹孔を穿

ち，周縁には磨痕や打痕が認められる。石質は安山岩質のものが最も多いようである。

凹石類で共通している点は，いずれも周縁の面取りされた部分に打痕を有していることである

が，これは使用痕と考えられる。植物質の材料もしくは食料の加工と関連するものであろう。

以上の石器の他に，201のような石刀が出土している。これは片側を面取り整形して峰を作り

出し，一方に刃部様の断面を作り出していることから石刀と考えた。本資料は半分近く欠損して

いる。200・202は砥石で古墳時代以降のものと考えられる。包含層から出土している土師器類を

観察すると，平安時代に属する可能性が非常に強い。

鉄製品（第36図222）　一部欠損しており，ところどころ厚い錆に覆われているが，比較的長い

穂の部分と細身の茎が見てとれる。その観察をもとに実測図を作成したところ，222のようになっ

た。関から下が次第に細くなり，断面方形の細身の茎である点から鉄鏃の可能性も考えたが，穂

第５節　遺物包含層
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先の縦断面が反り気味である点と，横断面が穂の下部から中位の部分で

はやや偏平であるのに対し，先端に向かうに従って厚味を増し，表に稿

が観察されることから鉇と判断した。

　　　参 考 資 料（第37図）

本年６月，兎喰遺跡の発掘調査中に，玉川村蒜生在住の真弓友直氏が

来跡され，兎喰・堂平両遺跡周辺の遺跡分布状況などに関して御示教下

された。その際にお持ち頂いたのが図示した打製石斧である。

石斧の出土地点は堂平Ｂ遺跡の北側にある丘陵の付け根付近で，現状

は山林となっている。現在真弓氏の手元にあるのは図示した１点のみだそうであるが，当時は

もっと出土したそうで，あるいは飯館村大坂遺跡のような性格の遺跡であった可能性も強い。

石斧は頁岩製で，長さ17.4㎝，幅4.5㎝，厚さ３㎝を測る。平面形は幅に対して長さの割合が非

常に長く，上端は丸みをもって先細り気味，下端は最大幅がそのまま移行したような形で，緩く

外等している。刃部は下端にあったものと考えられる。断面は中央部に最も厚みを有し，上端は

特に薄く作られている。成形は大まかな剝

離で全体形を作り出した後，両側縁には腹

面に細かな剝離が，刃部は背面に刃縁に直

交する縦長の剝離を数条施している。上端

が両面から入念な剝離を加えて薄く作出し

ていることは，着柄を前提としている可能

性も考えられる。

この打製石斧は，その形態的な特徴から

神子柴型石斧と呼ばれるものの範疇に入る

ものであろう。岡本の分類にしたがえば，

１Ｃ型に近いが，蛤刃とは言えずむしろ円

鑿刃に近い。類似の形態は飯館村大坂遺跡

資料に一部認められるが，本例は背面に長

軸に平行する剝離を数条施す点異なってい

る。この刃部形成は円鑿を意識したもので

あろうか。今ここで所論を述べる余裕はな

いが，一応先土器時代終末から縄文草創期

にかけての時代に属すると考えておく。
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第１節　遺物について

今回の調査で得られた遺物は縄文土器から中世土器に至るまで多岐にわたっている。特に包含

層からの出土が目立っているが，再三報文中で述べているように包含層堆積土が二次的なもので

あるため，各種混在の状態であった。したがってまとめは住居跡出土の遺物を中心に行ってゆく

ことにする。そうすると最も古いものは２号住居跡出土の縄文土器ということになり，２号住居

跡から１・３号住居跡の順で述べてゆくことにする。

２号住居跡出土遺物　　床面から３個体の縄文土器が出土している。いずれも同時期の資料で，

加曽利Ｂ１式に属するものと考えられる。朝顔形深鉢は３単位の波状口縁を呈しており，その在

り方は昨年郡山市荒小路遺跡の報告で筆者がⅢ群ａ類と分類した土器と特徴が一致する。粗製深

鉢も底部周縁のつくりが朝顔形深鉢に類似し，わざとオサエを行ってしめ込み，底部端を外側に

張り出させていることは，深鉢形土器にひとつの「形制」が存在したことを思わせる。

問題は広口壺の形を呈する土器であるが，事実報告でも述べたように注口土器の可能性は少な

いと思う。部分的に類似する破片は荒小路遺跡からも出土しているが，同報告書ではⅢ群ｅ類と

して注口土器で分類しておいた。この点再考の必要もあるが，たとえば椀形のⅢ群ｂ類などは堂

平Ｂ遺跡資料の口縁部に酷似し，破片のみでは想像もつかない。この広口壺形土器の口縁部文様

は平行沈線間に区切りの手法を用いており，加曽利Ｂ１式の特徴と類似するが，胴部文様はいか

がなものであろうか。間隔のせまい平行沈線でクランク状のモチーフを連続的に巡らせる文様で

あるが，器種は異なるものの類例は盛岡市萪内遺跡に認められる。しかし萪内遺跡例は多分に曲

帯文的要素を残している。東北地方では綱取Ⅱ式期から堀之内２式期にかけて曲帯文が成立し，

その変化の一部がどのようなものであるかについては筆者も昨年度荒小路遺跡の考察で述べてお

いた（山内　1985）。曲帯文の変化は筆者が述べたものの他にさまざまな系列が考えられるが，そ

の一部はやがて萪内遺跡資料のようなモチーフに辿り着くものと考えられる。それがさらに硬化

して堂平Ｂ遺跡資料のようになると思われるが，文様の変化に器種の系列が必らずしもともなわ

ない点が不安である。

また手法は異なるものの，連続したクランク文様の展開された深鉢が北海道道南の大津遺跡や

青森県中の平遺跡から出土している。いずれも大場式系の土器であるが，器形はやはり萪内遺跡

資料と同じである。ここで大津・中の平両遺跡資料と萪内遺跡資料との新旧関係を論ずるわけに

はいかないが，堂平Ｂ遺跡資料は明らかにそれらよりは後出的であろう。ここで仮に述べるなら
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ば，萪内遺跡資料のような系列の曲帯文が硬化・直線化してクランク文となり，その文様系列が

加曽利Ｂ１式系の土器と接触融合して堂平Ｂ遺跡の広口壺形土器のような土器が成立したものと

考えられる。今後の研究においてクロスデイテングの重要な資料となるのではなかろうか。

１号住居跡出土遺物　　本住居跡は新・旧に分かれるが，土師器の内容は両住居跡とも大差な

い。器種は杯・甕・筒形土器で，甕の一部を除いてほとんどがロクロ成形である。杯の形態は概

ね底径が口径の1/2前後で，高さはほぼ底径に近い数値である。再調整は，新・旧両遺構とも手持

ちヘラケズリが回転ヘラケズリを上回る。なお新住居跡からは内外面黒色処理の杯が２点出土し

ており，うち１点は体部に籾痕が付着している点興味深い。甕は１点を除きいずれもロクロ成形

である。杯は必ずしも住居跡に伴うものばかりではないが，両住居跡とも谷地前Ｃ遺跡で玉川が

Ⅴ群と分類した範疇に含まれ，９世紀中葉前後に近い年代を考えて大過ないであろう。

さて新住居跡からは１点興味ある石製品が出土している。それは人面を刻したもので，あるい

は下げ砥石の転用とも考えられるが，何ゆえに人面を刻したのかを考えた場合，何らかのまじな

いと関係する可能性も浮上してくる。県内のまじない関係の資料に関しては近年菅原文也氏が論

考されている（菅原　1985）。それによると人面を描いたものも他の形代と共に発見されているが，

素材は木片を用いている例が多い。筆者らが当資料を直接菅原氏にお見せしたところ，人形代の

可能性があるとの御教示をいただいた。同時に石製の形代が関和久上町遺跡からも出土している

点も示されたわけであるが，ここでは紙数の関係上菅原氏の御意見を紹介するにとどめ，具体的

な諸問題については言及を避けたいと思う。

３号住居跡出土遺物　　当住居跡出土土師器の内容を見ると，杯は破片資料で貧弱であり，甕

が主体を占める。ロクロ成形によるものは１点しかなく，さまざまな形態が混ざり合っている。

甕類はいずれもカマド内とその周辺からの出土で，一括資料と考えられよう。それらの年代を推

定するならば，まずロクロ成形甕の存在から９世紀代にあることはまちがいなかろう。さらに長

胴甕の形態が８世紀代の甕に近い点も考慮すれば，一応９世紀前半に位置付けられる可能性もあ

る。これは当住居跡が１号住居跡に切られていることも傍証となろう。

第２節　遺構について

遺構は，中央部の埋没支谷の両側に分布しており，新しい時期の溝跡を除けば主要な遺構は北

側に片寄っている。検出された３軒の住居跡のうち１・３号住居跡は平安時代前半期のものであ

り，２号住居跡は縄文後期中葉に位置付けられる。

事実報告で述べたように北側は斜面地形のため，いずれの住居跡も東壁が失われるか，あるい

は低く残存しているにすぎなかった。２号住居跡も同様であるが，残余の状態から平面プランは
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不整円形に近い形が推定される。

縄文後期中葉の時期でプランが不整円形もしくは楕円形を呈する住居跡の例を渉猟すると，県

内では飯館村松ヶ平Ｄ遺跡・日向南遺跡・いわき市綱取貝塚・郡山市荒小路遺跡等が好例と言え

よう。その大部分は住居跡中央付近に石囲炉もしくは地床炉を有し，壁柱穴を巡らす例も多く見

受けられる。日向南遺跡を調査された鈴鹿良一氏の御教示によれば，この時期の住居跡では炉の

近辺に柱穴を有する例が少なからず認められるとのことであり，堂平Ｂ遺跡２号住居跡は石囲炉

でない点を除けば，この点同様の特徴が観察される。時期は若干下るものの綱取貝塚第５次調査

１号住居跡も同様で，同遺跡の調査員は現地説明会に際して同住居跡の竪穴をそのまま用いて上

屋構造を復元した。それによると炉址脇の柱穴に主柱を立て，その上端から各壁柱に斜めに柱を

かけて上屋の骨格としている。この構造復元はかなり示唆的なもので，堂平Ｂ遺跡２号住居跡で

は壁柱穴が検出されなかったものの，構造的には綱取貝塚住居復元の骨格に近いものではなかっ

たかと考えられる。

さて次は１・３号住居跡であるが，いずれも西壁にカマドを構築しており，３号住居跡が幾分

大きいものの形状は類似する。興味深いのは１号住居跡で，同じ竪穴を用いて造り替えを行って

いることである。かつての調査で竪穴住居の造り替えを行った痕跡が認められる例はいくつか認

められ，古い例としては須賀川市要害遺跡１号住居跡がある。当住居跡は７世紀後半を中心とし

た年代が考えられ，四隅を結ぶ対角線に沿って拡張がなされている。それにともなって床の貼り

替えや柱穴掘形の変更を行っている。また８世紀代の住居跡としては石川町上悪戸遺跡８号住居

跡がある。やはり竪穴の拡張と施設や床の造り替えをともなっている。次いで９世紀代の住居跡

としては石川町達中久保遺跡10号住居跡・東村佐平林遺跡Ⅷ区２号住居跡・須賀川市沼平遺跡８

号住居跡があり，いずれも同じ竪穴を用いて床の貼り替えや施設の造り替えを行っている。

以上の諸例で床の貼り替えとは，いずれも旧床面の上に粘土を突き固めて新期住居の床面とし

ており，それにともなってカマドの造り替え等を行っているものもある。堂平Ｂ遺跡１号住居跡

も上記の諸例と同じであるが，異なる点は床の貼り替えに際しては非常に厚く，版築状に粘土を

突き固めており，新住居跡ではカマドが構築されていなかった点にある。造り替えの要因にはさ

まざまなものがあると思われるが，逐一それを検討する余裕がないために堂平Ｂ遺跡１号住居跡

に限ると，湧水の浸潤によるという可能性が最も大ではないかと考えられる。実際１号住居跡よ

り下位の３号住居跡は，その堆積土下層がグライ化しており，１号住居跡の精査中も雨天後は湧

水により床面精査に支障をきたした。現在と当時がまったく同じ環境にあったとは考えられない

が，異常に厚い貼床の盛り上げの背景にはそういった事情があったことは十分考えられるであろ

う。この他遺構について述べることは若干残っているが，主要な点については一応触れたため，

遺構に関するまとめをここで終えたい。

第２節　遺構について
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第３節　「石川」の線刻銘について

本遺跡Ｄ－１グリッドから出土した須恵器破片に「石川」のヘラ書き文字が認められたことは先

に触れておいたが，その破片の属する器種は大甕であり，書体は流麗である。またこの線刻銘が

焼成前に書かれたものであることもあらかじめことわっておく。まずこの甕のつくられた時代で

あるが，破片の特徴を観察すると第33図に一括図示した他の資料とほぼ同じであり，タタキ目が

磨り消されず明瞭に残り，当て具痕も残されていること等から平安時代後半まで下るものではな

いと考えられる。

さて「石川」のヘラ書きが意味するところを考えてみよう。従来墨書銘や線刻文字などは地名や

数字・吉祥句・人名等の種類があるが，ここで可能性のあるのは地名か人名である。しかし人名

と考えるには根拠がとぼしく，玉川村の属している石川郡が古い由来を持つことなどを考え併せ

た場合，やはり地名と仮定するのが最も妥当かと思われる。「石川」の地名の由来をさかのぼると，

最も古くは10世紀前半の「和名類聚抄」に求められる。それによれば石川は白河郡内の郷名のひと

つとして記載されている。白河郡は17郷により構成され，古代文献上の初見は養老２年（718年）

の石城・石背両国の成立に関する記事にある。やがて白河郡は陸奥国に属するが，この点に関し

ては平川南の研究にくわしい（平川南　1985）。

すなわち石川郷は白河郡を構成する郷のひとつとして，少なくとも９世紀末頃には存在し，あ

るいは８世紀代までさかのぼり得ることも考えられる。しかしその間に書かれた諸文献中に「石

川」の記載が認められないため，中世の豪族石川氏が，出身地である河内国石川郡にちなんで付

けた地名であるという様な説も説かれていた。

近年になって，本資料を含め「石川」と書かれた資料がようやく目に触れるようになった。ひと

つは1979年に東村谷地前Ｃ遺跡42号住居跡から出土した「田石川」の線刻を有する耳杯である。当

資料は９世紀初頭に位置付けられており，「田」と共に「石川」の線刻も明瞭である。「田」が何を意

味するかは不明であるが，「石川」は基本的に石川郷から由来したものであろう。「和名類聚抄」に

は白河郡の項に「大村」から始まって各郷の名称が列挙されており，「田」が「松田」や「鹿田」「長田」

「藤田」等の田の付く郷名と無関係とは言い切れないであろう。ちなみに谷地前Ｃ遺跡は松田郷に

属する可能性があることを後に述べる。

ここで参考までに申しておけば，千葉県山田水呑遺跡出土の墨書を分析した浜名徳永は，『史館』

第５号で墨書銘の研究を行った鈴木仲秋の研究を引用し「田」の付いた地名に関して，古来信仰の

祈願を表すものという分類にあてはめ，農耕的な祈願又は開田に関する祈願と結びつけている。

「田石川」が漢文調に，主語が「石川」で述語が「田」であれば「石川郷の田」の栄かを祈願する句とも
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理解できようが，当時の当地方における識字レベルがどのようなものであったか不明な今，以上

の考えは推測の域を出ない。

さて堂平Ｂ遺跡出土資料は谷地前Ｃ遺跡に次ぐ２番目の資料であり，単に「石川」とだけ書かれ

ていた。ここで再び山田水呑遺跡の例を参考とすれば，同遺跡でも『和名類聚抄』にいう山邊郡を

表わした「山邊」の墨書銘が出土しており，同郡山口郷内の公的な場所を意味したと考えられてい

る「山口舘」の銘も見受けられる。墨書銘にこのような地名を表わすものも含まれていることは，

土器に記銘する目的が多岐にわたっており，「石川」の線刻銘もそのひとつとして地名を表わして

いると解釈する余地も十分に残っていると言わざるを得ない。またもうひとつの可能性としては，

線刻資料が須恵器甕である点から，焼成した窯元，もしくはその所在地を表わしたということも

念頭に入れて置かねばなるまい。そして谷地前Ｃ・堂平Ｂ両遺跡資料が，白河郡が律令体制の版

図に組み込まれて以来，『和名類聚抄』に至るまでの間にあって，「石川郷」の存在をある程度裏付

ける文字資料と考えて良いのではないかと思う。さらに言及すれば「石川郷」の存在が裏付けられ

ることによって，他の白河郡内の各郷が『和名類聚抄』に記載された名称で存在したことも消極的

ながら考えられるのではなかろうか。事実，白河郡内の屋代郷をあらわすと考えられる「屋代」の

墨書銘が関和久遺跡から出土している。

一方の問題として「石川郷」の擬定地の検討がある。前記谷地前Ｃ遺跡の報告では「９世紀初頭

段階で本遺跡が石川郷に含まれた古代集落であった可能性は大である。」と述べている（玉川他　

1980）。しかし，東村上野出島と玉川堂平とでは相当距離があり，両者を含んだ範囲で一郷を考

えると，直線距離で10㎞以上も離れあまりに大きすぎる。ちなみに吉田東伍博士の著した『大日

本地名辞書』第７巻によれば，東村上野出島に隣接する釜子・小野田両地区を『和名類聚抄』記載

の「松田郷」に擬定しており，「松田駅」の所在にも言及している。また，『関和久遺跡』報文中に鈴

木啓もこの点に触れ，「東村上野出島・下野出島は，古墳時代・奈良時代・平安時代の集落跡が，

他の地域から際立って多い」として，その内容に「官人的な階層の存在を知ることができる」こと

と「午」の墨書銘を馬に当て，「掘立建物のあるものを廐舎」として考えながら，そこに駅家の考え

を浮上させている。そして久慈川ルートと山道が合流する松田駅が，佐平林や板倉前・谷地前Ｃ

遺跡等の遺跡群のなかにあったことを想定している（鈴木　1985）。以上のような考証を検討する

と，少なくとも谷地前Ｃ遺跡の所在する地区は「石川郷」の範囲からはずしておいた方がよいと筆

者も考えざるを得ない。

時代は若干下るが，小林清治によれば，「『和名抄』白河郡石川郷・藤田郷の他が11世紀前期ま

でに独立して石川郡となり，11世紀後期～12世紀前期に石川庄となったものとみられる。平安後

期以来石川氏一族が当庄を掌握し……」と述べられており（小林　1980），事実，玉川村岩法寺に

は石川氏由来の石造五輪塔が残されている。本年生江芳徳は，『福島考古』27号に岩法寺五輪塔に	
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関して論考されており，就中当石造五輪塔を石川氏三代元光の塔と推定している（生江　1986）。

前出の吉田東伍博士によれば，石川郷は「石川町・沢井村・山橋村」を考えており，「野木沢村・

母畑村・泉村・須釜村等」を藤田郷に擬定している。

ここで石川氏の動向について触れてみると，前九年の役に源頼義に従って父頼遠と共に従軍し

た有光は，論功により奥州山道の地を与えられ，1063年白河に移り，藤田に居住したという記述

が『石川千年史』に載っている。また同書には文治五年（1189年）奥州征伐の途についた源頼朝が８

月３日石川の藤田に入り，この地の河辺八幡宮に戦勝を祈願した記述もあり，『石川千年史』によ

る限りでは藤田の地が現在の玉川村周辺にあったことがうかがえる。また同地に岩法寺を建立し

たという記述もあるが，これは現在ある岩法寺の地名から，藤田の地が玉川村周辺の範囲に存在

したことを想起せしめるものであろう。その際石造五輪塔の実在も傍証になると思う。

『石川一千年史』は，石川氏の系譜や動向で若干真偽が疑われている点もあるが，地所や神社・

仏閣に関してある程度信頼できることも否定し得ない。その場合，石川氏の来住した藤田の地と

は，『和名類聚抄』白河郡内の藤田郷以来の地であったことは十分考えられよう。そして後に石川・

藤田両郷を併せて「石川庄」としたことを考えあわせ，石川郷は藤田郷に隣接した現在の石川町周

辺にあった可能性が浮上って来ると思う。

旧郷の擬定に関しては，その典拠の点で多くの疑問を残すが，平安時代末以降の石川庄をめぐ

る石川氏の動向をからみ合わせれば，石川・藤田両郷の上記擬定はまったく不確かとは言えない

であろう。さて上記の検討を踏まえて，今まで調査を行った諸遺跡がどの郷に属するかを考える

と，東村西原・佐平林・谷地前各遺跡は「松田郷」に，石川町達中久保・大内Ｂ各遺跡が「石川郷」に，

同町上悪戸・下悪戸各遺跡，玉川村堂平Ｂ・兎喰各遺跡は「藤田郷」に属することになる。そうす

ると肝心の「石川郷」からは「石川」の銘が出土していないことになるが，前に述べたように「石川」

の線刻銘が「石川郷」と同時に他の郷の実在を示唆するものであれば，上記各遺跡に対する所属郷

の比定も不確かとは言えないだろう。しかも「石川」の銘を出土した松田・藤田両郷とも石川郷に

隣接しているとするならば，それら両郷からの出土も不思議ではない。

堂平Ｂ遺跡出土の須恵器に関しては胎土分析もしておらず，それを焼成した窯がどこに所在す

るかも不明である。しかし線刻銘が堂平Ｂ遺跡から出土したことによって，玉川村川辺地区まで

石川郷の範囲を拡大解釈することは，線刻資料が流通性のある須恵器である点を考慮すれば危険

と言わざるを得ない。ゆえに郷の擬定に関しては演繹的な方法を用いて行った。多少オーソドッ

クスな検討ではあったが，岩法寺とそこに建てられた五輪塔を依り所として「石川庄」の前身であ

る２郷のうちの藤田郷のおおよその所在を考えた。それにしても，石川郷の存在を考える前提と

して「石川」線刻銘があることは言うまでもない。結論とすれば，両郷の所在した場所は，吉田東

伍博士の擬定地とほぼ重なる範囲であろう。
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堂平Ｂ遺跡は金波川流域に位置しており，阿武隈山地西縁麓の樹枝状に開析された丘陵部に立

地している。しかし遺跡の所在する地形を観察すると，丘陵の軸線に沿って比較的急な傾斜が見

られ，その下端にゆるやかな斜面が分布しているのみで，さほど大規模な遺跡が立地する地形に

は見られない。しかしそれにもかかわらず昨年度玉川村で発掘調査を行った丘陵南端部の緩斜面

からは多量の縄文土器を含むプライマリイな遺物包含層が発見され，県文化センターが行った試

掘調査でも相当の成果を得た。それに加えて本年度発掘調査を行った丘陵東側の狭い平坦面から

も３軒の住居跡と，二次堆積ではあるが相当の遺物を含む包含層が確認された。以上の事実を踏

まえながら遺跡の全体像の予察を行って本報告のまとめとしたい。

1984年度の試掘調査　　国営総合農地開発事業母畑地区にともない，当課が行った。丘陵頂

部から裾部にかけてまんべんなくトレンチを設定し，さらに東側の開析谷をはさんで隣の丘陵部

にも多数のトレンチを設定した。その結果丘陵の東側や西側の斜面部・頂部・西側裾部からまん

べんなく土坑や住居跡等が検出され，谷をはさんだ東側の丘陵部にも遺跡の範囲が及んでいるこ

とが確認された。特に西側斜面部の34号トレンチや西側裾部の42号トレンチから検出された配石

遺構や埋甕は注目に値する。丘陵斜面部においてもやや傾斜がゆるい面には住居跡や土坑等が分

布していることが明らかとなったわけである。

1984年度の発掘調査　　村道川辺－南宿線の道路改良工事にともなって玉川村当局が発掘調

査を行った。調査区は丘陵南端の緩斜面を横切る形で設定された。その結果調査区内から３ケ所

の遺物包含層が検出された。特に第３遺物包含層は西側の開析谷につづくもので層厚はかなり厚

い。またこの調査区の東側延長上で，丘陵の南東裾部に狭い調査区を設定したところ，そこから

も第４の遺物包含層が検出された。この地点は現在畑地となっており，地権者の話によると開墾

の際にも相当の遺物が出土したとのことで，濃厚な包含層の所在が想定される。

1985年度の発掘調査は本報告で述べた通りであるが，全体に関しては本編冒頭の遺構配置図を

参照願いたい。

今までの各調査によって，堂平の丘陵面にはほぼまんべんなく遺構や包含層が分布しているこ

とが明らかとなった。ここで上記の成果を踏まえて堂平Ｂ遺跡がどのような歴史を辿って来たの

かをまとめてみよう。

最も古くは縄文時代草創期にさかのぼり，堂平Ｂ遺跡のさらに北側で丘陵の付け根付近から打

製石斧が出土している。次いで本年度調査で包含層中より縄文早期常世２式が出土しているが，

その原位置は不明である。当丘陵に多くの足跡を残すようになるのは縄文中期以降で，後期前半
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まで続く。中期では丘陵の南東側裾部から南西側裾部にかけて濃厚な遺物包含層が形成されてお

り，開析谷をはさんで東側の丘陵部にまで包含層は残されている。概ね丘陵南側の緩斜面部を中

心に居住していたのではないだろうか。具体的には中期中葉以降，遺物量が増大する。

縄文後期になると丘陵南部から西側斜面部や同裾部・東側の斜面部にかけて広範囲な分布とな

り，西側では配石遺構や埋甕が，東側では住居跡が認められた。昨年度の調査では包含層中から

イノシシやシカの獣骨が良好な状態で検出された。なかには火を受けているものもあり，当地で

解体や分配のような行為が行われたことを想起させる。また人骨も発見されており，金子浩昌は

「近くに埋葬地があったのであろう」と推定しており，以上のことを併わせると，縄文中・後期は，

金波川流域で中核的な立場にあったことが考えられる。しかし，それ以降縄文晩期から弥生時代

にかけては主要な位置の座を同流域の鬼渕遺跡に譲り渡したようである。その後一坦古墳時代で

居住の痕跡は途切れるが，平安時代になって再びあらわれる。小規模な集落が点在していたよう

であるが，それは前節で述べたように古代白河郡の藤田郷に属するものであろう。

最も新しくは中世まで下ることが，青磁や中世土器の出土から窺える。以降は隣の丘陵に堂が

建立された時代もあるが，今はその堂を記憶している人すらない。このような悠遠の歴史を辿っ

て来た堂平Ｂ遺跡が，今後末永く保存されることを願って報告を終えたい。
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第１章　環境と調査経過

第１節　位 置 と 地 形

大内Ｂ遺跡は石川町字大内地内にあり，南北に長く連なる阿武隈高地西縁部に位置している。

遺跡付近の丘陵地帯は，阿武隈川や社川の支流である北須川などによって開析が進み，標高

300ｍ前後の連続する丘陵頂部と馬の背状に発達した低丘陵が，西へ高度を徐々に減じていく傾

向がみられ，広い範囲にわたり相似た景観を呈している。これらの丘陵は，第三紀の古紀花崗閃

緑岩を基盤に，上部は風化花崗岩を主体とした地層に覆われ，下部ではペグマタイトが脈状に数

多く貫入している状況をみることができる。しかもこれらの丘陵上は，地表面から浅いところで

30㎝もすると灰白色の風化花崗岩や基盤そのものにぶつかり，第四紀の堆積物が希薄であること

が一つの特徴となっている。

当遺跡は，阿武隈高地の千五沢を源とする北須川に流れ込む小河川によって開析された谷の最

奥部，標高330ｍ前後の低丘陵斜面上に立地し，付近には大内Ａ・Ｃ・Ｄ遺跡が隣接している。

遺跡の立地する緩斜面は開析谷に南～東面し，遺跡の範囲は東西方向に細長く，比高差約10ｍの

斜面上に広がり，6,000㎡の面積を有する。

遺跡の現況は，煙草や蔬莱等の作付けによる畑地となっている。また，遺跡前面の谷部は水田
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として利用され，遺跡の北側は丘陵頂部から中腹にかけてやや急斜面になっており，雑木林の広

がりがみられる。丘陵の地表面には，長石や両雲母花崗岩礫が露出しており，遺跡の中央部には

長・硅石の採掘坑が検出された。採掘坑は相当深く掘り込まれていたが，採掘停止後，上位面を

削平し埋め戻していた。

第２節　調 査 経 過

大内Ｂ遺跡は，昭和56年度遺跡調査課の試掘調査時に発見された遺跡である。当初試掘調査計

画の段階では，大内Ａ遺跡のみしか周知されていなかったが，試掘調査を開始してから周辺を丹

念に踏査した結果，新たに３ケ所の土師器散布地を発見し大内Ｂ～Ｄ遺跡とした。昭和56年・57

年の２次にわたる試掘調査の結果，大内Ａ遺跡は地形改変時の客土中に奈良・平安時代の遺物が

混入する単なる遺物散布地として把握され，むしろ集落跡の主体は斜面上位に発見された大内Ｂ

遺跡にあったことを解明，大内Ｄ遺跡でも同時代の遺構群を検出した。さらに大内Ｃ遺跡では，

縄文早創期に所属すると思われる打製石斧と掻器とが検出され新たな知見を得た。

大内地区における母畑開拓建設事業所の設計では，大内Ａ～Ｄ遺跡北側の丘陵地帯を含め畑地

造成を計画，すでに西側飛ケ作地内では工事が進められ，当大内地区も地元の要請等もあり工事

着工を目前に控えていた。当然開発地内に所在する大内Ａ～Ｄの４遺跡が保存協議の対象となり

県教育委員会との保存協議の結果，大内Ａ遺跡は工事中立会，大内Ｃ・Ｄ遺跡は工法対応による

盛土保存，大内Ｂ遺跡は，工法対応が困難な斜面上部の２地点（Ⅰ・Ⅲ区）と，工事によって１ｍ

を超える盛土部分（Ⅱ区）について発掘調査を実施し，他の部分は盛土保存とすることとなった。

調査面積2,050㎡である。

大内Ｂ遺跡は，総面積6,000㎡を有し，東西長約150ｍ，平均南北長40ｍで等高線に沿って東西

に細長く広がっているため，設計図を基に提示された調査区も細長い範囲指定であった。調査は

８月中旬から下旬にかけ準備段階として調査区の確認や作付の状況等を把握したのち地権者との

交渉や作業員の手配にあたった。調査区に設定された畑にはすべて煙草が作付けされていたため，

収穫が終了した直後９月２日を調査開始日とした。調査区内から運搬される土砂については大部

分遺跡の調査区外の範囲に置くこととしたが，斜面最下位にあるⅠ区の土砂は，南側下方にある

畑地に置くことが最も効率が上がるため地権者に事情を説明し協力をあおいだ。作業員の確保は，

当地区で発掘調査を実施することが初めてのため希望の人数が集まるかどうか懸念されたが，石

川町教育委員会に協力を要請し手配していただいた。

調査は予定どおり９月２日から開始，まず重機を導入し表土の排土にとりかかった。表土は試

掘調査の結果から20㎝～50㎝の深さを予測していたが，Ⅱ区の斜面下半部は予想外に深く下端で	
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150㎝強の堆積であった。重機稼動期間中，仮設事務所の設置や標高点の移動を行い，第１週目

の終盤に作業員を投入した。表土剝離や残土の処理がある程度進んだ段階で，遺構群がⅡ区に大

部分集中することがわかってきたため，Ⅱ区の調査を先行させることとした。従って遺構測量用

の基準杭もⅡ区から設定しはじめ，Ⅲ区・Ⅰ区と延長していった。南北の基準線の設定は磁北に

とることが当課の通例としているところであるが，Ⅰ区・Ⅱ区がほぼ等高線と平行しているため，

調査区の長辺に沿った基準線を設定した。この基準線の磁北からの偏度はＮ40°Ｅである。グリッ

ドは１辺10ｍを基本とし，グリッド名は東西列にアルファベット，南北列に算用数字を用い，二

者の組み合せによって呼称した。ベンチマークは，調査区が細長いため，Ⅰ区に１点（№１），Ⅲ

区の東西両端に各１点（№２・３）を設定した。各々の海抜高度は№１が332.30ｍ，№２が339.10ｍ，

№３が337.40ｍである。

調査の結果検出された遺構は，Ⅱ区に竪穴住居跡５軒，掘立柱建物跡２軒，土坑４基，集石１，

ピット41個，溝跡３条，Ⅲ区に竪穴住居跡１軒，土坑７基である。当初溝と１～３号住居跡とし

た遺構が検出され，遺構検出作業と並行して精査を進めた。Ⅱ区では特にＬⅢａに長石・石英の

混入が多く，掘り込みに手間がかかり移植ベラの損耗も甚しかった。精査を進めていく段階でい

くつかの土坑が規則性をもって掘り込まれていることが判明し，掘立柱建物跡のプランを確認す

るにいたった。特に２号建物跡では，調査区外にプランが延びていくことからプランの全貌を解

明するため北側へ約100㎡を拡張し調査を行った。Ⅲ区では最も早く検出されていた４号土坑の

他に遺構はないと思われたが，東端部の埋積谷と思われた部分の下面から５号住居跡と４基の土

坑が検出され思わぬ収穫となった。Ⅰ区では東側の斜面上部で焼土や数基の土坑らしい落ち込み

が確認されたが，残土を処理していく段階で斜面下に検出された整地層ともども大正年間にあっ

た民家の施設であることが判明した。整地層下部にはⅡ区ＬⅡに対応する黒色土の堆積がみられ

たが，若干の土師器を含んでいるのみで遺構は検出されなかった。

調査の終盤まで残った遺構の精査は，５号住居跡と２号建物跡・11号土坑であるが，一部玉川

村堂平Ｂ遺跡を担当していた調査員も合流し遺構の記録に努め，11月29日調査を完了した。
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今回の調査により検出された遺構は，竪穴住居跡６軒・掘立柱建物跡２棟・土坑11基・集石１・

溝跡３条・ピット41個である。遺構はⅡ区とⅢ区の東端部に分布しているが，特にⅡ区に集中し

ている。遺物は，土師器・須恵器・鉄器・板碑，その他石製品がみられるものの，土師器以外の

遺物は少量である。

第１節　基 本 層 序（第５図）

大内Ｂ遺跡における調査区の設定は３区に分割されており，各区の状況を統一的にみることが

困難なため，区ごとに基本的な土層の堆積状況を概観する。

Ⅰ区は，調査区中最も高位にある。東半部は大正年間に民家が１軒建てられたが，火災によっ

て移転した後は耕地として利用され現在に至っている。層序は，第Ⅰ層表土層（現耕作土。層厚20

～50㎝），第Ⅱ層整地層（民家建造の際の基礎事業層で東半部にのみみられる。層厚10～100㎝），

第Ⅲ層黒色砂質土層（Ⅱ・Ⅲ区の第Ⅱ層に対比される層で層厚０～40㎝，これも東半部のみの堆

積である），第Ⅳ層茶褐色シルト（Ⅱ区のⅢａ層に対比されるが西半部にのみ堆積）第Ⅴ層青灰色

砂（基盤である花崗岩の表層風化土）である。

Ⅱ区はⅠ区の下位に位置している。層序は，第Ⅰ層表土層（現耕作土。層厚は30～130㎝で斜面

下位に行くにつれ層厚が増す。４層に細分可能であるが，最上層は花崗岩風化土で占められてお

り，極めて短い時間のなかで斜面上位から流れ込んだものと思われる），第Ⅱ層黒色砂質土（耕作

による削平により部分的な堆積である。クルミ大

の長石・石英の角礫を含み，層厚０～15㎝，Ｅ－

６グリッドで最も厚い），第Ⅲ層茶褐色砂質シル

ト（２層に細分可能である。Ⅲａ層はクルミ大か

ら拳大の長石や石英の角礫を多量に含んでいる。

Ｃ～Ｆ－４・５グリッドに広がる。Ⅲｂ層は上記

の礫をさほど含まない層で，色調は幾分明度が高

い。），第Ⅵ層青灰色砂質土（花崗岩風化層で，西

端部は色調が上層の影響を受けてか黄色味が強い

が，他は青灰色を呈している）。
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Ⅲ区は，Ⅰ区の東側に位置し東西に細長い調査区である。層序は，第Ⅰ層表土層（現耕作土），

第Ⅱ層黒色砂質土（クルミ大の長石・石英の角礫を含む），第Ⅲ層（花崗岩風化層）であるが，第Ⅱ

層はⅠ－３・４グリッド付近に堆積するのみで，大部分は第Ⅰ層直下に第Ⅲ層が堆積している。

第２節　竪穴住居跡

１号住居跡　ＳＩ01
遺　　構（第６図，図版５）

Ⅱ区Ｅ・Ｆ－５グリッドに検出された住居跡である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある１

号建物跡より古い。住居跡の北壁から西壁の一部にかけ残存しているのみで，全体のプランは

不明である。堆積土は少量の焼

土・木炭粒を混入した暗茶褐色

砂質土である。壁高は南西隅で

18㎝の残存高を測る。床面はＬ

Ⅲを直接利用している。

ピットは３個検出された。

いずれも堆積土は焼土・木炭

粒を含む暗茶褐色砂質土，底

面は皿状に窪んでいる。P1は

略楕円形で北壁半ばにあり，

住居跡プラン外部にピットの

約半分が張り出している。P2

は住居跡北西隅に位置する不

整円形のピットである。P3は

西壁際に位置している。１号

建物跡P7に切られ形状・規模

とも不明である。深さは25㎝	
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以上と思われる。

住居跡北壁東側に検出された浅い溝状の窪みと低い段が検出されたが，これは本跡と重複して

いる１号建物跡に伴うものと理解される。また，１号建物跡 P8の東側に検出された焼土とＥ５

P1～ P3としたピットは，住居跡のプラン内と推定される範囲に位置しているものの，上部の堆

積層が僅かか，もしくは全くない状態で検出したことから本跡に確実に伴うものかどうかは不明

である。

遺　　物（第７図，図版23・25）

本跡の残存部は北壁際の一部と極めて僅かである。遺物もその出土状況から，本跡に直接伴う

ものといえるのは，P1から出土した土師器杯３片，甕２片のみである。ただ１号建物跡北側柱列

付近から出土した遺物は，建物創建時に撹乱されて原位置を保っていないと思われるものの，本

来本跡に伴っていた可能性が充分あるものと理解し，図化できた遺物を掲載した。

土師器杯　１住１～３の３点である。ロクロ成形で内面は黒色処理されている。外面の調整は

底部全面から体部下端にかけ回転ヘラケズリ，内面はヘラミガキである。底部内面のミガキ方向

は１住１・３で一定方向をとる。１住３は１号建物跡 P7東側から出土，１住２は建物跡 P7・P8

周辺から出土した破片と P8から出土した破片とが接合したものである。１住１は北壁際の未撹

乱土層内から出土した。

土師器甕　１住４・５の２点である。１住４は１号建物跡 P7・P8出土破片とこの付辺から出土

した破片とが接合したものである。底部から胴部下半にかかる破片で，この部位における成形は

粘土紐積み上げによる。外面の調整は全面手持ちヘラケズリであるが，胴部では縦方向のケズリ

が基本となっているものの，下端のみは横あるいは斜めにケズリが加えられている。内面はヘラ

ナデ及びナデによる調整であるが，あまり丁寧には仕上げられておらず粘土紐の積み上げ痕跡が

顕著に残っている。１住５は１号建物跡 P8・P9の北側から出土した底部より胴部下端にかかる

破片である。成形は粘土紐積み上げ，調整は胴部外面に手持ちヘラケズリ，底部内面には指頭に	

第２節　竪穴住居跡
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よるナデが施されている。１住６は甕と思われる胴部の小破片で，外面にタタキ痕がみられる。

鉄　　器　住居跡北西側の堆積土中より出土した刀子（１住７）である。切先及び茎は欠損して

いる。刃幅約12㎜，棟の長さ４㎜弱である。

ま　と　め

本跡は撹乱によってその大部分が失われていた。このため，住居跡の規模や構造等については

不明な点が多い。時期についても，直接遺構に伴う遺物が小破片でしかも僅少なため限定するこ

とは甚だ困難である。ただ撹乱部を含めた周辺の遺物の出土傾向は，ロクロ土師器杯で外面調整

が回転ヘラケズリされるものばかりであり，ほぼ平安時代前期に時期設定できるようである。

２号住居跡　ＳＩ02

遺　　構（第８図，図版６）

Ⅱ区Ｄ・Ｅ－５グリッドに検出された住居跡で，１号住居跡の南12ｍに位置している。確認面

はＬⅢ上面である。１辺約4.2ｍの方形プランを呈していたと思われるが，斜面下位にあたる部

分が削平，また南壁は２号溝によって切られているため，

残存部はプランの¹⁄₂以下である。堆積土は，長石・石英粒を

含んだ黒色砂質土を主体とする自然流入土である。壁高は

北西コーナーで最も残りが良く20㎝を測る。西壁の磁北か

らの偏度はＮ36°Ｅである。床はＬⅢを直接利用している。

床面土には28×21㎝の範囲で焼面が１ケ所確認された。

また西壁沿いには幅22～32㎝，深さ７～９㎝の溝が１条検

出された。床面レベルは北から南に向け若干低くなっている。

　遺　　物（第９図）

遺物はすべて堆積土中から破片状態で出土した。土師器

破片33片，須恵器１片である。

土師器杯　破片数９片である。すべて成形はロクロ使用

によるものである。内面はヘラミガキもしくはナデ調整が

施され，黒色処理をされたとわかる破片は６片である。底

部から体部下端で外面の調整がわかるものは２片あるが，

いずれも回転ヘラケズリである。

土師器甕　破片総数25片である。破片中ロクロ成形とわ

かるものは１片のみである。他に胴部下半の破片で外面に

縦方向のヘラケズリが施されているものが１片ある。図化	
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した２住１は底径がやや大きめで，胴部下

端の立ち上がりも開きが大きく鉢形に近い

タイプと思われる。

　須恵器甕　甕もしくは壺になる胴部の小

破片１点である。外面には部分的に磨消さ

れた平行タタキ目が残っている。内面はナデ調整によってアテ具痕が消されている。

ま　と　め

本跡も１号住居跡同様，削平度が高く全体的な構造は不明である。ただ，西壁沿いに検出され

た浅い溝は本跡に伴う排水溝と想定され，侵入した水を北西隅から南西隅へ流していたものと思

われる。床面に密着した遺物がなく時期は限定されないが堆積土内から出土した破片から，平安

時代前期を時期の上限として設定できる。

３号住居跡　ＳＩ03

遺　　構（第10・11図，図版７・８）

Ⅱ区Ｂ－５グリッドに検出された住居跡で調査区の南西隅に位置している。確認面はＬⅢ上面

である。プランはほぼ方形であるが，南北辺4.4ｍ，西辺4.2ｍ，東辺3.65ｍと東辺が最も短い。堆

積土は焼土・木炭粒を混入した暗灰色砂質シルトを主体とする自然流入土である。壁はほぼ60°

～80°の傾斜で立ち上がっているが，北壁の西半部ではオーバーハングしている。壁高は南西隅

で93㎝の最大高を測るが，斜面下位にあたる北東隅では７㎝と最も低い。床面はほぼ水平で，東

半²⁄₃弱が貼床，斜面上位の西半約¹⁄₃は黄白色花崗岩風化層を直接床面としている。貼床は花崗岩

風化土と茶褐色砂質土を混合したものを利用している。層厚は５～20㎝程度であるが，住居跡北

東区下部にある風倒木痕が広がる範囲での貼床は周辺に較べ厚い。

カマドは，北壁の中央部やや東寄りに設定されている。燃焼部は住居跡外に張り出すタイプで

袖部は造り出されていない。焚口は両側壁に花崗岩の割石を立て，周囲を黄白色砂質土で固め構

築している。焚口幅52㎝，奥行85㎝である。煙道部は燃焼部奥壁から幅25㎝，長さ120㎝で伸び

ている。煙道底面は燃焼部奥壁で一端急激に立ち上がったのち，約18°の緩い傾斜で先端部に向

け登っている。

ピットは総数11個検出された。P7～ P10は住居

跡内のピットの位置や形状から柱穴と判断される

ものである。P1～ P3は住居跡のコーナー部に位

置する貯蔵穴状のピットである。P4も恐らくこれ

に類するものと思われる。P5には南壁に沿って幅
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10～24㎝の溝が伸びている。底面レベルはピット底面とほぼ同一である。P6・P11は重複関係を有	

しながら，住居跡南西区に位置している。新旧関係はP6のほうがP11よりも新しい。堆積土は他の

ピットが自然流入土であるのに対し，人為的に埋め戻されたものである。P6内堆積土は暗灰色砂	

質土と黄白色砂質土の混合土である。P11は黄白色砂質土に若干の暗灰色砂質土を混じえている。

　遺　　物（第12～14図，図版23・25）

本跡からの出土遺物には，土師器・須恵器・鉄器・鉄滓・炭化木がある。これらの遺物は煙道

先端部から出土した土師器甕を除き，大半が細片状態で堆積土中から出土した。出土遺物中，図

上復元・採拓可能なものは極力図示したが，これ以外に土師器1,364片，須恵器36片，鉄滓５塊が

ある。炭化木は住居跡北西区に３本検出された。いずれも床面上から15㎝程度浮いた堆積土中か

らの出土である。復元作業の結果，例えば３住４は住居跡の南東区を除く各所に検出された破片

と P2から出土した破片とが接合，３住６も南東区を除く各所から出土した破片が接合したもの	

であることなど，破片の散乱状況が窺える。以下図示した遺物を中心に記述する。



― 125 ―

土師器杯　３住１～８の８点を図示した。すべてロクロ成形である。調整は外面が回転ヘラケ

ズリ，内面はヘラミガキ・黒色処理が施されている。ただ３住１・３・６は再酸化のため部分的

に黒色が消失している。内面のヘラミガキは３住３を除き，ナデ調整に近く不鮮明なものが多い。

底部のミガキ方向は不明な３住３・８を除いてすべて放射状である。これらの杯は，大きさの点

で２分される。ひとつは口径が13㎝内外に収まる一般的な杯のタイプで３住１・２・４～７がそ

れにあたる。他は口径が16㎝弱と大きい３住３のタイプで，これは前者に較べ器高も高い。

これら図示した遺物以外に杯類（高台付杯も含むであろう）の破片が536点出土した。体部下端

や底部の破片は198点で，調整痕が観察される破片は160片を数えるが，すべて回転ヘラケズリ調

整されている。ロクロからの切り離し技法がわかるのは回転糸切り痕を残す３住４とヘラ切り痕

がみられる破片は資料中の１点のみである。

須恵器杯　総数５片の出土である。５点中底部から体部下端にかかる破片が１点含まれている

が，この資料では底部切り離し技法が回転糸切り，調整は底部周辺から体部下端にかけ回転ヘラ

ケズリとなっている。

第２節　竪穴住居跡
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土師器高台付杯　３住９～11の３点と破片３点がある。３住９は杯部が皿状に開く形態をとる。

台部は貼付けで，端部は面取りされ平坦である。３住10・11は杯部の大部分を欠損するが，下端

部の立ち上がりからすれば一般的杯の形態をとるものと思われる。３住10の台端部は面取りされ

平坦になっているが，３住11では若干丸味を持っている。３点とも杯部内面はヘラミガキ・黒色

処理されており，３住10の外面は杯部から体部下端にかけ回転ヘラケズリ調整痕が観察される。

須恵器高台付杯　杯底部から台部にかかる破片１点のみの出土である。台部は貼付けによるも

ので，台基部の推定径は７㎝弱である。

土師器壺　３住12は，ロクロ成形による短頸壺で口縁部が直立する。口縁端部は面取りされ平

坦に仕上げられている。

須恵器壺　３住19・21の２点である。３住21は小型の壺で，やや長めの頸部が付くものと思わ	

第２節　竪穴住居跡
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れる。胴部下半を回転ヘラケズリ調整ののち台部を貼付けている。３住19は若干肩部に張りを持っ

ている。内面および肩上部外面はロクロナデ，胴部外面は手持ちヘラケズリ調整されている。こ

の２点以外に壺の破片が13点あるが，このうち10片は３住19と同一個体と思われる破片である。

土師器甕　３住13～17の５点を図化，３住25～28の４点を拓影図として掲載した。これらの甕

はロクロ成形のもの（３住13・14）と成形にロクロを使用しないもの（３住15～17）とに区別され

る。３住13は器高が15㎝程度の小型の甕で，全体に火を受け器面が脆くなっている。体部下半外

面には手持ちヘラケズリ調整が入るようである。３住14は長胴タイプの甕で胴部半ばに最大径を

有している。胴部下半の調整は，外面で縦方向のヘラケズリ，内面はナデが施されている。３住

15は胴部が鉢形に開き，口縁部は短く外傾している。器面調整は，外面で胴部上半がナデ，下半

が手持ちヘラケズリ，内面は全般にナデ調整，口縁部は両面ともヨコナデされている。３住25～

28は，器表面に平行タタキ目を残すもので，いずれも甕類の破片である。

図示した以外の総破片数は768点を数える。このうち明瞭にロクロ使用痕がみられるものは42

点，ハケメ調整されるもの４点，ロクロ土師器胴部下半に多用される手持ちヘラケズリ痕がみら

れるもの42点である。

須恵器甕　３住18の１点を図化，３住22～24を拓影図として掲載した。３住18は底部から胴部

下端の破片で，外面は軽いケズリとナデ，内面はカキメ調整されている。３住24は口縁部の破片

で口唇部下端に１条の凸帯が巡り，凸帯と頸部間には平行に引かれた沈線間に少なくとも４段の

波状沈線が描かれている。３住22は胴部下半の破片で，外面はケズリによって調整されているが

部分的にタタキ目を残し，内面はナデ調整でアテ具痕を磨消している。３住23は胴部の小破片で，

外面は平行タタキ目を残す。内面は磨消されているものの，部分的にアテ具痕を残している。こ

の他に15点の破片資料があるが，これらは３住22と同一個体の破片である。

転 用 硯　３住20の１点である。高杯の破片を転用して硯としている。杯底部に脚基部が僅か	
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に残っている程度である。脚部には４窓の透かし窓があけられているようである。硯面は杯底部

内面を利用しており，中央に墨痕がみられる。

鉄　　器　鉄斧１点（３住29）・刀子（３住30・31・34）３点，釘１点（３住35），不明２点（３住

32・33）の７点でいずれも鍛造品である。鉄斧は住居跡北西区の床面上から出土したもので長さ

10.4㎝，幅4.2㎝である。上半部は柄の装着部分として袋状に造り出されている。

刀子３点中完形品は３住30の１点である。これは床面直上層から出土したもので，全長17.5㎝，

幅1.4㎝を測る。錆化が著しく，茎と刃部との境界が不明である。目釘は刃部近くに１本打たれ

ている。３住31は P1内から出土した刀子で，茎と刃部の両先端が欠損している。区部は両区と

思われ，茎の長さが刃部に較べやや長めである。３住34は北東区の堆積土中出土で，両区形式を

とるようである。３住35とした釘は，南西区堆積土中から出土した角釘である。長さは3.8㎝と

短い。不明とした２点の鉄器は双方とも P1から出土している。３住32は断面が鋭角な三角形を

呈していることから，刀子の可能性が考えられる。３住33は扁平で細長く造り出されているもの

で，断面の観察からも棟や刃部といった区別が明瞭ではない。

ま　と　め

住居跡内施設としては，貯蔵穴状ピット４個とカマド１基がある。貯蔵穴状ピットは P1～ P4

の４個で，住居跡北西区を除く各コーナーに設けられている。カマドは，住居壁面より燃焼部が

外部に張り出す形態をとるが，燃焼部にかかる上屋を支える柱穴は検出されていない。本跡の柱

穴は P7～ P10の４個が確認されている。P11とした住居跡北西区の掘り込みと P3から延びる溝状

の掘り込みは貼床も含め，住居跡全体の除湿施設と考えられる。

遺物は，その出土状況から住居跡が埋没していく過程で混入したものが大部分と考えられる。

従って，遺構が使用されていた明確な時期の決定はできないが，土師器杯の調整には回転ヘラケ

ズリが多用されており，平安時代前期のなかで捉えられるものである。本跡の堆積土には多くの

焼土粒や木炭粒を混入し，炭化木も検出されたことから火災にあった可能性が高い。ただ遺物は

生活時の痕跡を留める出土状況ではなく，出火の時期は住居を廃絶した後のことと推定される。

４号住居跡　ＳＩ04

遺　　構（第15図，図版９）

Ⅱ区Ｄ・Ｅ－５グリッドに検出された住居跡で，確認面はＬⅢ上面である。本来２号住居跡と

重複関係にあったと思われるが，削平されたため先後関係は不明である。プランは１辺４ｍ程度

と思われるが，住居跡東半部は削平，南壁は２号溝によって破壊されているため定かではない。

堆積土は２層に分層される黒色砂質土の流入土である。壁は幾分崩落したものと思われ，立ち上

がりが多少緩やかである。壁高は北東隅で最大高21㎝を測る。床はＬⅢを直接床面としている。

第２節　竪穴住居跡
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カマドは，西壁のほぼ中央に設置されている。

焚口幅70㎝，燃焼部奥行70㎝，袖幅23～25㎝，右

袖長17㎝，左袖長27㎝，袖材は暗黄褐色砂質土で

ある。燃焼部底面の火床面は，袖先端で終らずさ

らに60㎝程度カマド前面に広がっている。

ピットは，住居跡南西隅付近に１個検出された。

平面の形状は径約55㎝の円形を呈し，深さ24㎝で

擂鉢状に窪んでいる。堆積土は，住居跡内堆積土

同様，黒色砂質土の流れ込みによるものである。

　遺　　物（第16図，図版24）

遺物は土師器のみで，すべて破片状態で出土し

た。多くは堆積土中からの出土であるが，遺構に

密着した状態で出土したものもある。これはカマ

ド内部やカマド付近に集中している。

土師器杯　４住１～３の３点と破片20点があ

る。ロクロ成形の杯で，４住１はカマド内，４住

２はカマド前面の床面上，４住３は堆積土中より

出土している。４住１・２の口径は13.7㎝程度で

あるが，４住３では12.2㎝と若干小さくなる。底

部から体部下端外面の調整は，４住１・３が回転

ヘラケズリ，４住２が手持ちヘラケズリである。内面はヘラミガキもしくはナデ調整と思われる

が，器面の荒れにより不明瞭である。３点とも黒色処理されるが，４住２は再酸化により黒色が

消失している。破片資料中には，体部下端から底部の破片１片が含まれている。外面の調整がわ

かるのは３片で，回転ヘラケズリされている。

土師器甕　４住４の１点と破片71点がある。４住４はカマド右袖付近の床面上から出土したも

ので，口縁部から胴部上半にかかる破片である。ロクロによる成形で，胴部半ば以下の外面では

手持ちヘラケズリが施されているようである。破片資料中，ロクロ使用痕が明瞭なものは３点の

みである。１片は胴部上半の破片，他の２片は同一個体と思われる破片で，底部に回転糸切り痕

がある。この他，内面黒色処理された甕の破片２点が確認されている。

筒形土器　堆積土中から小破片７点が出土している。口縁部破片３点，胴部破片４点で，口縁

部は若干内考気味につくられている。器厚は２～５㎜と薄手に仕上げられ，器表面は直接火を受

け脆くなっている。
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ま　と　め

本跡は削平のため，西半部のみしか残存していない。住居跡内施設も，カマドと貯蔵穴状のピッ

ト１個のみである。柱穴は検出されていない。遺物の出土状況は，生活時の痕跡をそのまま残す

ものではなく，住居廃棄時にはすでに生活用具を整理していたものと推定される。本跡の時期は，

床面密着の４住１・４，カマド内出土の４住２をもって平安時代前期としておく。

５号住居跡　ＳＩ05

遺　　構（第17・18図，図版10・11）

Ⅲ区東端部に検出された住居跡である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある５～８号土坑よ

り古い。検出されたのは住居跡の北半部のみで，南半部は調査区外に伸びている。プランは，１

辺約7.8ｍの方形を呈するものと思われる。堆積土は５層に分層される自然流入土で，全般に若

干グライ化されている。壁は東・西壁で56～76㎝を測るが，北壁では崩落した部分が多く，他壁

よりも低い。床面は黄褐色砂と茶褐色砂質土との混合土を５～10㎝の厚さに整地し，貼床として

いる。壁溝は，西壁沿いにのみ検出された。幅11～16㎝，深さ11～17㎝である。

カマドは，北壁中央部に設置されている。燃焼部に長い煙道が取り付くタイプであるが，カマ

ドの本体は住居プラン外に設置され，北壁の立ち上がりラインを焚口としている。燃焼部先端の

両側に花崗岩の割石を据え焚口としている。焚口幅70㎝，燃焼部奥行93㎝。煙道部は燃焼部奥壁

から幅32～48㎝，長さ185㎝で西側に弯曲し

ながら伸びている。底面の移行は，燃焼部奥

壁で約20㎝強立ち上がった後，先端部まで極

めて緩い傾斜で登り，先端部では垂直に近い

角度で85㎝の立ち上がりを見せている。
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ピットは，総数12個検出された。P3・P4は主柱穴である。柱痕は P3が径18㎝，P4は径23㎝である。

柱穴内埋土は，茶褐色砂質シルトと多少グライ化した黄褐色砂質土を用いている。P11・P12は支柱

穴と思われるピットで，堆積土は軟質な暗茶褐色砂質土である。P6・P7は住居跡のプラン外に掘

り込まれたピットで柱痕も確認できなかったが，カマドの両側に対象的に配置されていることか

ら，本跡の支柱穴として捉えたほうが良い。堆積土は暗灰色砂質土である。P1・P4・P5・P8・P9	
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は皿状の浅いピットで，堆積土が

焼土・木炭粒と黄白色砂質土を混

入した黄褐色シルトと共通してい

る。形状は楕円形もしくは不整形

で，大きさは長径35～90㎝の中で

ばらつきがある。

住居跡内部には，各壁に平行す

るように溝が確認された。幅23～

62㎝，深さ15～20㎝強で巡ってい

る。堆積土は黄褐色砂質土ブロッ

クを混入する茶褐色砂質土で，P2

がこの溝を切っている。北東コー

ナーでは，溝底面下よりさらに

23㎝低くピット状（P10）に掘り込

まれていた。

遺　　物（第19～21図，図版24）

床面・カマド・P1・P2・P4・

P5・P7・P9・溝内から各々出土し

ている。遺物の種類には土師器

杯・甕・壺，須恵器杯・甕，砥石，

転用硯である。遺構に直接伴うも

のと思われる遺物は主に，カマド

内部と住居跡北東区から出土して

いる。

土師器杯　５住１～６の６点と

破片18点がある。５住１はカマド

内出土破片と床面上出土の破片と

が接合したものである。５住２・

４・６は堆積土中，５住３・５は床面上から出土した。これらの杯は，口径が13㎝強と一般的な

大きさの５住１～３と，16～17㎝を測る５住４・５とに２分される。５住６は口縁部を欠損して

いるが，前者の部類に入るものと思われる。後者は前者に較べ深型である。成形はすべてロクロ

成形，外面の調整も回転ヘラケズリと共通しているが，５住１では，回転ヘラケズリ調整を施し
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た後，さらに体部下端を部分的に手持ちヘラケズリしている。内面はヘラミガキ・黒色処理され

ている。底面におけるミガキ方向は５住２・４・５の３点は一定方向，５住１・３の２点は放射

状である。放射状のものは単位が一定方向のものに較べ広く，ひとつの単位のなかに細い擦痕が

平行に入ることから，ナデに近い調整法と思われる。

破片資料は堆積土内から11片，カマドと P9から各２片，P3～ P5からはそれぞれ１片ずつ出土

している。堆積土内出土破片中に外面調整の確認されるものが２点含まれているが，これはいず

れも回転ヘラケズリ調整が施されている。５住２の底部外面には墨書痕が認められるが，判読不

可能である。

須恵器杯　堆積土中とカマド内から各１片ずつ出土した。いずれも口縁部の小破片である。カ

マド内出土の破片は，灰白色を呈し若干焼きが甘い。

土師器甕　図示した５住７～11の５点と，破片259点がある。５住７・11は堆積土内，５住10

は床面直上，５住８は P1内，５住９はカマド内から出土した。５住11を除く甕の成形はロクロ

成形によるものである。５住９・10はロクロ成形甕の大型のものである。５住９はいわゆる長胴

形の甕で，頸部が軽く括れ，口縁部は強く外傾している。胴部上半には明瞭なロクロ痕を残して

いる。下半は外面で縦方向の手持ちヘラケズリ，内面はナデ調整が施されている。５住10は５住

９に較べ，胴部で若干膨らむものの頸部の括れは顕著でない。外面のケズリ調整は胴部上半にま

で及んでいる。５住８は小型の甕で，器厚も薄手に仕上げてある。５住７は黒色処理された甕で，

胎土が緻密である。器形は鉢形に開き，胴部外面に平行タタキ目痕を残している。内面はヘラミ

ガキ調整されている。破片資料中，明瞭なロクロ痕を有するもの２点，ハケメ調整されるもの５

点が確認された。この他，ロクロ成形で内面黒色処理されたと思われる甕の破片が２点ある。
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カマド内から出土した破片

は，再酸化のため黒色が消失

している。いずれも胎土が緻

密で，内面はヘラミガキ調整

されている。

５住12はやや大型の甕の胴

部破片で，外面に格子目状の

タタキ痕が認められる。

須恵器甕　破片６点中１点

（５住13）を図示した。大半は

タタキ目やアテ具痕を磨消し

ているが，外面のタタキ目が

部分的に残っているものもある。

転 用 硯　５住13とした須恵器甕破片を転用している。肩部上半の破片で，両面とも磨消し調

整をされているが，タタキ目・アテ具痕が幾分残っているものである。硯面は破片内面を利用し

ており，全般に薄く墨の付着がみられ，断面の一部にも墨の流れた痕跡が認められる。

砥　　石　５住14の１点である。P13の南に隣接した床面上から出土した。長さ18.2㎝，幅

13.5㎝，厚さ7.4㎝で１建３のような定型的な砥石ではない。砂岩質の割石を利用している。表面

と側面の２面は顕著な磨痕を有する。他は自然面のような状態である。この他，裏面の一部には

幅３～６㎜，深さ２㎜程度の溝と細い擦痕状の痕跡がみられる。

ま　と　め

本跡は調査区設定の都合上，北半分のみの精査にとどまり全体の構造等については不明な点が

多い。住居に伴う施設としては，カマド・柱穴・溝・ピット類がある。カマドは燃焼部全体が

住居プラン外に張り出す形態をとる。柱穴は主柱穴として P3・P4，支柱穴として P6・P7・P11・

P12が考えられ，全体としては主柱穴４本と壁際に数本の支柱穴が，住居内に配されていたもの

と想定される。また P6・P7は，カマド煙道部の西側に配置されており，住居外に張り出したカ

マドを覆う上屋を支える柱穴と推定される。住居跡内の各壁面に平行する形で検出された溝は，

さらに南側にも延びており，現段階で用途を限定するのは困難である。ピットの中でカマド前面

の両側や住居コーナー部に配されるものは，いわゆる貯蔵穴状のピットとされるものであろう。

本跡の時期は，必ずしも遺物の出土状況が生活時の痕跡をそのまま残しているとはいえない状

況であるが，一応，床面上やカマド内から出土した土師器の特徴から，平安時代前期のなかで捉

えておきたい。
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６号住居跡　ＳＩ06

遺　　構（第22図，図版12）

Ⅱ区Ｄ・Ｅ－４グリッドに検出された住居跡で，重複関係にある１号溝より古い。確認面はＬ

Ⅲ上面で，大半は削平のため破壊されているが一部北壁から西壁にかけ残存している。堆積土は

長石・石英粒・木炭・焼土粒を混入した暗茶褐色砂質土の自然流入土である。壁高は南西コーナー

で26㎝の最大高を測る。床はＬⅢを直接床面としている。

カマドは，北壁中央やや西寄りに設置されている。焚口幅46㎝，燃焼部奥行68㎝で，奥壁は住

居跡壁を若干抉り込んで構築している。袖部は黄褐色砂質粘土を用いている。右袖幅26㎝，長さ

50㎝，左袖幅20㎝，長さ55㎝である。

ピットは，総数５個検出された。P1・P2はカマドの両側に位置する貯蔵穴状のピットで，堆積

土は木炭・焼土粒を混入した暗茶褐色砂質土である。P1は楕円形を呈

し他のピットに較べ大きいが，深さ７㎝と極端に浅い。P4・P5は住居

跡の堆積土に覆われておらず，確実に本跡に伴うものかどうかは断定

できないが，P4の形態が堆積土下部から検出された P3と類似するこ

とや，ピット内埋土が暗茶褐色砂質土と同様であることから，本跡の

施設としてよいものと考えられる。

遺　　物

本跡から出土したものは，炭化木

のみである。カマド内に１塊，住居

跡北西際付近に15塊検出された。北

西隅の出土状況は，平行する２つの

ブロックに分けられ，垂木状の部材

が倒れ込んだ状況を呈している。

ま　と　め

本跡は削平度が著しく，出土遺物

も皆無であることから，住居跡の構

造・時期等について不明な点が多い。

ただ住居跡の柱構造は，P3・P4の位

置や形状から，４本柱の主柱によっ

て上屋が支えられていたものと想定

される。P1・P2には堆積土中に焼土	

第２節　竪穴住居跡
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や木炭粒を混入することから，住居焼失時までは開口していたものと思われる。また遺物が検出

されなかった原因は，出火以前に生活用具を搬出していたためではないかと推定される。

第３節　掘立柱建物跡

１号建物跡　ＳＢ01
遺　　構（第23図，図版13・14）

Ⅱ区Ｅ・Ｆ－５，Ｆ－６グリッドに検出された東西３間，南北３間の建物跡である。ＬⅢ上面

で確認され，重複関係にある１号住居跡・１号土坑より新しい。各辺の長さは東西側柱列6.2ｍ，

南側柱列5.8ｍ，北側柱列5.6ｍと北側柱列が他辺に較べ幾分短い。各柱間間隔は東側柱列南から

1.8＋1.8＋約2.1ｍ，西側柱列南から2.2＋1.7＋約1.9ｍ，南側柱列西から2.0＋2.1＋2.1ｍと各柱穴間

で50㎝程度のばらつきがある。西側柱列の柱痕を通る軸線の磁北からの偏度はＮ48°Ｗである。

建物跡北側には，北側柱列に平行して幅32～40㎝，深さ10㎝の溝と，この溝の西側に連続して落

差約７㎝の軽い段が検出されたが，これは建物跡建造時の整地範囲の北限を示していると同時に

雨落溝的な性格も考えられる。

掘形は１辺60～120㎝の方形ないし長方形を基本としている。掘形底面は，平坦なもの（P1~P4・

P10～ P12）と，柱の位置に合わせ１段窪ませたもの（P5～ P9）の二者がある。後者の掘形は斜面上

位にあたる北・西側柱列に多い。埋土は，黄褐色砂質土をブロック状に混入した暗茶褐色砂質土

や青灰色砂質土を互層に用い，叩き締めている。P7～ P9の最上層部では，焼土の混入や薄く焼

土化した部分もみうけられた。この焼土は，一部柱穴外にも広がりをみせている。柱痕は，径17

～28㎝の不整円形で確認されたものが多いが，なかには P7・P8のように多少方形に近い形状の

ものもある。柱痕内埋土は，軟質な灰味暗茶褐色砂質土で，焼土・木炭粒の混入がある。

遺　　物（第24図）

遺物には土師器・須恵器・砥石があり，P2・P3・P10を除く掘形内から出土した。土師器はす

べて破片状態の出土である。

土師器杯　P1・P4・P5・P7～ P9から総数13片出土した。すべてロクロ成形で，内面ヘラミガ

キ黒色処理している。外面の調整痕が観察さ

れる破片は４片あるが，そのうち３片までが

回転ヘラケズリ，１片が手持ちヘラケズリさ

れている。

須恵器杯　P6から１片出土した。体部下半

の破片と思われるが，小型の壺になる可能性	
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もある。調整痕はない。

　土師器甕　P1・P5・P7・P9・

P11・P12から総数75片出土した。

図示した１建１は，胴部下端か

ら底部にかかる破片で，外面に

格子目状のタタキの痕跡があ

る。この他，黒色処理された甕

の破片２点，外面にハケメ調整

痕がみられる２片，底部に木葉

痕を残す破片１点が含まれてい

る。

須恵器甕　P9から１片（１建２）

出土した。大型甕の胴部破片で，

外面に平行タタキ目，内面に同心円状のアテ具痕がみられる。

須恵器壺　P8から１片出土した。小型壺の口縁部破片で，口唇端部は稜をもって引き出されて

いる。器厚は３㎜弱と薄い。

砥　　石　１建３の１点である。P9から出土した凝灰岩製の砥石で，長さ11.2㎝，厚さ２～５㎝

を測る。側面は全面使用され研ぎ減りが著しい。小口側に磨痕はみられないが，１面に擦痕状の

溝の痕跡がみられる。これは側面にも部分的に付けられている。

ま　と　め

本跡は，東西３間・南北３間の側柱のみで建造された掘立柱建物跡である。建造の際には斜面

上位を削り出し，幾分全体的に整地していたことが，建物跡北側の段と P7～ P9にかけての焼土

の広がりから推定できる。時期は，１号住居跡を切っていることと出土遺物から，平安時代のな

かでも前半期を遡らない範囲で捉えておきたい。

２号建物跡　ＳＢ02

遺　　構（第25図，図版15・16）

Ⅱ区Ｃ・Ｄ－４・５グリッドに検出された東西４間，南北２間の建物跡である。確認面はＬⅢ

上面で，本跡 P1は重複関係にある耕作跡によって切られている。規模は，東西長約9.2ｍ，南北

長5.3ｍであるが，柱痕を通る軸線によるプランの想定では，東・南側柱列の長さが短く幾分ひしゃ

げている。各柱列間間隔は，北側柱列西から2.5＋2.3＋1.9＋約2.5ｍ，南側柱列西から2.5＋2.4＋1.9

＋2.3ｍ，西側柱列2.6＋2.6ｍ，東側柱列南から2.8＋約2.5ｍである。東側柱列から西へ１間目の柱
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穴１個（P7）が検出されている。

掘形は，１辺80～130㎝の方形ないし長方形を基本としながらも，大きさや形状にばらつきが

大きい。埋土は暗灰色砂質土や青灰色砂を混入する黒色シルト等で叩き締めている。柱痕は径19

～26㎝の不整円形で，P8を除きすべての柱穴で確認された。柱痕の埋土は軟質な暗灰色砂質土と

ほぼ共通しているが，P11では柱根が朽ちたのちも土砂が流入せず，空洞になっていた。本跡は

斜面上に検出されたが，斜面下位の柱穴は上記の柱穴に比較し浅い。P1・P5・P8・P9～ P13で柱

穴の重複が認められる。建物跡北西側には P10～ P13・P6に沿うように地山の削り出しがみられる。

斜面上部から削り出し底面までの落差は約50㎝である。また，この段差の低面に沿って部分的で

はあるが幅20～30㎝，深さ２～８㎝の溝が取り付いている。

遺　　物（第26図）

本跡の出土遺物には土師器・須恵器がある。P1～ P5，P10～ P12と建物跡北側にある削り出し

の範囲に流れ込んだ堆積土中（以下，建物跡上層という）から，いずれも細片状態で出土した。

土師器杯　図示した２建１と破片29点がある。２建１は建物跡上層から出土，体部下端から底	

部にかかる破片で，ロクロ成形によって作られている。外面の底部全面と体部下半は回転ヘラケ

ズリ，内面はヘラミガキ・黒色処理されている。破片資料もすべてロクロ成形によるもので，内

面はヘラミガキ・黒色処理が施されている。外面調整が観察可能な破片が９点あるが，これらは	

すべて回転ヘラケズリ調整されている。

土師器高台付杯　２建２とした１点

である。建物跡上層から出土したもの

で，杯下半部と台部が遺存している。

成形はロクロ，内面はヘラミガキ・黒

色処理されているが，ミガキはさほど

丁寧ではない。台部は端部が欠損し，

形状は明らかではないが，貼付けによ

るものと思われる。

土師器甕　破片96点がある。このな	
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かには，口縁部の破片で明瞭にロクロ成形痕を残すもの，内面黒色処理された甕破片が各２片，

外面に平行タタキ目を残すもの，ハケメ調整される破片各１点が含まれる。

須恵器甕　２建４・５の２点である。２建４は P1内から出土したもので，胴部上半の破片であ	

る。外面に平行タタキ目を残すが，内面は磨消されている。２建５は P5内から出土した，口縁部	

から胴部上半にかかる破片である。器表面は両面とも丁寧なロクロナデが施されている。

土師器壺　２建３とした小破片１点のみである。胴部上端の破片で，両面ともナデ調整されて

いるが，外面に平行タタキ目痕を部分的に残している。

ま　と　め

本跡は桁行４間，梁行２間の建物跡とした。P7の存在によって桁行３間，梁行２間の建物跡に

東面する廂が１面取り付く構造とも考えられるが，P7が小規模な掘形であることからすれば，間

仕切り的な柱穴として P7を捉えた方が良いと思われる。

柱穴には重複している柱穴が８個が認められ，本跡が建替えられたことを裏付けているが，新

規の柱穴が旧期の柱の抜き取り穴も兼ねており，新・旧両期とも継続した時間帯のなかで営まれ

たものと思われる。

本跡の時期は，確実な共伴遺物がなく限定はできないが，細片状態で出土した土師器の時期，

すなわち平安時代前半期を本跡の時期の上限として捉えておく。

第４節　土　　　坑

Ⅱ区に４基，Ⅲ区に７基，計11基検出された。これら土坑の分布は，Ⅱ区において散漫である

が，Ⅲ区では東端部Ｍ－６グリッドに大部分集中している。時期・機能等について推定できる土

坑は数少なく不明なものが多い。

１号土坑　ＳＫ01（第28図，図版17）

Ⅱ区Ｆ－５グリッドに位置する土坑である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある１号建物跡

P11より新しい。プランは，長径100㎝の不整円形を呈し漏斗状に窪むが，これは木根の撹乱が土

坑底面よりさらに深く侵入していたためと思われ，本来の形態は，深さ33㎝程度で皿状に窪む土

坑であったものと推定される。堆積土は暗茶褐色砂質土を主体とする自然流入土で，下層は若干

グライ化されている。

遺物は堆積土中より土師器片が18点出土した。杯破片３点，甕破片15点である。杯はロクロ成

形で，内面ヘラミガキ・黒色処理されている。体部下端から底部にかかる破片が１片あるが，外

面の調整は不明である。甕破片中には筒形土器と思われる破片１点を含んでいる。

第４節　土坑
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２号土坑　ＳＫ02（第27・28図，図版17・24・25）

Ⅱ区Ｃ－４・５グリッドに検出された土坑である。確認面はＬⅢ上面で，プランは長辺348㎝

短辺186㎝の略長方形を呈している。深さは44㎝で，底面から壁面への立ち上がり具合は滑らか

である。壁面は50°弱で登っている。堆積土は，焼土・木炭粒を混入する茶褐色砂質土を主体と

した自然流入土である。

遺物は堆積土中から，土師器・須恵器・鉄器がいずれも破片状態で出土した。

土師器杯　図示した２坑１～４の４点と破片52点が出土している。すべてロクロ成形の杯で，

内面はヘラミガキ・黒色処理されている。外面の調整が観察される２坑１～４と破片19点はすべ

て回転ヘラケズリである。

土師器高台付杯　２坑５の１点だけである。杯底部から台部にかかる破片である。高台部は貼
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付けで，端部は面取り状に仕上げられ平坦になっている。杯部の内面はヘラミガキ・黒色処理さ

れているが，ミガキの痕跡は器面の荒れによって不明瞭となっている。

須恵器甕　図示した２坑６～９の４点と，他に11片出土した。２坑６～９は同一個体の破片で

外面に平行タタキ目がそのまま残る。内面のアテ具痕は磨消されている。器厚は比較的薄手で，

焼成は堅緻である。破片11片中には，これらの破片と同一個体と思われる破片が８点ある。他の

破片は器面の両面とも丁寧にロクロナデされているものである。

鉄　　器　２坑10・11の２点である。双方とも刀子と思われるものである。２坑10は刃部を，

２坑11は切先と茎先端部とを欠損している。錆化が著しく，茎と刃部との境界が明瞭でない。

３号土坑　ＳＫ03（第28図，図版17）

Ⅱ区Ｅ－５グリッドに検出された土坑である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある１号溝に

西半を破壊されている。プランは不整楕円形と思われ，短径は125㎝を測る。深さは18㎝でほぼ

平坦であるが，幾分傾斜に沿って南東側が低い。壁の傾斜は45°前後とさほど急な立ち上がりで

はない。堆積土は黒色ないし黒褐色砂質土の自然流入土である。

遺物は堆積土中から，ロクロ成形で内面ヘラミガキ・黒色処理された土師器杯の小破片２点が

出土したのみである。

４号土坑　ＳＫ04（第28図，図版17）

Ⅲ区Ｈ・I－３グリッドに検出された土坑で，確認面はＬⅣ上面である。プランは南東隅が削平	

されているものの，１辺250㎝強の方形を呈している。深さは12㎝で，壁面は緩やかに立ち上がっ

ている。堆積土は暗灰色ないし茶褐色砂質土を主体とした自然流入土である。底面は若干の凸凹

はあるもののほぼ平坦である。遺物の出土はなかった。

５号土坑　ＳＫ05（第29図，図版17）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑で，重複関係にある５号住居跡，６・８号土坑より新し

い。プランは，径115㎝の不整円形を呈している。埋土は黄褐色・茶褐色土がブロック状に堆積

した状況を示し，人為堆積と判断される。深さは75㎝で，底面は皿状に窪んでいる。壁面の立ち

上がりは50°～80°強である。南壁に対し北壁の立ち上がりがきつい。遺物の出土はない。

６号土坑　ＳＫ06（第29図，図版18）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑で，確認面はＬⅢである。重複関係にある５号住居跡よ

り新しく，５号土坑より古い。プランは，長辺170㎝，短辺85㎝の略長方形で，深さは最大68㎝	
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を測る。堆積土は灰色ないし暗灰色砂質土の自然流入土である。壁の立ち上がりは60°～70°で，

底面は斜面に沿って幾分南へ傾斜している。遺物の出土はない。

７号土坑　ＳＫ07（第29図，図版18）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑で，確認面は５号住居跡堆積土上面である。従って，本

跡は５号住居跡より新しい。プランは，径約190㎝を測る不整円形になると思われるが，残りは

調査区外になるため定かではない。深さ152㎝を測る。底面はほぼ平坦で，壁面の立ち上がりは

86°前後である。堆積土は４層に大別される自然流入土で，下部堆積層は若干グライ化されている。

遺物は，堆積土中から12片の土師器破片が出土した。杯１片，甕11片である。杯はロクロ成形

で，内面黒色処理されたものである。甕破片のなかには，５号住居跡出土の破片と接合したもの

もあり，大半は５号住居跡からの混入と思われる。

８号土坑　ＳＫ08（第29図）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑である。確認面はＬⅢで，重複関係にある５号住居跡・

５号土坑より古く，土坑南端が破壊されている。プランは，径100㎝程度の不整円形になるもの

と推定される。深さは40㎝で底面は皿状に窪んでおり，壁の立ち上がりも緩やかである。堆積土

は，黄褐色砂質土をブロック状に混入した茶褐色砂質シルトで人為堆積層と判断される。遺物の

出土はない。

９号土坑　ＳＫ09（第30図，図版18）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある10号土坑

より古く北半部を破壊されている。プランは，径105㎝程度の不整円形になるものと推定される。

深さは29㎝で土坑底面は皿状に窪み，壁の立ち上がりも緩やかである。堆積土は，黄褐色砂質土

ブロックを混入した茶褐色砂質シルトと８号土坑堆積土と類似し，人為堆積層と判断される。底

面には，ＬⅣ中に含まれた花崗岩の転石の頭部が一部露出している。出土遺物はない。

10号土坑　ＳＫ10（第30図，図版18）

Ⅲ区Ｍ－６グリッドに検出された土坑である。確認面はＬⅢ上面で，重複関係にある９号土坑

より新しい。プランは，長辺183㎝，短辺85㎝のほぼ長方形を呈している。深さ83㎝で，壁面は

垂直に近い角度で立ち上がっている。堆積土は，黄褐色ないし灰白色砂質土ブロックを混入する

暗灰色砂質土で，人為堆積層と判断される。土坑内部には，大きさ35～70㎝の花崗岩が入ってい

た。出土遺物はない。
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11号土坑　ＳＫ11
（第30・31図，図版18）

Ⅱ区Ｃ－４・５グリッドに検出さ

れた土坑で，確認面はＬⅢ上面で

ある。プランは，長辺196㎝，短辺

155㎝の不整長方形を呈している。

深さ57㎝で，壁面は約70°前後の立

ち上がりである。堆積土は５層に分

層されるが，黒褐色砂質土を主体と

した自然流入土である。底面の南端

には径18㎝，深さ13㎝のピットが１

個確認された。

遺物は，堆積土中から土師器・須

恵器が破片状態で出土した。総数27

片と数少ない。

土師器杯　図示した11坑１・２の

２点と他10片がある。すべてロクロ

成形で，内面は黒色処理されている。

外面調整が観察される５片は，回転

ヘラケズリ調整が施されている。11

坑２は小型の杯である。外面は調整

されておらず，ヘラ切り痕を残して

いる。内面は他の破片がヘラミガキ

痕を顕著に残しているのに対し，11

坑２は極めて不明瞭で，本来ミガキ

第４節　土坑
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調整が施されていなかった可能性も考えられる。

土師器甕　13片出土した。このうち11片は同一個体の破片と思われるもので，頸部付近の破片

ではロクロ使用痕がみられ，体部下半の外面は縦方向の手持ちヘラケズリ調整，体部下端では横

方向のケズリが施されている。

須恵器甕　同一個体と思われる破片２点のみの出土である。いずれも胴部破片で，外面に平行

タタキ目を残すが，内面は磨消されている。

第５節　集　　　石

１号集石（第32～34図，図版19～21・26）

Ⅱ区Ｃ・Ｄ－５・６グリッドにかけ検出された遺構である。検出面はＬⅡ類似の黒色砂質土上

面である。３～４ｍの範囲に拳大の礫が一面に敷かれていた。東端部は調査区外に一部伸びてい

る。本跡は全体的にみると山成りに敷かれており，最高位部はプラン全体の中央より西側に寄っ

ている。頂部と裾部の比高差は約30㎝弱である。礫は河川礫（緑色片岩類が多い）と長石・石英・

凝灰岩の割石とに識別できるが，このなかで，河川礫の使用が約６割強を占める。これら河川礫

は西半部に多く使用されている。拳大の礫中には，数少ないが30㎝以上の大礫が混入している。

拳大の礫は規則性なく敷かれているが，大礫は最高位の部分に３個，プラン周辺に10個認められ，

幾分その配置に意識を払っているようである。

遺物は鉄釘・鉄鏃・板碑が出土した。この他に側面を面取りした用途不明の石製品が２片ある。

板　　碑　本跡東端に置かれた大礫のひとつである。折損した板碑（１集１）で，上半部のみが	
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遺存している。石質は

凝灰岩，残存長46㎝，幅

49㎝，厚さ26.5㎝である。

種子は僅かに上端部を残

すのみであるが，恐らく	

「 」と思われる。種子の

掘り込み内には，墨彩が

施されている。

石 製 品　１集２とし

た石鉢と思われる破片と

他に側面が面取りされた

破片２点が出土している。

いずれも凝灰岩製である。	

鉄　　器　１集３～18の16点と他に７点出

土した。１集６は鏃，１集３～５・７～18

は釘である。他７点中５点は釘，２点は刀

子と思われる小破片である。

第６節　ピ ッ ト 群（第35図）

Ⅱ区Ｃ・Ｄ－５・６グリッドに検出されたピット群で，ピット総数41個を数える。Ｃ・Ｄ－５

グリッドにかけては，２号建物跡南側の部分に地山を削平して形成された段が，高さ約50㎝で続

いているが，この内部に堆積した黒色土層を除去した後に，ピット群を検出した。ピットの大部
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分はほぼ円形を呈しているが，なか

に長辺60㎝を超え，平面の形状が方

形もしくは長方形を基本としたピッ

トが３個（Ｃ５P3・Ｃ５P26・Ｄ５

P9）検出されている。これらのピッ

トは，柱痕あるいは柱穴と考えら

れ，11個に明瞭な柱痕が確認された。

柱痕部の堆積土は暗灰色シルトであ

る。掘形には，暗褐色砂質土や黄茶

褐色砂質土を使用している。ピット

の配置は，特別規則性はみられない

が，Ｄ５P6・Ｄ５P8・Ｄ６P2の３個

のピットは埋土も暗灰色シルトと共

通し，直線上に並ぶことからひとつ

の柱列を構成すると思われる。また，Ｃ５Ｐ23・Ｃ５Ｐ24を除くＣ５Ｐ4～Ｃ５Ｐ25とＣ６Ｐ2・Ｃ６	

P3とを含めたピットは，柱痕を持つものが多くある一定の範囲内に群在して検出されていること

から，なんらかの建物跡の存在が堆定できる。出土遺物はない。

第７節　溝　　　跡

今回検出された溝跡は３条である。いずれもⅡ区のＤ～Ｅグリッド列に位置している。確認面

はＬⅡ上面で，堆積土はＬⅠのなかでも最上層の土砂を主体としており，極最近の溝跡であるこ

とがわかる。以下最も規模の大きい１号溝について概要を述べておく。

　１号溝跡　ＳＤ01（第36・37図，
図版25）

Ⅱ区Ｄグリッド列に検出された溝であ

る。２・４・６号住居跡の北東側に位置し

ている。現在長16ｍを測る。幅１～３ｍ，

深さ2.4～１ｍで，底面30㎝幅の断面Ⅴ字

形を呈する。溝跡は，６号住居跡の東側一

部と切り合っているが，新旧関係は本跡が

新しい。両端は調査区外に続いており，全
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体的な規模の確認はできない。堆積土は，３層に

大別される。第１層は基本層位ＬⅠと同質で，一

時期に流れ込んでいる。第３層目下部には，拳大

から人頭大程度の長石や石英が敷かれ，上部のグ

ライ化層は埋め戻された形跡がある。

遺物は，堆積土中から土師器15片，須恵器２片，陶器１片，鉄器２片が検出された。

土 師 器　杯６片，甕９片が出土している。杯はすべてロクロ成形で，内面ヘラミガキ・黒色

処理されている。外面の調整が観察される３片は，回転ヘラケズリ調整が施されている。甕９片

中明瞭なロクロ痕がみられる口縁部破片１点がある。また，胴部下端で縦方向のヘラケズリ調整

が施されている破片が２点含まれている。

須 恵 器　杯・壺各１片である。杯は体部下半から底部の破片で，底部切り離し技法はヘラ切り

と思われる。壺破片は，長頸壺の口縁部の小破片である。内面には降灰による釉が若干みられる。

陶 磁 器　高台付皿の底部破片である。底部外面を除く両面に釉が施され，内面は四阿や松が

染付けによって描かれている。

鉄　　器　１溝１・２とした２点である。１溝１は刀子の刃部と思われる破片である。１溝２

の用途は不明であるが，端部付近に穿たれた目釘と残存する木質部，それに断面が三角形を呈し

ていることから刀子もしくは手鎌になるものと思われる。

本跡は出土した遺物によって近代以降のものと考えられる。他の古代に属する遺物は，溝掘削

の際や埋没過程の段階で紛れ込んだものと思われる。溝の時期は堆積土の状況によって２時期に

分離される。旧時期は溝を掘り込み礫を底面に敷いた段階，新時期はℓ２が堆積する段階である。

新時期は聞き取り調査によって明らかになったことであるが，大正年間に建てられていた民家

（Ⅰ区）に通じる小路として利用されていた模様である。旧時期の機能については不明な点が多い

が，付近に長硅石採掘坑跡が数多く確認されていることから，坑道跡の可能性も考えられる。

第８節　遺構外出土遺物（第38・39図，図版24）

本節では遺構に伴わずに出土した遺物のなかで図示したものについて報告する。縄文・弥生土

器各１片，土師器８片，須恵器５片，土師器１点である。

縄文土器　Ⅱ区Ｂ－５グリッドＬⅡから出土した破片（遺構外７）である。やや間隔の広い撚糸

文が施されている。縄文晩期に比定されるものと思われる。

弥生土器　Ⅰ区ＬⅡから出土した口縁部破片である。若干内弯気味の形態をとる。沈線が２条

引かれ，地文に撚りの細い単節縄文が施されている。沈線内は磨消されている。

第８節　遺構外出土遺物
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土 師 器　杯２点（遺構外

１・２），高台付杯１点（遺構

外３），甕５点（遺構外４）で

ある。遺構外１はⅡ区Ｃ－４

グリッドＬⅠから出土したロ

クロ成形の杯である。外面の

調整は体部下半から底部全面

を回転ヘラケズリ，内面はヘ

ラミガキ・黒色処理されている。底部内面のミガキ方向は一定方向をとる。遺構外２もロクロ成

形である。基本的な調整は遺構外１と同様であるが，体部の調整幅が狭く内面の調整がナデ化し

ている点で相違し，底径も小さい。

遺構外３は，遺跡の地権者の一人である金内勇氏の所蔵品である。ロクロ成形で高台部は欠損

している。杯部は皿に近い形状を呈し，内面黒色処理されている。器面の磨滅が著しく内面の調

整は不明瞭である。耕作中３号住居跡付近から出土したとのことである。

遺構外４はＣ－４・５グリッドＬⅡから出土した小型の甕である。口縁部から胴部上半にかか

る破片で，成形は粘土紐積み上げによる。口縁は短く外傾し，頸部の内外面には稜線を有す。胴

部外面は手持ちヘラケズリ，内面はナデ調整が施されている。遺構外８～11は，外面に成形時の

タタキ目を残すものである。遺構外８～10は格子目状，11は平行タタキ目である。

須 恵 器　遺構外12～16の５点で，器種不明の遺構外15以外は甕の胴部破片で，外面はすべて

平行タタキ目を残している。内面は遺構外12・13・15で円心円状のアテ具痕を残すが，14のみは

磨消されている。遺構外15の外面にはヘラ描きの痕跡が残っている。

土 製 品　遺構外５としたものでⅡ区ＬⅠから出土した。全長4.2㎝，幅３㎝で中央部が括れ，

端部は丸く仕上げられている。括れ部の径は2.4㎝で，酸化焰燃成されている。
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第３章　ま　と　め

当遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡８軒・掘立柱建物跡２棟・土坑11基・集石１・ピッ

ト41個・溝跡３条である。主体的な時代・時期は平安時代前半期である。今回の調査は遺跡全体

の約¹⁄₃を調査したにすぎず，集落跡の全貌を解明するに至ってはいない。以下遺構と遺物とに区

分し調査の成果をまとめておく。

第１節　遺構について

遺構の変遷　近・現代に所属する10号土坑・１～３号溝以外で，時期推定が可能な遺構を主に

出土遺物や遺構の重複関係をもとに，Ⅰ～Ⅲ期に所属させ下記に示した。

　～Ⅰ期：ＳＫ08

Ⅰ　　期：ＳＩ01～05，ＳＫ01・02・11，（ＳＩ06）

Ⅱ　　期：ＳＢ01・02

Ⅱ～Ⅲ期：ピット群

Ⅲ　　期：集石

Ⅰ期に設定した遺構は，竪穴住居跡６軒・土坑３（４）基である。６号住居跡は土器の出土がな

く時期設定の根拠に欠けるが，同じ竪穴住居跡群のなかで確実に異なる時期のものが見出せない

点からⅠ期に含ませた。しかしながら該期は，２号住居跡と４号住居跡のように本来重複関係を

有していた遺構もあり，細分される可能性もある。８号土坑は５号住居跡と直接重複関係にある

が出土遺物はなく，該期との時期差がいかばかりなのか不明であるため，Ⅰ期もしくはⅠ期以前

とした。各遺構をⅠ期に設定した根拠は，主に出土した土師器の特徴からである。特に杯類では

外面の調整が回転ヘラケズリ調整されるものが大半を占めている。ただ内面調整における底部の

ミガキ痕は，単位が明瞭で一定方向のものばかりではなく，放射状に調整され単位の不明瞭なも

のまで含むことから，外面回転ヘラケズリ調整される杯群のなかでは後出的な特徴を持つものと

考えられる。従って，これらの遺物を伴出する遺構群の年代を平安前半期のなかでも，上限とし

て９世紀初頭を遡らない時期としておきたい。

Ⅱ期に所属させた遺構は，２軒の掘立柱建物跡である。建物跡から出土した土師器で特にⅠ期

と色別される新しい要素を持ったものは見受けられない。ここで根拠となった事実は，Ⅰ期に所

属する１号住居跡と１号建物跡との重複関係のみである。２号建物跡は竪穴住居跡との直接の垂
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複関係はないものの，プラン内にⅠ期とした11号土坑が存在することや，掘形の規模や形状，棟

通りが１号建物跡とほぼ共通することから同時期の建物跡と推定される。該期の年代は極めて不

確実であるが，Ⅰ期よりも新しい時期の遺物が確認されないことや，掘形の規模が大きい点から

Ⅰ期を遡らない平安期のなかで捉えておく。

Ⅱ～Ⅲ期としたピット群はＣ・Ｄ－５・６グリッドに集中して検出されたが，検出面は集石が

構築されている黒色土下に堆積するＬⅢ上面である。この黒色土は２号建物跡を覆っており，共

に集石より先出する遺構であることがいえる。

Ⅲ期の集石は，上記の黒色土を基盤としており建物群やピット群よりも新しいことは確実で，

集石中に混入した板碑・石鉢等から中世～近世初頭頃の所産と考えておきたい。

竪穴住居跡　３軒精査したが，削平が著しく全体のプランが確認されたのはわずか３号住居跡

１軒のみである。住居内施設としては数は少ないもののカマド・柱穴・貯蔵穴状ピット・排水溝

が確認されている。

カマドは，３～６号住居跡に各１基ずつ検出された。これらのカマドは燃焼部の構造上の相異

から次のタイプに分けられる。Ａ：燃焼部が住居プラン外に張り出すもの（ＳＩ03・05），Ｂ：燃

焼部が住居プラン内に構築されるもの（ＳＩ06）。このタイプでは，袖部が燃焼部に見合って長く

なる。Ｃ：ＡとＢの中間タイプである（ＳＩ04）。燃焼部の奥半分が住居プラン外に張り出すもの

で，これは袖が短い。煙道はＡタイプで確認されたが，Ｂ・Ｃタイプでは確認されていない。も

ともと取り付いていなかったのかは削平のため断定できない。Ａタイプの焚口は，両端に花崗岩

の割石を立て繫に黄褐色砂質土を用いている。Ｂ・Ｃタイプの袖材も黄褐色砂質土である。

柱穴は，３・５・６号住居跡で検出されている。３・６号住居跡では掘形が小規模な４本柱の

柱構造であったろうと思われるが，６号住居跡では南側斜面下位にあたる２本の柱穴が確認され

ていない。５号住居跡は，主柱穴４本と数本の支柱穴が設けられているようである。主柱穴の掘

形は他の住居跡に比較し大きい。支柱穴は，住居プランの隅とカマドの両側に設けられているが

カマド脇の支柱穴はカマド燃焼部上部の上屋を高く支えるために設けられたものと理解される。

貯蔵穴状ピットは，２号住居跡を除く５軒の住居跡から検出されている。いずれも住居跡コー

ナー付近に設けられているが，楕円形で皿状に窪む形態のものが多い。

排水溝は，２号住居跡１軒のみの確認である。東から西へ水を流したことが判明したのみで，

全体的な排水の構造については不明である。

掘立柱建物跡　２棟の検出である。平米数は１号建物跡が約35㎡，２号建物跡で約48㎡を有し，

１辺が４～５ｍの平均的竪穴住居跡の規模よりも大きなものである。基本的な柱構造は，側柱で

構成されており，住居として建造された建物と思われる。２号建物跡は，掘形の重複から２時期

の変遷を有しているが，プランの同一性から連続した時間帯のなかで建て替えられたと判断され
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る。建物跡は双方とも小規模な整地事業を伴っており，前述した掘形や棟通りの共通性から，建

造時期がほぼ同時期であったろうことが推測される。

土　　坑　検出総数11基中時期が推定できる土坑は４基（ＳＫ01・02・10・11）のみで，うち１

基（ＳＫ10）は近・現代のものである。他の３基はⅠ期に所属させた土坑であるが，２号土坑と11

号土坑は位置も接近しており，大・小の違いはあるものの形態的には共通した面が多い。遺物の

出土状況も11坑１のように２号土坑出土の破片と接合したものや，同一個体の須恵器甕の破片が

出土するなど，極めて同時期性の強い遺構である。機能としては，自然堆積土中に土器の細片が

数多く混入している点で廃棄の場所と考えられる。

ピット群　総数41個検出されている。ピット群はⅡ区の斜面下位の中頃に集中して分布してい

る。この付近は２号建物跡の南側地山（ＬⅢ）を南北方向に20㎝弱削り取った痕跡が段として残っ

ており，あるいはこの削平事業に伴って掘り込まれた可能性も考えられる。なかには第２章で述

べたように，建物を構成すると思われるピット群の配列も確認されており，南側の調査によって

はプランが検出される可能性もある。

集　　石　３～４ｍの範囲に拳大の礫を密集させ，大礫を中央付近と周辺に配置している。礫

は単層で，一坦下部の黒色土を山なりに整地した後礫を配置している。礫敷きの下部には石組み

や土坑等の施設もなく，礫を一定の範囲に集めること自体にひとつの目的があったと考えられる。

大礫の配置は礫を敷きつめるための行為や，敷きつめた後の行為を規制し象徴するための配置と

理解される。即ち中央の大礫は集石行為の中心的位置であり，周辺の大礫は集石の内外を区画す

る結界の意味としてである。全体的にみれば縁辺が中央部よりも低く，高低差は少ないもののい

わば塚として構築された可能性も考えなければならない。

第２節　遺物について

種　　類　遺物には，縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・土製品・砥石・転用硯・鉄器・

石製品がある。土師器・須恵器・砥石・転用硯・鉄器・石製品の一部は平安時代，鉄器・石製品

の残余は中・近世に所属するものである。平安時代以外の遺物は僅少であるため特にここでは取

りあげない。以下，平安時代の遺物のなかでも主体的に出土した土師器を中心にまとめておく。

出土状況　大半は破片状態の出土で，報告書に収録した遺物も図上復元して図示したものが多

い。比較的多くの遺物を出土した遺構は３・５号住居跡，２号土坑であるが，特に３号住居跡内

の土器接合状況は，離れた場所から出土した破片が接合した例が多く，すでに破損し破片状態に

なったものが，無作為に投棄あるいは流れ込んだ結果と推定される。生活の直接の場である竪穴

住居は，地表面から窪んでいるため遺物が残り易い状況にある。しかしながら，当遺跡から検出
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された６軒の竪穴住居跡から出土した遺物量は極めて少なく，そのほとんどが破片状態で出土し

同一個体の破片が１ケ所に集中する傾向は薄い。従って３号住居跡同様，他の住居跡に関しても

遺物混入の原因が住居廃棄後に流入したと考えられ，住居の廃絶が予定された行為であったこと

が想定される。このため所謂一括遺物として捉えることが不可能で，資料の同時期性や器種構成

といった問題を解明するに至っていない。

器種と特徴　土師器のなかで確認された器種は杯・高台付杯・甕・壺の４種であるが，このな

かで主体を占めるのは杯と甕の２種である。

〈杯〉図示したのは29点である。法量・調整等からいくつかに分類可能である。

法量による分類では口径に最も相異点がみられ，この比較では３タイプ確認される。ひとつは

ロクロ土師器杯の一般的大きさである口径13～14㎝程度のものである。他は口径７㎝前後となる

小型の杯と，口径が16～17㎝とやや大振りになるタイプとである。小型の杯は11坑２とした１点

大振りの杯は３住３，５住４・５とした３点で，双方とも出土数は僅少である。大振りの杯では

器高も口径の大きさと相関関係にあるもようで，一般的杯に比較し深型になる。

内面調整では概ねヘラミガキ・黒色処理されているが，特に底部のミガキ方向に相異がみられ

る。大別して２タイプ確認されるが，ひとつはミガキ方向が一定方向をとるもので，この場合は

ミガキの単位も明瞭で仕上げも丁寧である。他は底部中央から放射状に調整されるもので，仕上

げは多少雑になる。なかにはミガキの単位が不明瞭なものや，ナデ化したものがみうけられる。

〈甕〉大きさの点で２分できるようである。３住13・５住８・遺構外４のような比較的小型のも

のと，３住14・15，５住９・10に代表される大型の甕とである。完形品がないため法量を提示す

ることはできない。両者ともロクロ成形のものと粘土紐による積み上げ成形（非ロクロ成形）のも

のとが混在している。大型の甕では，所謂長胴形を呈するものや鉢形となるものと若干形態の相

異するものを含むようである。これらの甕は，胎土も粗く成作後に火受けした部分も観察される

ことから，多くは煮沸用と考えられるものであるが，稀に胎土が緻密で内面黒色処理された貯蔵

用と思われる甕（５住７）も出土している。この他，破片資料でしかみることができなかったが，

外面にタタキ目痕を残す資料（１住６，３住25～28，１建１，２建３，遺構外８～10）がある。

以上，土器群の中心的構成となっている杯・甕の２種について述べたが，この他に高台付杯・

壺等の器種が出土している。これらの土器群の編年上の位置は，他の器種に較べ変化の速度が早

い杯でさえその特徴がほぼ共通していることから，極めて限定された時間幅に収まるものと考え

られる。年代については，土師器杯の底部内面における調整に放射状のミガキ技法と一定方向の

ミガキ技法が混在することから，回転ヘラケズリ調整される杯を含む土器群のなかでは後出的で

あるとし，平安時代前半期でも９世紀初頭を遡らない時期としておきたい。

第２節　遺物について
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付　章　大内Ｂ遺跡出土の炭化木

嶋　倉　巳 三 郎　

福島県石川郡石川町にある大内Ｂ遺跡から出土した平安時代の炭化木の樹種を調べた結果は，

次のようになった。

	 試料番号 	 出土地点	 樹種	 　 註

	 大内Ｂ№７	 ３号住居跡	 タケ類	 床面直上　図１

	 №８	 ３号住居跡	 散孔材	 床面直上　炭付着粘土

	 №９	 ６号住居跡	 クリ	 床面出土　図２，３

	 №10	 ６号住居跡	 フサザクラ	 床面出土　図４～６

	 №11	 ６号住居跡	 クリ	 床面出土　図７

	 №12	 ６号住居跡	 カエデ類	 カマド内　図８，９	

	 №13	 １号建物跡	 環孔材	 P7内出土

	 №14	 １号建物跡	 クリ	 P4内出土

炭化木の構造について

クリ　Caastanea　crenata　Sieb　et　Zucc

環孔材で，道管は早材部では甚だ大きいが晩材部では急に小さくなり，集まって火炎状に並び，

放射組織は同性で殆ど単列。

フサザクラ　Euptelea　polyandra　Sieb　et　Zucc

やや小さい道管がかなり密に分布している散孔材で，階段せん孔，側壁に階段壁孔がある。放

射組織は幅広く12細胞幅に達する。

カエデ類　Acer　sp

散孔材，中くらいの道管がやや疎に分布し，側壁にラセン肥厚がある。放射組織は同性で，１

－３細胞幅。

タケ類

厚壁組織の多い維管束が散在し，基本組織に囲まれている。
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